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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　いのうえ空
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　第四十二話　さらば優やさしき日々よ







〈九月十三日──夜半から雨〉





　いつかはこんな日が来ることを、俺おれは心のどこかで承しよう知ちしていた。


　顧かえりみるに、俺にとっての平へい穏おんな日々とは、終わりのない闘とう争そうの合間にある一時の空白にすぎないようだ。


　休きゆう暇かは終わった。


　そろそろ本来の居い場ば所しよへ戻もどるとしよう。


　日にち常じようと隣となり合わせの〈戦場〉へ──





　　　　一





「──面ツラが変わったなァ、幻げんの字」


　骨ほね張ばった手が無む造ぞう作さに置いた茶ちや碗わんを、京きよう極ごく幻げん弥やは両手で包むようにして持ち上げ、口に運んだ。


　複ふく雑ざつで濃のう厚こうなえもいわれぬ抹まつ茶ちやの味わいが舌したに染しみる。少し熱く感じるが、外が蒸むし暑あつかっただけに、飲み干ほした後には清せい涼りよう感が残る。


　美う味まい──。


　茶の味などに頓とん着じやくしない幻弥でさえ世辞抜ぬきにそう思わせる一服であった。


　幻弥が居るのは広さ四畳じよう半はんの茶室である。古い日本家屋に使われていた柱や梁はりを再さい利用したという部屋の内ない装そうは飾かざり気けがなく、質しつ素そそのものといえる。唯ゆい一いつの装そう飾しよく品ひんといえる掛かけ軸じくもこの茶室の主人の直筆だった。書かれている文字は『大四畳半』。


「京極本家の女とねんごろになったってェ噂うわさだが……そんなにいい女だったかよ？」


　主人は茶ちや釜がまから柄ひ杓しやくで湯を汲くみ取りながら、伝法な口調で訊きいた。


　五十をいくらか過すぎたと見える、白しら髪が交まじりの頭をした、小こ柄がらだが剽ひよう悍かんそうな男である。


　男の名は角すみ田た兵ひよう衛え。


　幻弥の属ぞくする組そ織しき──つまりは暴ぼう力りよく団だん──〈六ろつ角かく会〉の会長という地位にいる人物だった。構こう成せい員いんの間で『ボス』という言葉が出れば、すなわちこの男を指す。わざわざ言葉に出して命じることなく、顎あごを軽くしゃくるだけで人間の一人や二人は簡かん単たんに消してしまえる男だった。


　茶室内には角田と幻弥の二人きりである。


（こいつを殺して、無事にこの場から逃にげおおせることができるか……？）


　角田に呼よび出され茶を振ふる舞まわれるたび、幻弥はいつも頭の隅すみでそれを考えていた。


　殺すだけなら事は簡単だった。銃じゆうもナイフも必要ない。二秒もあれば事足りる。


　問題はその後である。この茶室は角田の屋や敷しきに隣りん接せつしている。そしてその屋敷は〈六角会〉の表の顔である建けん設せつ会社の自社ビルの屋上──地上一二〇メートルの高みにあった。


　角田を殺せばビルの警けい備びについている武ぶ装そうした四〇人以上の屈くつ強きような構成員がたちまち敵てきに回る。しかも屋敷までの同行を許可された配下は二人までという決まりもあった。地下駐ちゆう車しや場じようまでの直通エレベーターは会長専せん用ようの一いつ基きしかなく、普ふ通つうのルートでは三回もエレベーターを乗り換かえる必要がある。脱だつ出しゆつは極きわめて困こん難なんと言わざるを得ない。


　それでも周しゆう到とうな準じゆん備びと根回しがあれば、まったく不ふ可か能のうというわけではないだろう。だが幻弥が考えるのは、それが京極幻弥一いち個こ人じんの力で可能か否いなかという計算である。この茶室での角田は数万の構成員を束ねる会長ではなく、一人の男として客と対面する。だからこそあくまで個人として受けて立つ──そうでなければ男として勝ったことにはならない。


　しかし今日の幻弥はいつもと違ちがっていた。角田と向き合っても殺意が湧わいてこない。それどころか不思議と軽かろやかな気分になっている。幻弥自身にも信じ難がたいことだが、目の前の男のことなどどうでもよくなっているのだ。


　幻弥は手に持った茶碗の底をじっと覗のぞき込こんだ。


「──今日のはやけに美味いな。茶を替えたのか？」


「いや。前と同じさ」


「ふむ……」


　幻弥は顔を上げ、茶室の中を見回した。前に来た時とはどこか印象が違った。部屋の狭せまさからくる圧あつ迫ぱく感が消え、逆ぎやくに広々として見えてくる。


「実に殺風景でいい部屋だな。内装を変えたのか？」


「変わっちゃいねえよ。何もな」


　角田は乾かわいた笑い声をあげた。


「ケツが据すわってない奴やつには居い心ごこ地ち悪いように作ってあるんだよ。おめえにこの部屋の良さが分かるようになるとはな。結構なこった」


　怪け訝げんな顔つきの幻弥に二杯はい目めの茶を勧すすめる。


「やっぱり変わったのは幻の字、おめえの方さ。冷血ヘビ男が本気で女に惚ほれちまったわけだ。こいつは面おも白しろえ」


「女に惚れただけで茶の味も変わるかね？」


「そりゃあ変わるさ。本気で惚れるってのはな、惚れた相手の目でものを見るってことよ。この世のすべてが違って見えらあな」


　幻弥の口元が思わず歪ゆがんだ。苦く笑しようしたのだ。


「めしいた目にこそ見えるものもある、か……」


　考え込んだ顔で茶をすする幻弥に、角田は尋たずねた。


「その面を見ると、すっかり俺を殺やる気が失うせちまったようだが……極ごく道どうから足を洗あらう気にでもなったかい？」


「ふん……」


　幻弥は空になった碗を突つき出した。角田はニンマリと笑うと、


「とっておきのを飲ませてやる」


　そう言って背はい後ごの茶ちや簞だん笥すの奥おくから小振りな木箱を取り出し、秘ひ蔵ぞうの抹茶をさっきよりも念入りに点たてた。


（そういえば──）


　幻弥はふと気付いた。この茶室には十回以上来ているが、三杯目をもらうのは初めてのことである。


　三杯目の茶は格かく別べつの味がした。おそらくこれが幻弥が角田から振る舞われる最後の茶になるだろう──そんな確かく信しんに近い予感があった。角田も餞せん別べつのつもりで点てたのだろう。


「俺がこの世界に入ったのは、どうしても確たしかめてみたいことがあったからだ──」


　幻弥は誰だれにも聞かせるつもりのなかった言葉を口にした。


「頂点トツプに立つってのはどんな気分なのか？　俺を見下していたブタどもが欲ほしがる権力ちからってのは本当に強いのか？　それを手に入れれば俺のイラつきも晴れるのか──」


「……で、解答こたえは出たのかい？」


「カネを欲しがるのは貧びん乏ぼう人にんだけだ」


　角田は茶碗を口に運ぼうとした手を止め、片かた方ほうの眉まゆをわずかにつり上げた。幻弥の言葉に意表を突かれた顔だ。幻弥は薄うす笑わらいを浮うかべて続けた。


「食い物を欲しがるのは飢うえてる奴やつ。もう少し背せが欲しいと思うのはチビだ。そして力を欲しがるのは──弱い奴だけってことさ」


「ほう……それで？」


「権力ちからってのは弱い奴が作る」


　幻弥は静かに、しかしはっきりと断だん言げんした。


「弱い奴ってのは自分の弱さに耐たえられない奴のことだ。奴らは自分自身が強くなることをさっさと諦あきらめて、自分より強いと思える者の下につく。強い者にへーこらする屈くつ辱じよくを受け入れる代わりに、自分より弱く見える者を踏ふみつけにする権利を得る──正確に言えば得たつもりになるわけだ。奴らの口くち癖ぐせは『弱肉強食』だが、事実は違う。強い奴がその力で弱者を支し配はいする？　そいつは都合のいい言い訳わけにすぎない。弱い奴がさらに弱い奴を嬲なぶる……現げん実じつに起きているのはそれだけだ。貧弱なゴミ虫どもが寄より集まり、積み重なってできたピラミッド。卑ひ屈くつさとその裏うら返がえしの傲ごう慢まんさに支ささえられたハリボテの楼ろう閣かく──それが権力ちからの正体だ」


「じゃあトップにいる奴ってなぁ、どうなんだ？」


「ピラミッドの頂点にいるのは見かけ上の勝者ではあっても強者ではなく、たまたま祭り上げられた一匹ぴきの虫にすぎん。肩かた書がきは支配者でも、本当の主人は権力を支えている弱者の方だ。しょせんは権力の本体じゃあない。殺す価か値ちもないな」


「さしずめ俺はアンコウの提ちよう灯ちんってわけかい」


　角田はほろ苦い笑えみを浮かべた。


　幻弥の指し摘てきしたようなことはとうに角田も承しよう知ちしていた。組織の力を除のぞいた本当の意味での私し有ゆう物ぶつがこの四畳半の茶室一つにしかすぎないということも。


「それで、これからどうするよ？」


「俺の望みは昔と変わらんさ。つまり強者になることだ」


「そいつは無理ってもんだぜ、幻の字。なにせこの世にゃ弱い奴しかいねえんだからよ。俺やお前を含ふくめてな」


「俺はそうは思わんね。真の強者は確かに存そん在ざいする」


「ほう、そいつはどんな奴だい？」


「さっき言ったことの逆ぎやくさ。金持ちはカネを欲しがらない。ノッポは背を伸のばしたいとは思わない。そして真の強者は──もはや力を欲ほつしない者だ」


「悟さとりを開いて仙せん人にんか世よ捨すて人びとにでもなるかね」


「個こ人じんとして至し高こうを目指すのが武ぶ術じゆつ家かの性さがだ。俺もそれに従したがうことにする」


「そうは言っても周りの者が承知しねえだろ」


「強者になろうという男が弱者に許ゆるしを請こうてどうする？」


　老人の目がハッと見開かれた。


「ほほっ、違ちげえねえや！」


　角田は声を上げて心底愉ゆ快かいそうに笑った。幻弥ほどの地位にある者が吐はくにはあまりに青あお臭くさく大だい胆たんな台詞せりふだった。しかも本気で言っているのだ。笑うしかなかった。


　幻弥は澄すました顔で残りの茶を飲み干ほした。





　地下駐ちゆう車しや場じようで待たせていたリムジンに乗り込むと、秘ひ書しよの瀧たき川がわが低い声で耳打ちした。


「例の娘むすめを確かく保ほしました。しかし一つ手違いが……」


「何かヘマでもやらかしたか」


「現場に居い合あわせた学生に見られたので撃うったそうです」


「何人いた？」


「一人です」


「殺やったのか」


「心の臓ぞうに一発」


　幻弥はフンと鼻を鳴らした。


「警サ察ツが動くな……まあいい。どうせ今夜一ひと晩ばんの勝負だ。それで娘は？」


「薬を嗅かがせてセンターに運びました。箱はこ詰づめにして荷物に紛まぎれさせましたから、向こうには勘かんづかれていないはずです」


「上等だ。後は手て筈はず通りにな」


　音もなく発進したリムジンは首都高速に乗り、池いけ袋ぶくろ方面に向かう。部下への連れん絡らくを終えた瀧川が不安そうに訊たずねた。


「食いついてくるでしょうか？」


「くるさ。奴やつが真の強者ならな──」


　幻弥の口元にはいつもの爬は虫ちゆう類るいじみた笑みが浮うかんでいる。





　　　　二





　面を取ると、珠たまのような汗あせが額ひたいから頰ほおを伝い、顎あごの先から滴したたった。


「ふぅ──」


　涼りよう子こは大きく息を吐いた。手早く防ぼう具ぐを外し、頭に巻まいた手て拭ぬぐいを取って汗を拭いながら道場の表に出る。九月半ばとはいえ残暑厳きびしく、防具を着けていると少し動いただけで蒸むし風ぶ呂ろに入っているような気分になる。


「涼子さん、涼子さ～～ん！」


　水道で顔を洗あらっている涼子の背はい後ごから少年の声が聞こえてきた。無む視しして冷たい水の感かん触しよくを楽しんでいると、声の主は涼子のすぐそばまでやってきて訴うつたえる。


「顔を洗ってる場合じゃないんですよ！　大変なんですから!!」


「ったく、相変わらず騒そう々ぞうしいわね。この暑いのに何をはしゃいで──」


　面めん倒どう臭くさそうに顔を上げた涼子は、ギャッと悲鳴を上げて飛び退のいた。現あらわれた少年──神かみ矢や大だい作さくが血まみれの姿すがただったからである。シャツの胸むねから下が真っ赤に染そまっている。
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「あ、あ、あんたその格かつ好こうは……!?」


「僕ぼくのことはこの際さいどうでもいいんですよ」


「どうでも良かあないわよ！　そんな大流血、放っておいたら死ぬわよ!?　とりあえず保健室……じゃなくて救急車よ、救急車！」


「どっちも要いりません。この赤いのは撮さつ影えい用の血のりですから」


　慌あわてふためく涼子をなだめるように大作が言う。


「これが本物の血だったらとっくに死んでるところですよ。どっちにしても救急車を呼よぶ必要はないんです」


　ビシッ！


　涼子は濡ぬれた手拭いをムチのように振ふるって大作の頭を引っぱたいた。


「ビックリさせないでよ！　人ひと騒さわがせにもほどがあるわ！」


「だから僕の格かつ好こうはどうでもいいって言ったじゃないですか」


「じゃあ何が大変だってのよ!?」


「それは──」


　大作は言いかけて口ごもった。他の剣けん道どう部員たちが二人のやりとりを興きよう味み深そうに観察している。大作は声のトーンを落とした。


「ここではちょっと言えないんで、着き替がえてから写真部の部室に来てください」


「着替えるったって、あたしまだ部活の途と中ちゆうなんだけど」


「そんな場合じゃないんです。緊きん急きゆう事じ態たいなんですから」


「なんで写真部なのよ？」


「フィルムを現げん像ぞうするからですよ。それじゃ！」


　そう告げると、大作はバッグを大事そうに抱かかえて文化系けいサークル棟とうの方に駆かけていった。





　約十五分後──制せい服ふくに着替えた涼子は写真部のドアを叩たたいた。顔を出した部員に訊ねる。


「大作君、いる？」


「神矢なら暗室にこもってます。現像が終わるまで外で待っててくれってことです」


　言われた通りに部室前で待つこと十分。勢いきおいよくドアを開けて大作が出てきた。暗室はよほど暑かったのか、血染めのシャツが汗を吸すっている。


「パソコン室に行きます。ついてきてください」


　切せつ羽ぱ詰つまった様子の大作は、返事も待たずに小走りに校こう舎しやに向かう。いつになく強気な態度を奇き妙みように思いながら涼子も後に続いた。


　パソコン室にやってきた大作は、Ｋファイト実行委員会専せん用ようとなっている一台のパソコンの電でん源げんを入れた。現像したばかりの何なん枚まいかの写真をスキャナーでデータ化してパソコンに取り込こみ、画像処しよ理りソフトを立ち上げて操そう作さし始める。パソコンに疎うとい涼子は後ろで眺ながめているしかない。


「ところで、そろそろそのシャツ着替えたら？　あらぬ疑うたがいを招まねくわよ」


　涼子の忠ちゆう告こくに、大作は無言でシャツを脱ぬいだ。その下に着ているのは肌はだ着ぎではなく、白いサラシだった。胸むねから腹はらにかけてグルグル巻きにしている。


「バッグの中にハサミがありますからサラシを切ってください」


　マウスを操そう作さしながら大作が頼たのむ。


「何であたしが……」


　涼子は文もん句くを言いつつ大作のバッグからハサミを取り出し、背せ骨ぼねに沿そって縦たてにサラシを切った。直後、何かが床ゆかに落ちて音を立てる。椅い子すの下を覗のぞき込むと、赤く染まった週しゆう刊かん誌しが落ちている。


　拾ってみた涼子はギョッとなった。ただの週刊誌にしては異い様ように重い。開いてみると中に鉄板が挟はさまっていた。


「何よ、これ？」


「今日のラッキーアイテム──〈厚あつさ五ミリの鉄板〉です」


　手を止めずに大作が答える。涼子は自分の耳を疑った。


「ラッキー……アイテム!?」


「右う京きようさんから電話があったんですよ」


「誰よ、それ？」


「占うならい師しです。『今日のラッキーアイテムは厚さ五ミリの鉄板』って聞いた瞬しゆん間かんに分かったんですよ。ああ、撃たれるんだなって」


「撃うたれる!?」


「それで学校中駆けずり回って探さがしたんですよ。適てき当とうな大きさの物を見つけるのに苦労しました。ただ鉄板一枚で銃じゆう弾だんを受けると衝しよう撃げきで肋ろつ骨こつが折れると思ったんで雑ざつ誌しに挟んだんです。それと出血も装よそおわないと怪あやしまれるんで、映えい画が部に頼んで撮影用の血のりを仕込みました」


「怪しまれるって、誰に？」


「僕を撃った人に決まってるじゃないですか。せっかく鉄板で心しん臓ぞうを守っても、生きてるのがバレたら脳のう天てんにトドメを刺さされるでしょう？　そうなったら元も子もありませんよ」


「そりゃあ……そうかも知れないけど」


　涼子には大作が何を言っているのかさっぱり理り解かいできなかった。言葉としては理解しても前後の文脈が分からないのだ。


　要よう領りようを得ない顔で鉄板を調べる。Ｂ５サイズの鉄板のほぼ中央に凹くぼみがあり、潰つぶれた金きん属ぞくの塊かたまりのような物がめり込んでいた。週刊誌を調べてみると、表紙から鉄板の挟まっていたページまで直径二センチほどの穴あなが貫かん通つうしている。


「──まさか!?」


　慌あわててシャツを拾う。赤く染そまった左胸に指が通る大きさの穴が空いている。涼子はようやく事態の重大さに気付いた。


「大作君……あんた、ピストルで撃たれたの!?」


「さっきからそう言ってるじゃないですか」


「大変じゃない！　警けい察さつを呼よばないと」


「呼ぶのはこの写真を分ぶん析せきしてからです」


「撃たれたんでしょ!?」


「だから、撃たれたこと自体は大したことじゃないと言ってるんですよ。実じつ際さい、僕は無む傷きずなわけだし。今のところ救急車もパトカーも必要ありません」


　涼子には大作の落ち着きぶりが信じられなかった。一歩間ま違ちがえば即そく死しだったのだ。ついさっき生死の境さかい目めをくぐり抜ぬけたばかりだというのに、それを『大したことはない』と言い切るのである。およそ普ふ通つうの神しん経けいではない。


「よし、出た！」


　大作の声を聞いて涼子はパソコンの画面を覗き込んだ。映うつっている画像は地面すれすれのアングルから撮さつ影えいされた黒いワゴン車の後部である。別のウィンドウにナンバープレートの部分が拡かく大だい表ひよう示じされている。荒あらいドットながら辛かろうじてナンバーを読み取れた。


「これは何の写真？」


「電話で聞いた二つめの忠告がこれです。『シャッターチャンスは逃のがさずに』ってね。デジカメだと画が素そ数すうの問題で精せい密みつな撮影には不向きだと思ったから、一いち眼がんレフに広角レンズを付けてバッグに仕込んでおいたんです。手元でシャッターを切れるようにしてね。撃たれた後で連写したんですが、ナンバーが読み取れる画があって良かった！　いや～危あぶなかった」


「だから何の写真かと訊きいてるのよ！」


「え～と……」


　大作は名めい状じようしがたい表ひよう情じようで涼子を見上げた。まるで初めて出会った赤の他人を見るような目つきである。


「どうして涼子さんがここにいるんですか？」


「あんたが連れてきたのよ！」


「そうなんですよねえ……失敗したなあ。よくよく考えてみれば、涼子さんに知らせても何の意味もないんだよなあ」


「人を役立たずみたいに言うんじゃないわよ」


「本当は南な雲ぐも先生に知らせたかったんだけど携けい帯たいがつながらなくて……僕も動転してたから、うっかり声をかけちゃったんですよねえ」


「うっかりって何よ？」


「こっちのことです。もう帰っていいですよ、涼子さん」


　それは涼子を逆ぎやく上じようさせるのに充じゆう分ぶんな一言だった。


「冗じよう談だんじゃないわよ！　このまま素す直なおにハイそうですかって帰れると思う!?」


「僕としては帰ってもらった方が……痛いてててててっ！」


　涼子は大作の襟えり首くびをわし摑づかみにした。シャツを着ていれば胸むな倉ぐらを摑むところだが半はん裸らではそうもいかない。首根っこを捉とらえながらアイアンクローを仕し掛かける。


「このあたしを愚ぐ弄ろうすると激はげしく後こう悔かいするわよ！」


「後悔してます！　今、後悔してますから！」


　大作は椅い子すから半ばずり落ちながら哀あい願がんした。


「さあ吐はきなさいよ！　この写真に写ってる車は何なの!?」


「美み雪ゆきちゃんを誘ゆう拐かいしたヤクザの車です！　現げん場ばを目もく撃げきしたから撃うたれたんですよ！」


　ガタン！


　椅子が倒たおれ、大作は床ゆかに尻しり餅もちをついた。涼子が急に手を放したからである。


「何よ、それ……どういうこと!?」


　涼子の顔ははっきりと青ざめていた。





　　　　☆





　アーミーパンツの尻ポケットに入れてある携帯電話がしつこく鳴っていた。


　しかし慶けい一いち郎ろうにはそれに出ている暇ひまはない。魔ま獣じゆうの巨きよ大だいな顎あごに丸かじりにされないように両手両足を踏ふん張ばっている最中だからだ。


「ええい、鬱うつ陶とうしい！」


　発はつ勁けいによって顎が開いた一いつ瞬しゆん、慶一郎は魔獣の口内に飛び込んだ。口内といっても海かい綿めんに似にたボール状じようの怪かい獣じゆうである。口の中はすなわち胃い袋ぶくろであった。


「──〈双そう龍りゆう勁けい〉！」


　胃い壁へきの左右に掌てのひらを押おし付けて神気の衝しよう撃げき波はを叩たたき込む。黄金こがね色いろの波は紋もんが二重に広がり、魔獣の体表面が激しく波打った。


　パギャァァン！


　耳をつんざく爆ばく音おんとともに、魔獣の身体からだは花火のように爆ばく裂れつ四散した。爆心に仁に王おう立だちした慶一郎は、おもむろに携帯電話を取り出して呼よび出しに応おうじた。


「はい、南雲です」


『──いったいどこで油売ってんのよ!?』


　聞き慣なれた怒ど鳴なり声が聞こえてきた。


「地球じゃないところだ」


『さっさと戻もどってきなさいよ！　こっちは大変なことになってるんだから!!』


「誰だれか死んだのか？」


『えええ縁えん起ぎでもないこと言うんじゃないわよ！　誘拐よ、誘拐！　美雪ちゃんがさらわれたの!!』


「────!?」


　下した腹ばらに氷の塊かたまりを詰つめ込まれたような悪お寒かんが走った。


（またか──）


　本来なら動転して取り乱みだすべきところだが、慶一郎の感覚は少し違ちがっていた。普ふ通つうの人間なら生しよう涯がいに一度あるかないかという非ひ常じようの事じ態たい、悪あく夢むのような逆ぎやつ境きよう──そういったものを慶一郎はこれまでに幾いく度どとなく経けい験けんしている。奈な落らくに突つき落とされるような不ふ快かいな感覚はおよそ慣れるということはないが、何度も経験するうちに奇き妙みような既き視し感を伴ともなうようになっていた。不運が自分にとって宿命のように感じられるからだ。


「それで、状じよう況きようは？」


『じょ、状況って……』


　聞き返された涼子の方が取り乱していた。慶一郎の口調があまりにも冷静に聞こえたからだった。


『あんたねえ、ちょっとは慌あわてたらどうなのよ？』


「慌ててどうなるものでもないだろう。事実がそうなら対たい処しよするだけだ。誘拐された時の状況は分かるか？」


『ヤクザみたいな連中に車に連れ込まれたのよ。大作君が目撃して撃たれたわ』


「死んだのか？」


『ピンピンしてるわよ！　車のナンバーを撮とった写真があるし、車種は大作君が覚えてるから警けい察さつに言えば探さがしてくれると思うんだけど……』


「通つう報ほうはするな」


『なんでよ!?』


「無む駄だだからだ。お前は今どこにいる？」


『学校のパソコン室』


「そこで待ってろ。一〇分で戻る」


　慶一郎は一方的に通話を切った。


　一〇分という時間は大急ぎした場合の見積もりだった。飛び散った魔獣の体組そ織しきが互たがいに融ゆう合ごうし、再さい生せいしつつあったからである。





　慶一郎がパソコン室のドアを開けたのは、それから九分二〇秒後だった。


「写真はこれで全部です。車種はネットで調べて特定できました。犯はん人にんの特とく徴ちようは裏うらに書いてあります」


　大作が写真とパソコンでプリントアウトした物をまとめて慶一郎に手て渡わたした。慶一郎は一通り写真に目を通し、大型の封ふう筒とうに収おさめる。


「これだけ分かっていれば十分だ。しかし災さい難なんだったな」


「シャツに穴あなが空いただけですよ。それよりこれからどうしましょう？　警察は？」


「死体を回かい収しゆうする時にしか役に立たん。お前たちは家に帰れ。俺おれが行く」


　たったこれだけのやりとりで再ふたたび出て行く慶一郎を、涼子は一度見送ってしまってから慌てて追いかけた。


「ちょっと待ってよ、先生！」


　廊ろう下かに出た涼子は、窓まどの外へ消える慶一郎の背せ中なかを見た。ちなみにパソコン室のあるフロアは三階である。窓から下を覗のぞき込こむと、中庭を走っていく慶一郎の姿すがたが見えた。駐ちゆう車しや場じようへ行くつもりだと踏ふんだ涼子は先回りするため廊下を走った。


　五ご段だん飛ばしに階段を駆かけ下り、職しよく員いんの車の出入り口になっている裏うら門もんに向かう。最さい短たん距きよ離りを全力疾しつ走そうし、ちょうど慶一郎のジープが出てくるところに間に合った。正面に立ちはだかった涼子を避よけてジープが速度を落としたところにすかさず飛び乗る。


　高こう架か線せんの下に出たところで、慶一郎はジープを路ろ肩かたに停とめた。


「降おりろ」


「嫌いやよ。あたしも行くわ」


「どこへ行くか分かって言ってるのか？」


「先生こそ行き先が分かってるの？」


「美雪ちゃんを誘ゆう拐かいした連中の素す性じようは分かっている。主犯もな」


「それは誰？」


「京極幻弥だ。例のバイパーズの大会の主しゆ催さい者しやでもある。奴やつの狙ねらいは俺だ。こっちから探すまでもない。池袋に行けば向こうから接せつ触しよくしてくるだろう」


「要するに手ぐすね引いて待ってるわけでしょ？　みすみす罠わなにかかりに行くようなもんじゃない！」


「そんなことは百も承しよう知ちだ。多人数を相手に闘たたかうにはやり方がある……そのためには一人の方が都合がいい。それに敵てきは銃じゆうで武ぶ装そうしている。棒ぼうっきれを振ふり回してどうにかなる相手じゃない」


「自分だって素手のくせに」


「武器ならお前の尻しりの下に隠かくしてある。拳けん銃じゆう二丁にマガジン五本、手しゆ榴りゆう弾だん二個こにＣ－４爆ばく薬やく四キロ──」


「ばっ、爆薬!?」


　涼子は助手席から飛び上がって後部座ざ席せきに移うつった。


「物ぶつ騒そうな物を搭とう載さいするんじゃないわよ！」


「ちゃんとした爆薬ってのはそう簡かん単たんに爆発するもんじゃない。ついでに言えばジープに武器を積むのはむしろ理に適かなってる」


　慶一郎は助手席のシートを上げて隠しトランクを開いた。油紙に包まれた武器が狭せまいスペースに詰つめ込まれている。


「以前、ヤクザの倉庫で見つけて拝はい借しやくした物だ。拳銃の方は試し射しやも済すませてある」


「本物……？」


　涼子が手を伸のばそうとすると、慶一郎はすぐにトランクを閉とじた。


「子こ供どもの触さわる物じゃない」


「ケチ」


「拳銃は素人しろうとには使いこなせない。訓練に最低でも二週間、その間に弾丸が一千発は必要になる。今はその時間も弾たまもないってことはお前にでも理り解かいできるだろう」


「でも……」


「今は二十世紀末だ。サムライの出番はない」


「────!!」


　涼子は慶一郎の横顔をキッとにらみつけた。助手席の背せもたれを摑つかんだ手に力がこもり、指が薄うすいクッションに食い込む。


　慶一郎の言うことはすべて正しかった。


　銃を持った敵が相手では、たとえ一対一でも涼子に勝てる見込みはないだろう。大作が銃じゆう撃げきされて生きていたのは奇き跡せきのなせる業わざなのだ。しかもこの闘いは守りではなく、敵てき陣じんに攻せめ入り人ひと質じちを連れ帰るという、あらゆる闘いの中でも最も困こん難なんなものだった。


　今の状じよう況きようで自分が何の役にも立てないということ──それは涼子自身がよく理解している。しかしそれでも、何もせずに待っていることなどできなかった。


　涼子が剣けん術じゆつを学んでいるのはもちろん『強く』なりたいからだ。それは単に護ご身しん術じゆつにとどまらない。自分にとって許ゆるせないと感じるものすべてと闘うため──究極的な意味で言えば〈悪の力〉と対決しうる力を養うためである。


　闘う時はまさに今だった。それなのに自分の方には闘う準じゆん備びができていない。涼子は顔を伏ふせて歯ぎしりした。行き場のない激げき情じようが涼子の中を駆けめぐった。


「力さえあれば闘える……なんて考えるのは間ま違ちがいだ」


　慶一郎は後部座席にいる涼子に目を向けずに言った。


「俺が闘いに行くのは力があるからでも、勇気があるからでもない。ただ、闘わないという選せん択たくができないだけだ」


　涼子は顔を上げた。


「俺は自分の力の他ほかは何も信じない男だ。物心ついた頃ころから独ひとりだったし、他人を頼たよる気持ちは最は初なから捨すてていた。俺が従したがうのは自分の理り性せいの声だけだ。悪の誘ゆう惑わくに耳を貸かさない代わりに、善ぜん意いの忠ちゆう告こくにも同じように背せを向けてきた。気に入らないものは相手が何だろうと闘ってきた──その結果として招まねいたのがこの事じ態たいだ」


　慶一郎は首に掛かけていたソルバニアの青い石を外し、涼子の目の前に差し出した。


「これはお前が預あずかっておいてくれ。美雪ちゃんを取り戻すまでは召しよう喚かんされるわけにはいかないからな。もし俺が戻もどってこなかった時は……壊こわすか捨てるかしてくれ」


「戻ってこないって、どういうことよ？」


「言った通りの意味だが」


「死ぬ気!?」


「そんなつもりはないが、人間ってのは一度は必ず死ぬようにできている。そして闘いってのはいつだって死を覚かく悟ごしてやるもんだ。違うか？」


「そりゃあ違わないけど……」


　涼子は渋しぶ々しぶ青い石を受け取った。これはつまり居い残のこりを承しよう諾だくしたことになる。ズルい、と感じたが文もん句くは言えなかった。


「心残りなのは、お前に料理の一つも教えてやれなかったことだな。卵焼きもまともに作れないようじゃ嫁よめのもらい手がないぞ」


「うるさいわね！　だったら戻ってきてから教えてくれればいいじゃない」


「それは無理だ」


「言ってることが違わない？　この石を取りに戻ってくるんでしょ？」


「そのつもりだが、生きて戻れたとしても鬼おに塚づか家けにも学校にも居られないだろう」


「どうしてよ？」


「ちょっと派は手でなことをやらかすんでな。たぶんこの国には居づらくなる。お前好みの言い方をするなら、『南雲慶一郎はこれより修しゆ羅らに入る』──ってところだな」


　慶一郎は不敵な、それでいて悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。


「御み剣つるぎ、お前は俺みたいにはなるなよ」


「先生……」


「分かったら降おりろ」


　涼子が歩道に降りると、ジープは急発進して走り去った。呆ぼう然ぜんとそれを見送りながら、涼子は胸が熱く痺しびれるような感覚を味わっていた。


　これから生命いのちのやりとりをしようという男の顔を見たからだ。


（あれは……あれがサムライの──いくさ人にんの顔だ）


　ソルバニアの石を握にぎりしめながら、涼子は見えなくなったジープを見送り続けた。


「涼子さん!?」


　背はい後ごから大作の声が聞こえてきた。涼子が振ふり向かないでいると、大作は涼子の正面に回った。制せい服ふくは上下とも着き替がえている。急いで追ってきたというわけではないらしい。


「南雲先生は……行っちゃったんですね？　じゃあ僕ぼくらも行きましょう」


　涼子は軽く鼻をすすって、


「行くって、どこへ？」


「飛ひ天てん神社に決まってるじゃないですか。鉄てつ斎さい師し匠しように報しらせにですよ」


　それは確たしかに自分たちの仕事だった。涼子は少し気が重くなった。





　　　　三





「玄げん関かんから行くの……やめにしない？」


　飛天神社の鳥居の前まできたところで、涼子は大作に提てい案あんした。


「ずいぶんと後ろ向きな発言ですねえ。涼子さんらしくもない」


「……何となくよ」


「ナーバスですねえ。どこから入ろうと伝える内ない容ようが変わるわけじゃなし」


「そう言うあんたは落ち着きすぎてるように見えるけど」


「僕は今日すでに一度死にかけてますから」


　大作の素そっ気けない口ぶりに、涼子は少し嫉しつ妬とを覚えた。美少年よりはタフガイにこそ相応ふさわしいハードボイルドな台詞せりふである。


「分かりました。じゃあ裏うら庭にわの方からお邪じや魔ましましょう」


　大作は軽けい快かいな足取りで石いし段だんを駆かけ上がっていく。その背中に恨うらめしそうな視し線せんを送りながら涼子も後を追った。


　境けい内だいに出た二人は鬼塚家の玄関とは逆の左手方向に進み、裏庭に続く戸を開けた。涼子は前を歩く大作の肩かたを摑つかんで止める。


「やっぱり普ふ通つうに玄関からにする？」


「どっちだっていいじゃないですか。いったいこの家に何回来てると思うんです？　ホントに変ですよ、涼子さん」


「でも……」


「デモもストも禁きん止しです！　報ほう告こくするだけなら僕一人でもできますから、嫌いやなら外で待っててください」


　大作は大おお股またでズンズン先へ進んでいく。取り残された涼子は、急に心細くなって後を追った。


　小さな池のある裏庭に出ると、パチン、と何かを弾はじくような音が響ひびいた。続いて、一いつ切さいの品ひん性せいを感じさせないだみ声が聞こえてくる。


「──おう大作！　あん？　涼子も一いつ緒しよなんか。二人揃そろって何の用や」


　縁えん側がわに腰こし掛かけた静しず馬まが二人を見つけて声をかけた。ランニングシャツに短パンという極きわめてリラックスした格かつ好こうである。片かた手てには団扇うちわ、傍かたわらには麦茶の入ったピッチャーとグラスが置いてある。完全に鬼塚家の住人になりきっているその風ふ情ぜいに、涼子は呆あきれて口をアングリと開けた。


「あ、あたしたちはこの家に用があって出入りしてるのよ！　あんたの方こそ何でここにいるのよ!?」


「オレがどこで何をしようがオレの自由や！　それに今日はちゃ～んと用事があって来とるんや」


「どうせ大した用事じゃないんでしょ？　今日はバイパーズ大会の予選最終日なんだから、さっさと池袋に行けばいいじゃない」


「アホやな。お前には闘たたかいに臨のぞむ男の気持ちっちゅうもんがゼンゼン分かってへん」


「なっ……何よ!?」


「よう考えてみい。その大事な日に空すきっ腹ぱらで行けっちゅうんか？」


「なるほど、読めましたよ」


　大作がポンと手を叩たたいた。


「要するにタダ飯を食らいに来たんですね？」


「人聞きの悪いこと言うな！　晩ばん飯めしは勝負に勝った報ほう酬しゆうとしていただくんや」


「勝負……？」


　涼子はようやくその場にいるもう一人の存そん在ざいに気付いた。


　静馬と将しよう棋ぎ盤ばんを挟はさんで座すわっている着流し姿すがたの老人──鬼おに塚づか鉄てつ斎さいである。


　端たん然ぜんと正せい座ざした鉄斎は、腕うでを組んだまま盤上の駒こまを凝ぎよう視ししている。片かた膝ひざを立てて斜はすに座り、バタバタと団扇を動かしている静馬とは対照的だった。


　熟じゆつ考こうの末に鉄斎はようやく腕を解ほどき、一手指した。それを見た静馬はろくに盤も見ずに無む造ぞう作さに駒を動かす。鉄斎はむう、と低く唸うなって再ふたたび長考に入った。どちらが優ゆう勢せいかは盤を見るまでもなく明らかだった。


「オレが勝つたびに晩飯のオカズが一品ずつ増ふえていくっちゅうシステムや」


「ははあ……で、何品増えたんですか？」


「とりあえず三品」


　まだまだ増やすつもりの口ぶりである。大作が肩をすくめて言う。


「残念ですけど静馬さん。何勝してもたぶん無む駄だだと思いますよ」


「何でやねん？」


「今日はその料理を作る人がいませんからね。さっさと切り上げて別の場所で腹ごしらえをした方が……」


「何やと!?　飯めし炊たき以外に何の才さい能のうもないあの粗そ大だいゴミはどないしたんや？」


「ちょっとした用事で出で掛かけてるんですよ。晩ご飯には間に合わないと思いますけど」


「そんなアホな話があるかい！」


　静馬は血相を変えて立ち上がった。


「あの恩おん知しらずが！　今日まで何のために生かしといたったと思とんねん!!」


「少なくともあんたにエサをやるためには生きてないわよ。だいたいあんたには何の恩もないはずだし」


「ですよねえ」


　静馬の怒いかりは大作にもフォローのしようがないほどに理り不ふ尽じんだった。


「オレは腹減へっとんねん！」


　そう叫さけぶと、静馬は不作法に足を踏ふみ鳴らしながら居い間まを出て行った。足音が遠ざかるのを確かく認にんして、二人は縁側に上がって鉄斎の前に正座した。


「お師し匠しようさま、悪い報しらせがあります──」


　まだ次の一手を思案している様子の鉄斎に、涼子はそう切り出した。


　美雪の誘ゆう拐かいからこれまでの経けい緯いを説明すると、鉄斎は驚おどろきはしたものの、取り乱みだすことなく外見上は動どう揺ようを見せなかった。


「それで……慶一郎は何と？」


「無駄だから警けい察さつには知らせるなと言ってました。一人で解かい決けつするから心配するなと」


「そうか──」


　鉄斎は息を吐はくと、目を閉とじて黙だまり込こんだ。あくまで落ち着いているように見えるが、その胸きよう中ちゆうは眉み間けんに刻きざまれた皺しわの深さが物語っていた。


　鬼塚家は鉄斎と美雪、二人きりの家族である。もしも慶一郎が救出に失敗するようなことがあれば、鉄斎は一人娘むすめに続いて孫まごまでをも喪うしなうことになる。平静でいられるはずがなかった。


　長い沈ちん黙もくに耐たえられなくなった涼子は、鉄斎に膝でにじり寄よった。


「お師匠さま、あたしたちも加勢に行きましょう！」


「だが……敵てきの本ほん拠きよが分からんのでは手の出しようがあるまい」


「敵の正体は分かっています。美雪ちゃん誘拐の主しゆ犯はんは、バイパーズの大会を仕切っている京極幻弥という男です。そいつは池袋で開かれている大会の運うん営えい本部にいるはず。そこを突つき止めれば──」


　バタン！


　襖ふすまが勢いきおいよく音を立てて開いた。


　反はん射しや的に振ふり向いた涼子が目にしたのは、出て行ったはずの静馬の姿だった。


「話は聞かせてもろたで！」


　涼子は眉まゆをひそめた。静馬の言葉にではない。静馬が左手に持っているロースハムと、右手に持った牛ぎゆう乳にゆうの一リットルパックを見たからである。両手がふさがっているところを見ると襖は足で開けたらしい。


「あんた……他ひ人とん家の台所を勝手に漁あさっていいと思ってんの!?　しかも高そうなハムを丸かじりとはいい度胸ね！」


「誤ご魔ま化かすな！　オレに隠かくし事は通用せえへんぞ」


「何のことですか？　僕らは晩ご飯をどうしようかと相談していただけですよ」


　大作のつく噓うそには迷まよいがない。方便だと割わり切っているからである。しかし静馬はそれを見み抜ぬいたようにフンと鼻を鳴らした。


「トボけても無駄や！　何な故ぜなら、台所からは居こ間この話し声が庭伝いによ～う聞こえるからや！」


「台所にいたの？　そんな気配はなかったのに……」


「当たり前や。盗ぬすみ食いするのにドタバタ物音立てるアホはおれへん」


「盗み食いしてる時点で人としてアウトですけど……」


「やかましわ！　そんな細かいこと言うとる場合やないやろ！」


　静馬は居間に入ってくると、鉄斎の前にドッカと胡座あぐらをかいて座すわった。


「仲間外れにすんなや。助けに行くんやったらオレも手ェ貸かしたる」


「あんたは大会に出てりゃいいじゃない」


「アホか、美雪ちゃんを誘拐した犯人は大会の主しゆ催さい者しやや言うたやろが！　呑のん気きにストリートファイトやっとる場合か？」


「それもそうね……」


　涼子は鉄斎の方に向き直った。鉄斎は考え込んでいる。


「血気盛さかんなところ申し訳わけないんですけど……」


　大作がおずおずと手を挙げた。


「僕としてはこのまま南雲先生の帰りを待つべきだと思います」


「どうしてよ？」


「僕が撮とった写真を渡わたしたわけですから、任まかせておけばいいと思うんです」


「どうしてそんなに落ち着いていられるわけ？」


「そりゃあ僕だって心配ですよ。でも、右京さんから言われた指令は果たしたわけですから、もう大だい丈じよう夫ぶだと……」


「その右京って奴やつが何だって言うのよ!?」


　涼子の剣けん幕まくにたじたじとなりながら、大作は弁べん明めいした。


「前にも言いましたけど、右京さんってのは占うらない師しで──いや、占い師って言うと胡う散さん臭くさい感じがするでしょうから、この際さいハッキリ言っちゃうと、要するに未来に起きる事こと柄がらを予知できる超ちよう能のう力りよく者しやなんです」


「超能力？　余よ計けいに胡散臭くなったわね」


「とりあえずそういうことにしといてください。それでですね、美雪ちゃんの誘拐を予知した右京さんからの指令で、僕は犯人の車の写真を撮ることに成功したわけです。で、それを南雲先生に渡した──つまりこれで美雪ちゃんを救出するために必要な条件が揃そろったってことです。だから大丈夫だと思います」


「……あんたの言ってること、あたしには何が何だかサッパリ分かんないわ」


　涼子は突き放したように言って、立ち上がった。


「とにかくあたしは行くわ。ここでじっと待ってるなんて、できるわけがないじゃない！」


「よう言うた！」


　静馬が膝ひざを打った。二人の視し線せんが鉄斎に注がれる。厳きびしい表ひよう情じようで思案していた鉄斎は、顔を上げて涼子を見た。


「……行くか」


「止めてくださいよ！　大人なんだから!!」


　大作は激はげしく突っ込んだ。


「何の手て掛がかりもなく闇やみ雲くもに探さがそうって言うんですか!?　ヤクザっぽい人を探して片かたっ端ぱしから聞き込みでもするつもりですか？」


「車の写真から持ち主を割り出せばいいじゃない」


「警けい察さつじゃあるまいし、一いつ介かいの高校生にそんな真ま似ねができますか！」


「そこをどーにかすんのがお前の仕事とちゃうんかい」


「無む茶ちや言わないでください！」


「ゴチャゴチャうるさいわね！　どうするかなんて行ってから考えればいいのよ」


「どうしてそう無む鉄てつ砲ぽうなんですか!?」


　大作は頭を抱かかえた。自分以外の全員がバカだという事実に打ちのめされたのだ。しかしすぐに何かに気付いたように首を捻ひねった。


「あれ？　これだけやる気満々の涼子さんがいて、この場に僕ぼくがいるってことは……もしかして僕の役目は終わってないってことじゃ……？」


　恐おそろしい考えが頭の中を駆かけめぐった。大作の顔に懊おう悩のうと、そして諦てい観かんの表情が浮うかんでは消えた。


「分かりましたよ……もう止めません。その代わり、こんな時にベストの選せん択たくをしてくれる人に協力を要よう請せいしましょう」


「誰だれよ？」


「右京さんです。あの人なら、これから僕らの取るべき行動を教えてくれるはずです」


「じゃあその占い師だか超能力者だかをさっさと呼よびなさいよ」


「こっちから電話しても右京さんは捕つかまらないんですよ。あの人の協力を得るには特別な手順というか……儀式が必要なんです」


「儀ぎ式しき!?」


　涼子は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。当然の反はん応のうである。


「そう大おお袈げ裟さなものじゃないんです。とりあえず輪になってください」


「よっしゃ！」


　静馬はいきなり畳たたみの上に四つん這ばいになった。這いつくばったまま顔を上げ、犬歯を剝むき出して周囲を威い嚇かくする。それが何かの形けい態たい模も写しやだと気付くまでに数秒を要した。


「……何なの、それ？」


「何って、ワニに決まっとるやろ」


「この非ひ常じよう時じにバカなことやってんじゃないわよ！」


「そやからワニなれっちゅうたやろが！」


「クロコダイルになってどうすんのよ!?　輪っかよ輪っか！　英語で言えばリング！」


　涼子が静馬の尻しりに蹴けりを食らわせる。意外にも静馬は素す直なおに反省した。


「あかん……オレとしたことが柄がらにもなく取り乱みだしたわ」


「あんたはいつだって取り乱してるわよ」


　大作の提てい案あんに従したがい、四人は手をつないで輪を作ることになった。


「わしもか？」


「お願いします」


　大作に頼たのまれて渋しぶい顔の鉄斎も協力する。静馬が珍めずらしく苦く笑しようを浮かべながら言った。


「なあ大作、ひとつ言うてええか？　この体たい勢せい……ものごっつ恥はずかしいんやけど。東京来てからこっち、こんなアホらし真似したことないわ」


「ワガママ言うんじゃないわよ。普ふ段だんはもっと恥ずかしいこと平気でやってるくせに……で、ここからどうするの？」


「えーと、その……〈呪じゆ文もん〉を唱えるんです」


　大作は頰ほおを引きつらせながら言った。目を伏ふせて〈呪文〉を唱え始める。


「──メンター・メンター、どうか僕たちに知ち恵えを授さずけてください。暗くら闇やみに迷まよい怯おびえる仔こ羊ひつじに明日への道を指し示しめしてください。あなたの箴しん言げんに僕たちは素直に従います。『カツ丼どんを五秒で作れ』と言われれば作ります。『エビアンの水を汲くんでこい』と言われれば喜んでフランスに飛びます。『女じよ装そうして女子校に忍しのび込め』と言われれば……」


「ちょっと待たんかい！　その呪文、途と中ちゆうから急におかしなってる！　完全にパシられてるやんか!!」


「それもかなりひどいわよ!?　横おう暴ぼうな先せん輩ぱいが言いそうな無茶な命令に……」


　静馬と涼子から指し摘てきを受けながらも、大作はおかしな〈呪文〉を唱え続けた。耳まで真っ赤になっているのは、もちろん恥ずかしさに耐たえているのである。


　涼子が大作の正気を疑うたがい始めた頃ころ、居い間まに異い変へんが生じた。どこからか、押おし殺したようなかすかな笑い声が聞こえてきたのだ。


「はて、この面めん妖ような声はどこから──」


　涼子と静馬は辺りを見回した。鉄斎が二人とつないでいる手を引いて合図する。振ふり向いた涼子たちに、鉄斎は顎あごをしゃくって押し入れの方を示した。


　涼子は黙だまってうなずくと、足音を忍ばせて押し入れに近付いた。押し入れの戸を開けようとゆっくりと手を伸のばす──と、


　スパン！


　押し入れの戸がいきなり開き、度ど肝ぎもを抜ぬかれた涼子は短い悲鳴を上げて飛び退のいた。


　押し入れの上段から白い人ひと影かげが現あらわれ、畳の上に降おり立つ。それは白いスーツを着き込こんだ若わかい男だった。


　白はく皙せきの美男子といった風ふう貌ぼうのそのスーツの男は、肩を震ふるわせて笑いを堪こらえながら、大作を指さした。


「お手々つないで、ワケの分かんねえ呪文唱えて……バッカじゃねえの？」


「右京さんがやれって言ったからじゃないですか！」


　大作の泣きそうな顔を見て、スーツの男──澁しぶ澤さわ右京は腹はらを抱かかえて爆ばく笑しようした。





　　　　四





「あらためて紹しよう介かいします。こちらが占うらない師し──〈星ほし詠よみ〉の右京さんです」




[image: ]


　大作の紹介を受けて、右京はモサモサの頭を軽く搔かき上げて会え釈しやくした。


　二十代半ばと思おぼしき長身瘦そう軀くの男である。身長は一八〇センチ。瘦やせ型でモデルのように足が長いため、大おお柄がらというよりは身体からだが縦たてに長いという印象があった。白いスーツの下はダークグレーのシャツにエンジのネクタイを締しめている。


　神しん経けい質しつそうな細ほそ面おもてで女好きのする甘あまいマスクの持ち主だが、涼子の好みとはおよそ正反対のタイプだった。『潑はつ剌らつ』だとか『エネルギッシュ』といったポジティブな形けい容よう詞しとは縁えん遠どおい、どこか怠たい惰だで不健全な雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。ありていに言えばヒモっぽい。明るい昼間が似に合あわない人物である。


「とりあえず突つっ込んどくわ……どっから出てくんねん！」


「ああ、その押し入れの真下まで穴あなを掘ほってきたんだ」


「ホンマか!?」


　静馬が押し入れに頭を突っ込んで中を探さぐった。大作が呆あきれたように言う。


「穴なんてあるわけないじゃないですか。真に受けないでください。あらかじめ押し入れに隠かくれて待ってたんですよ」


「何やと？　いつから隠れとったんや？」


「三時頃ごろかな。押し入れん中はけっこう涼すずしくて快かい適てきだったぜ」


　右京はしれっとした顔で答えた。おおむね二時間前からスタンバっていたことになる。


　涼子は腕うで組ぐみし、いかにも胡う散さん臭くさげな目つきで右京を見た。


「訊ききたいことは山ほどあるんだけど……とりあえず、あんたと大作君とはどういう関係なわけ？」


「雨に打たれてクンクン泣いてたところを拾ってやったのさ」


「拾ったって……犬じゃあるまいし」


「すいません涼子さん。それは本当なんです」


「マジ!?」


　ショックを受けた涼子に見せつけるように、右京は大作の頭をグリグリと撫なでた。


「俺おれがこのガキをここまで使えるように鍛きたえてやったんだ。感かん謝しやしろ」


「おかげさまで品ひん性せい下げ劣れつになりましたけどね」


「ほどほどに下品な方が世の中楽しめるってもんさ。だろ？」


「右京さんの場合はほどほどなんてもんじゃないでしょ」


　大作はそう言って苦く笑しようするが、右京の顔からは薄うす笑わらいが消えた。


「ほ～う、生意気ナマ言うじゃねえか。お前もずいぶん出世したもんだな。俺と二人でやってきた華か麗れいなる冒ぼう険けんの数々をここでぶちまけてもいいんだぜ？　某ぼう有名私し立りつ女子校に潜せん入にゆうした話とか、カルトの殺し屋を挽肉ミンチにした話とか、テロ屋のアジトを爆ばく弾だんで──」


「わあ──っ！　わあ──っ！」


　大作は大声を発して右京の言葉を遮さえぎった。


「それだけは勘かん弁べんしてください！　僕の清せい純じゆんなイメージがぶち壊こわしですよ」


「清純……？」


　右京に取りすがって懇こん願がんする大作の姿すがたを、涼子は冷ややかに眺ながめた。


　涼子は自分が右京という男に対して苛いら立だちを感じる理由にようやく思い当たった。それは、ここが鬼塚家だからである。この家の敷しき居いを跨またぐには飛天流剣けん術じゆつ師し範はんである鉄斎の許ゆるしを得なくてはならない。確たしかに召しよう喚かんの儀ぎ式しきはやったものの、右京は正当な手順を踏ふまずに入ってきた者には違ちがいない。しかも右京の態たい度どは礼儀に適かなっているとは言い難がたかった。武ぶ装そう解かい除じよされていない敵てきが自じ陣じんに居い座すわっているような気分の悪さがある。右京の侵しん入にゆうを許したこと自体が鬼塚家にとって恥はじだという感覚だった。


　涼子の視し線せんに気付いた右京が、不敵に笑って言った。


「俺が気に入らないって面ツラだな。よし、じゃあ勝負しよう」


「勝負？」


「勘かん違ちがいすんなよ。俺は暴力は苦手なんだ。ジャンケンでやろう。そこのナイスガイと三人でな」


「おっ、呼よんだか？」


　ナイスガイという言葉に反はん応のうして寄よってきた静馬を加え、三人でジャンケンをする。


「──はい、ジャーンケーン、ホイ！」


　涼子の出した手はパー、静馬がグー、右京はチョキ──あいこである。


「あいこでショ！」


　今度は涼子がチョキ、静馬がグー、右京がパー──やはりあいこである。


「あいこでショ！」


　今度は全員がグー──三度目のあいこだった。


「あいこでショ！　あいこでショ！　あいこでショ！　あいこでショ！　あいこでショ！　あいこでショ！　あいこでショ！　あいこでショ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！……ちょっとタンマ!!」


　あいこの連続が二〇回を超こえたところで涼子はストップをかけた。静馬の腕うでを引いて縁えん側がわまで連れてくると、右京に聞かれないように小声で耳打ちする。


「静馬……あんた、これから先ずっとグーで行きなさい」


「何を出そうがオレの自由やろが」


「バカね。全部あいこになるカラクリを見み破やぶるためよ。いいわね!?」


　二人は右京とのジャンケン勝負を再さい開かいした。


「ジャンケン、ホイ！」


　涼子のパーに対し右京はチョキ──静馬はグーなので結果はあいこ。


「あいこでショ！」


　涼子はチョキ、右京はパー。


「あいこでショ！」


　涼子がグー、右京もグー。


「あいこでショ！　あいこでショ！　あいこでショ！　あいこでショ！　あいこでショ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！　ショッ！……」


　再ふたたびあいこの連続が始まり、四〇回目を数えようとするその時、変化が起こった。


「……ショッ!?」


　涼子の手が止まる。グーばかり出し続けることに飽あきた静馬がいきなりチョキを出したのだ。涼子が出したのはパー、右京は──グーだった。


「ええい、面めん倒どう臭くさい！」


　涼子は静馬を突つき飛ばし、右京と正面から向き合った。


「タイマンで勝負よ！　いざ！　ジャンケン──ホイ!!」


　涼子の出したグーに対し、右京はパー──涼子の負けである。


「……も、もう一回よ！」


「いいぜ。ジャ～ンケ～ン、ホイ」


　涼子はパー、右京はチョキ。


「ホイ！」


　涼子チョキ、右京グー。


「ホイ！　ホイ！　ホイ！　ホイ！　ホイ！　ホイ！　ホイ！……」


「もうエエっちゅうんじゃい！」


　真横から静馬の尻しりアタックを食らって、涼子は派は手でに吹ふっ飛ばされた。畳たたみの上に突っ伏ぷした涼子に大作が駆かけ寄る。


「もうやめましょう。何百回やっても結果は同じです。右京さんには相手が次に何を出すかが分かるんです。勝つも負けるも自由自じ在ざいなんですよ」


「そんなバカなことが……」


　涼子は肉体的ダメージよりも精せい神しん的てきなショックでフラつきながら立ち上がる。


　三人ジャンケンで必ずあいこにするには、二人の手が異ことなる場合はそれ以外の手を、二人が同じ場合は自分も同じ手を出せばいい。理り屈くつは単たん純じゆんだが、どれほど優すぐれた動体視力と反はん射しや神しん経けいをもってしても不ふ可か能のうな神かみ業わざに思える。


「な、何かトリックがあるはずよ！　絶ぜつ対たい何か……」


「やれやれだな。じゃあ、こういうのはどうだ？」


　右京は右手の人差し指を立てて、それを大作に向けた。


「グンゼ！」


　次に静馬を指さし、


「フクスケ！」


　さらに鉄斎に向け、


「ノーブランドの白！」


　そして最後に涼子に指を向けて、言った。


「ＢＶＤ！」


「うっ……」


　涼子がたじろいで硬こう直ちよくすると、背はい後ごに回った静馬がいきなりスカートを捲まくった。ダークブルーの、スポーツタイプのショーツが露あらわになる。


「ホ、ホンマや！」


　覗のぞき込んでブランドを確かく認にんした静馬が驚おどろきの声を上げた。


　涼子は振ふり向きざまに静馬に延えん髄ずい斬ぎりを食らわせ、ついでに大作も蹴け飛とばすと、スカートの端はしを両手で押おさえながら右京をにらみつけた。


「な、何で分かるのよ!?」


　右京はフフンと鼻で笑うと、人差し指を天てん井じように向けた。


「星は何でも知っている──ってね」


　決まりすぎの台詞せりふに、涼子は戦せん慄りつすら覚えて後ずさった。ジャンケンと下着のブランド当て──やっていることはくだらないが、これがタネも仕し掛かけもない本物だとすれば恐おそるべき能のう力りよくである。


「わしともひとつ、勝負をしてみるか？」


　それまで事じ態たいを静観していた鉄斎が前に出た。右京はヒラヒラと手を振った。


「悪いことは言わねえ。やめときな。弟で子しの見てる前で赤っ恥ぱじをかくことになる」


「そう言われては、なおさら試ためさぬわけにはいかんな」


　鉄斎は無む造ぞう作さな足取りで右京に近ちか寄よっていく。涼子たち三人は息を呑のんで見守った。


　右京との距きよ離りが畳たたみ一枚まい分まで近付いたところで、鉄斎は素す早ばやく身を屈かがめた。


　バンッ！


　右手で叩たたいた畳が浮うき上がり、右京に向かって跳はね上がった。


「畳返し!?」


　静馬が叫さけぶ。


　鉄斎は畳の下に隠かくしていた白しろ鞘さやの仕込み杖づえを摑つかむと、横に跳ねて右京の斜ななめ後ろに滑すべり込んだ。畳に片かた膝ひざをついて抜ばつ刀とうする。


　畳返しの技わざで跳ね上がった畳がゆっくりと倒たおれた。


　右京は最初の位置から動いていない。


　鉄斎は抜刀した姿し勢せいのまま石化したように固まっている。


　刀の切っ先は正せい確かくに右京の喉のど元もとに突きつけられていた。普ふ通つうに考えれば鉄斎の勝利である。ただし、その刀身が真剣であったなら──の話ではあるが。


「……どういうことやねん、これは？」


　数秒の静せい寂じやくの後、静馬が当然すぎる疑ぎ問もんを口に出した。


　鉄斎の握にぎっている刀は刀ではなかった。鍔つば元もとから一〇センチほどのところまでは銀色の刀身だが、そこから先は花に──ベタなマジックショーでお馴な染じみの、ステッキから一いつ瞬しゆんで変化する例の造花に変わっていたのである。


「あんたがその仕し込こみ杖を使うことは分かってたんでね。中身をすり替かえといた」


　右京は申し訳わけなさそうに肩かたをすくめた。鉄斎は花に変わった刀を信じ難がたいという顔で見つめる。


「まあそう落ち込みなさんな。暴ぼう力りよくは苦手だと言ったろ？　いくら相手の手の内が読めてもこっちは素人しろうとなんでね。正面きってまともにやり合うなんてのは願い下げなんだ。身体からだがもちゃしねえ」


　右京はスーツのポケットからタバコを取り出して一本を口にくわえた。大作が慌あわてて駆かけ寄り、ライターでタバコに火を付ける。鬼塚家に喫きつ煙えんする者はいない。右京は縁えん側がわに出ると、煙けむりを庭に向けて吐はいた。


「さて、と……自じ己こ紹しよう介かいはもう十分だろ。俺がここにいる理由ってのを、そろそろ思い出してもらいたいもんだな」


「そ、そうですよ！　こんなことやってる場合じゃないんです！　美雪ちゃんを助けないと」


「ちょっと待ってよ」


　涼子は混こん乱らんする頭を整理しながら、右京に訊きいた。


「あんたに未来を見通す力があるのはまあ認みとめるとして……美雪ちゃんが誘ゆう拐かいされることがあらかじめ分かってたんなら、どうしてそれを先に教えなかったの？」


「俺は無む駄だなことはしない主しゆ義ぎでね。阻そ止しできないと分かってることを無理にはしない」


「無理だってどうして分かるの？」


「明日、太陽が東から昇のぼると分かってたら……あんた、それを止められるかい？」


　薄うすい唇くちびるの端はしにタバコをぶら下げたまま、右京は皮肉たっぷりの笑えみを浮かべた。


「太陽ってのはたとえが悪かったかな。人間の行動ってのは天体の運行ほどカッチリ決まってるわけじゃない。ただ、ある種の人間の意志はそれ自体が運命のように働くことがある。あるレベルの力を持った人間がそれをやろうと決意したことは、一度や二度防ふせいだところで遅おそかれ早かれ現げん実じつになる。今回の敵てきがそうだ。だから誘拐そのものを阻止はしなかった。大作に現げん場ばを撮さつ影えいさせて後々のチャンスに賭かけるしかなかったんだ」


「電話じゃなくて右京さん本人が来たってことは、僕ぼくの写真だけじゃ不十分ってことなんですね？　美雪ちゃんが帰ってこれる可か能のう性せいはどれくらいあるんですか？」


「ん～……帰ってくることは帰ってくるよ。そいつは保ほ証しようできる」


「生きて帰ってくる可能性は？」


「五分五分か……もっと悪いかな」


「僕の訊き方が間ま違ちがってました。五体満足で無事に生きて帰ってこれる可能性は？」


「う～ん……オマケして二パーセントってとこか」


「それは厳きびしいですねえ」


「厳しい？　厳しいどころか絶ぜつ望ぼう的な数字じゃない！」


　涼子は声を荒あらげたが、大作は落ち着いていた。


「慌てないでください。二パーセントってことは五〇回に一回は成功する見込みがあるわけですから」


「その通り。その二パーセントがゼロになるか五分になるかは、お前ら次し第だいなんだからな」


「あたしたち次第？」


「言ったろ。俺おれは無駄なことはしないってな」


　右京は大作の差し出した携けい帯たい用灰はい皿ざらでタバコを消した。スーツのポケットから畳たたんだ紙を取り出すと、口笛を吹ふき、辺りに向かって呼よびかける。


「──ラウール、ジェラール、バルタザール！」


　その呼び声に応おうじて、美雪の飼かっている三匹びきの仔こ猫ねこが現あらわれた。一匹は庭の茂しげみから、一匹は縁側の下から、もう一匹は廊ろう下かから、とそれぞれ別の場所から出てきては右京の元へ集まってくる。


　右京は縁側の板いた張ばりの上に取り出した紙を広げた。紙には円と図形を組み合わせた紋もん様ようが描かかれており、あちこちにどこの言葉とも知れない文字が書き込まれている。魔ま方ほう陣じんとはこういうものだろうと涼子は思った。


「いよいよお前たちに働いてもらう時がきた。お前たちのご主人様のためだ。分かってるな？」


　三匹の仔猫は右京の言葉を理り解かいしたのかしないのか、広げられた魔法陣の上でじゃれ合い始めた。右京はそれを注意深く眺ながめながら、金色の懐かい中ちゆう時計のような物を取り出して操そう作さした。ゼンマイが軋きしみ歯車の嚙かみ合うかすかな音とともに、時計とは明らかに異ことなる文字盤ばんの上を複ふく数すうの針はりが不ふ規き則そくに動く。


　静馬が大作の肩かたを指でつついた。


「これはいったい何をやっとるんや？」


「さあ……」


「さあって？」


「説明しろったって無理ですよ。〈星ほし詠よみ〉の仕組みは僕にはさっぱり分からないんですから。でも美雪ちゃんの飼ってる猫で未来を占うらなうっていうのはむしろ納なつ得とくのいく部類だと思いませんか？」


　静馬は不満そうに頭を搔かいた。


「しかしなあ……この三匹、拾てきたんオレやぞ？」


「安心しな。お前に拾わせたのは俺だから」


　右京の言葉に、静馬は噴ふき出した。


「オレのバイクの横に捨すてとったん、お前やったんか!?」


「こんなこともあるかと思ってな。怒おこるなよ」


　やがて〈星詠み〉の結果に満足したのか、右京は怪あやしげな懐中時計と魔方陣をしまった。居い間まに戻もどり、全員に向けて口を開く。


「じいさんの孫まご娘むすめを助けられるチャンスは確かく実じつとはいえないが、ある。だが、それも俺の言うことに従したがって行動すればの話だ。従うと誓ちかうなら、お前らの進むべき道は俺が用意してやる。どうだ？　やるか？　やらないか？」


「やる以外に何があるって言うの？」


　涼子はもとよりやるつもりである。右京のことを全面的に信用したわけではないし、正直いけ好かない奴やつだとも思っているが、他ほかに選せん択たく肢しがないとなれば覚かく悟ごを決めるだけだった。


「あんたはどうなの？」


「しょうもないこと訊きくなや。オレは最初から行くて言うてるやろ？」


「本当にいいんですか？」


　やる気満々の涼子と静馬に、大作は神しん妙みような顔で訊たずねた。


「右京さんの命令に従うと、かなり危あぶない橋を渡わたることになりますよ？　掛かけ値ねなしで言いますけど。それに南雲先生にも来るなって言われたんでしょ？」


「その先生一人じゃ心こころ許もとないから助すけ太だ刀ちに行くんじゃない。嫌いやならあんた一人で残ってればいいでしょ？」


「いいですよ。分かりましたよ。行けばいいんでしょ、行けば。右京さんにこき使われるのは僕の方が慣なれてるし、この中じゃ僕が一番役に立つでしょうからね」


　もはや売り言葉に買い言葉である。後先考えない人間に消極的な説得は無用だった。


「わしも行こう」


「いや、じいさんは居残りだ」


　鉄斎の申し出に、右京は待ったをかけた。


「あんたの腕うでを信用しないわけじゃないんだが、今夜のところはその腕を披ひ露ろうしてもらう場面はない。俺の〈星詠み〉にはそう出てる。それに第一、あんたは俺の言う通りには動いてくれないだろ？　あの先生と同じで、自分自身の命令以外には従わない人間だからな」


「勝手にしろということか」


「とんでもない。じいさんの役目はこの家の守りさ。せっかく孫娘を救い出しても、帰る家がないんじゃ困こまるだろう」


　鉄斎の顔に緊きん張ちようが走る。鬼塚家が敵の襲しゆう撃げきを受ける可か能のう性せいを言外に含ふくませたからである。


「刀の手入れでもしながら待ってるんだな。それと、夜が明けたら風ふ呂ろを沸わかすんだ。少しぬるめにな。それがあんたの仕事さ」


「ふむ……よかろう」


　いかにも不満げではあったが、鉄斎は居残りを承しよう諾だくした。





「それではお師し匠しようさま……行って参ります！」


　飛天神社の境けい内だい──涼子は見送りの鉄斎に深々と一礼し、石いし段だんを駆かけ下りた。


　肩に掛けた竹刀しない袋ぶくろは普ふ段だんよりも少し重い。


　鳥居をくぐって道路に出ると、静馬のバイクと右京のベスパが待っていた。静馬から渡わたされたヘルメットをかぶり、バイクのタンデムシートに座すわる。大作は右京と相乗りである。


　右京が示しめした行き先は池袋だった。


　池袋で何が待ち受けるのか──それはまだ知らされてはいない。


「んじゃま、そろそろ出掛けるとするか。行くぞ！　ズッコケ三人組！」


「こいつらと勝手にセットにしないでくれる!?」


　涼子の抗こう議ぎに耳を貸かすことなく、右京はベスパを発進させた。静馬のバイクもそれに続く。


　時じ刻こくはちょうど日にち没ぼつを迎むかえていた。


　右京の〈星詠み〉が確たしかなら、そして涼子たちが上う手まくやれたなら、太陽が再ふたたび昇のぼる頃ころには美雪を救出できているはずである。


（明日の夜明けを、あたしはどんな気分で迎むかえることになるんだろう──）


　血のように紅あかい夕ゆう陽ひを背せに浴びながら、涼子はそんなことを考えていた。










　第四十三話　零れい時じの鐘かねが響ひびく時







〈九月十四日──追記〉





　別わかれ際ぎわに御み剣つるぎには言わなかったことがある。


　言い忘わすれたのではない。言えなかったのだ。


　人が生きる本当の目的について。


　人が闘たたかう本当の理由について。


　俺にはそれを口にする資し格かくがない。


　人を信じることは弱さなのか、それとも強さなのか？


　人を信じないのは強さ故ゆえなのか、それとも弱さ故だろうか？


　その答えを俺は知らない。


　俺が知っていることは、俺が闘うのは本当は臆おく病びようだから──それだけだ。








　　　　一





　慶けい一いち郎ろうがそのワゴン車を発見したのは、午後六時を過すぎた頃ころだった。


　ジープを流して走らせながら駐ちゆう車しやしている車を中心に探さがしていたところ、脇わき道みちから合流する形で三〇メートルほど前方に現あらわれたのだ。車種も特とく徴ちようも大作の報ほう告こく通りで、ナンバープレートもそのままになっている。美み雪ゆきを誘ゆう拐かいした車に間ま違ちがいなかった。


　目的のワゴン車の発見に、しかし、慶一郎は逆ぎやくに警けい戒かい心しんを強めた。


　慶一郎が探していたのは実のところこのワゴン車ではない。自分を尾び行こうする幻げん弥やの手下の車の方だった。


　ジープには幌ほろをかけていないため、運転手が慶一郎であることはひと目で分かる。自分が敵てきを発見するより、敵が自分を発見する方がはるかに確かく率りつが高い──そう踏ふんでいたのである。自分が先にワゴン車を発見するとは慶一郎の予定にはなかった。そして発見したからには尾行するより他ほかに選せん択たくの余よ地ちはない。自分自身を囮おとりにして敵を誘おびき出すつもりが、これではあべこべである。


（考えていたよりも、こいつは厄やつ介かいな事じ態たいになりそうだな）


　慶一郎が尾行を始めて間もなくワゴン車は進路を変えた。池いけ袋ぶくろを離はなれ、明治通りを南下する。尾行を警戒しているのか不自然な右折左折を繰くり返し、遠回りしてたどり着いたのは飯いい田だ橋ばしの近くだった。


　ワゴン車は大きなビルの地下駐車場へ入っていく。二〇分待っても出てこないのでビルの周囲を調べたが、他に車が通れる出入り口はなかった。このビルが最終目的地だと考えてよさそうだった。


（誘さそわれている……と考えるべきだな。しかし──）


　一〇〇メートルほど離れた場所にジープを停とめ、あらためて問題のビルを見上げる。四十階前後はあるだろうか、威い容ようを誇ほこる灰はい色いろの高こう層そうビルである。


　六ろつ角かく建けん設せつ本社ビル──それがその建物の名前だった。





　　　　☆





　慶一郎が六角ビルへの潜せん入にゆうを試みていたその頃、右う京きように率ひきいられた涼りよう子こたち三人は池袋に到とう着ちやくした。


「ったくトロトロ走って……見ててイライラしたわよ」


　バイクから降おりるなり、涼子は右京に文もん句くを言った。静しず馬まの中型バイクとは排はい気きり量ようが違うとはいえ、右京のベスパはのんびりしすぎていた。


「それは違いますよ、涼子さん」


　大だい作さくは指を一本立てて左右に振ふった。


「右京さんは赤信号に引っかからないペースで走ってたんです。むしろ最速ですよ」


　事実である。行き先が池袋と決まっている以上、ベスパの後ろを走る必要はないと感じた涼子は静馬を急せかせてバイクを先行させたが、必ず赤信号で追いつかれていた。焦あせって無む駄だにガソリンを消費しただけともいえる。


　その事実を知らされたからといって、涼子は納なつ得とくするどころか逆に苛いら立だちが募つのっただけだった。


「あんた、右京そいつが出てきてから急に言い草が生意気になったわね」


「そ、そうですか？　普ふ通つうですけど」


「な～んか可愛かわいげがなくなってんのよね」


　涼子は大作の左ひだり頰ほおをつねった。


「痛いででてででっ！」


　右京が大作の右の頰をつねる。


「その通りだぞ大作。超ちようスゴイのはあくまで俺おれであって、お前が威い張ばっていい理由はないんだからな。いい気になってっと承しよう知ちしねえぞ。んん～？」


　それを見た静馬は何を考えたのか、おもむろに二本の指を大作の鼻の穴あなに突つっ込こんだ。


「鼻フ～～ック！」


「はにゃにゃにゃにゃっ！」


　三人がかりで顔面を責せめられた大作は、頭をブルブルと左右に振って逃のがれた。


「やめてくださいよ、静馬さんまで！」


「何となくや。気にすんな」


　とりあえず大作をいじめて当とう座ざの不満を解かい消しようした涼子は、およそ緊きん張ちよう感とは無む縁えんな様子の右京に詰つめ寄よった。


「さあ、池袋に着いたわよ。これからあたしたちがどうすればいいのか、さっさと教えてちょうだい」


「そんなトゲトゲしい言い方で訊きかれてもなあ。もっとこう優やさしい感じで……むしろ猫ねこ撫なで声で訊いてくれ。そしたら俺も教えたくなる」


「イヤや！　聞きたない、聞きたない！　サブイボでる～～」


　両耳をふさいで身み悶もだえる静馬の向こう脛ずねを涼子は思いきり蹴けとばす。


「呑のん気きなこと言ってんじゃないわよ！　こっちはもう覚かく悟ごを決めてきてんだから！」


「どうも……この和わ田だアキ子よりでかいお嬢じようちゃんは、俺様に対する尊そん敬けいの念ってやつが足らんようだな。そんなこと言ってると、帰るよ？　ホント言うとな、俺はこんなクソ暑い日に外に出るのは嫌いやなの。とっとと帰って風ふ呂ろ入ってビール飲んで寝ねたいのよ。それなのにわざわざ出しゆつ張ちようしてやってんだよ。分かる？」


「分かります！　分かりますから帰らないでください！」


　大作が大おお慌あわてで二人の間に割わって入った。


「涼子さん！　お願いですから右京さんをもっと、その……チヤホヤしてください！」


「ミもフタもないこと言うわね、あんたも」


「僕ぼくらの目的のことを考えてくださいよ！」


「大作の言う通りや」


　静馬が涼子の肩かたを摑つかんだ。気安く触さわるんじゃないわよ、とにらみつける涼子だったが、静馬の顔つきは存ぞん外がいに真しん剣けんだった。


「オレらは美雪ちゃんを助け出すために来たんや。そのためやったら何でもやる。覚悟っちゅうのはそういうことや。この兄ちゃんが神様でも悪あく魔までも、そんなことはこの際さいどうでもええ。ちゃうか？」


　涼子は得体の知れない寒気を感じた。およそ静馬の口から発せられたとは信じ難がたいほどの正せい論ろんである。


「さすがナイスガイ。違ちがいの分かる男の台詞せりふだね」


　右京の誉ほめ言葉に、静馬は親指を立てて見せた。何な故ぜか右京の静馬に対する評ひよう価かは不当に高い。おそらく扱あつかいやすいからだろう。


　しかし静馬の意見はもっともだった。極きわめて胡う散さん臭くさく、得体の知れない、しかもいちいち癇かんに障さわる──そんな男に、今は教えを請こわねばならない立場なのだ。すべては美雪を救うためである。


「……分かったわよ」


　涼子はスカートの裾すそをはたくと、主君に仕える忍にん者じやよろしく地面に片かた膝ひざをついてかしこまった。


「して、右京殿どの。今後の行動は如い何か様ようにすればよろしいのでしょうか？　どうかご教授いただきたく存じます」


「ふん……ま、よかろう。教えてつかわす」


　涼子のノリに合わせて尊大に言うと、右京は静馬を指さした。


「まずは草くさ[image: ]なぎ静馬──お前は予定通りバイパーズの大会に出場しろ。目め一いつ杯ぱい派は手でに暴あばれて、必ずぶっちぎりで優ゆう勝しようするんだ。それが間接的にじいさんの孫まごを助ける役に立つ」


「何や、そんなことでええんか？」


　静馬は拍ひよう子し抜ぬけした顔になった。右京は次に大作を指名する。


「大作、お前はさっき俺が渡わたしたメモに従したがって必要なアイテムを集めろ。分かってるとは思うが、期き限げんは今夜の十二時までだ」


「了りよう解かいしました」


　大作はうなずいて、クリップボードに挟はさんだメモを確かく認にんした。大作の背せ負おっているリュックの中には、すでに必要なアイテムの一部が入っている。メモに記されたリストに従って出発前に鬼おに塚づか家けで集めておいた物だ。


「そんでもって最後はお嬢じようちゃんだが……」


　右京は指し示じを待つ涼子に目を向けた。


「とりあえず今日はやることがない。寝ねてろ」


「ちょっと待ちなさいよ！　ふざけんじゃないわよ!?」


　右京に摑みかかろうとした涼子を、静馬と大作が二人がかりで止めた。


「やることがないって、どういうことよ!?」


「慌あわてるバカはもらいが少ないんだぜ。『今日は』って言ったろ？　お前の出番は日付が変わってからだ。それまで体力を温存してろってことさ。ホテルででも休きゆう憩けいしてりゃいい」


「呑気に寝てられると思う？」


「寝ておかないと死ぬぜ？　誰かさんがな」


　右京の言葉は冗じよう談だんでも脅おどしでもない。肝かん心じんの時に涼子が十分に働けなければ、最悪の未来が待っているという予言なのだ。ただ寝るだけではなく、体調を万ばん全ぜんの状じよう態たいにしておけという指示だった。


「とりあえずは以上だ。んじゃ、俺はいったん帰るからな。言いつけ通りやるんだぞ、三バカトリオ」


　そう言い残すと右京はベスパに跨またがり、三人を残して夜の闇やみに消えていった。


「トリオじゃないって言ってんでしょ!?」


　猛もう抗こう議ぎする涼子の背中を、大作が両手で押おして駅の方へ向けた。


「さあさあ、行動開始といきましょう！」





　　　　☆





　エレベーターを降おりてペントハウスのフロアに出たＪジヨニー・マクガイアは、すぐに異い状じように気付いた。いつもなら廊ろう下かまで漂ただよってくるアルコール臭しゆうがしない。


　観音開きのドアを開けてホールを思わせる広いリビングに入る。やはり普ふ段だんとは様子が違っていた。二十四時間入り浸びたっていた女たちの気配がない。ボトルとグラスが出しっぱなしになっていたバーカウンターも綺き麗れいに片付けられている。


　胸むな騒さわぎに駆かられて寝しん室しつのドアを開ける。寝室の一角に作られた畳たたみ敷じきの床ゆかに、桜さくら色いろの着流し姿すがたの男が背を向けて寝そべっていた。


　東ひがし方かた流りゆう玄げんである。


　自じ堕だ落らくそうにただ寝転がっているだけでも姿のいい男だった。


　時じ刻こくは午前四時。夜明け前の薄うす明あかりが寝室に差し込んでいる。


　流玄は横になったまま手を伸のばして、頭の方に置いた一いつ升しよう瓶びんを摑つかんだ。畳の上に置いたグラスに日本酒をなみなみと注ぎ、それを水のように飲み干ほす。背中を向けているのでその様子がすべて見えているわけではないが、想そう像ぞうするのは容易たやすかった。


「──これが最後の一本なんだ」


　どう声をかけるべきか迷まよっていたマクガイアは、流玄の一言を聞いて不覚にも胸むねが詰まった。流玄がここを去るつもりだと分かったからだ。


「どちらへ？」


　マクガイアはあれこれと考えた結果、自分でも陳ちん腐ぷだと思える問いを口にした。


「そろそろ日本へ帰ろうかと思ってね」


「ゲイツ様はまだ……完全とは言い難がたい状態ですが」


「だからさ。完全になったら俺と闘たたかいたくなる。男の性さがってやつだ」


　流玄はそう言うと、再ふたたびグラスに酒を注いだ。


　もちろん流玄は逃にげるのではないだろう。どこへ行って何をしようと自由自じ在ざいな男である。ゲイツの元に現あらわれたのも、〈神威カムイの拳けん〉を教えたのも、そして今ここを去ろうとしているのも、すべて流玄の勝手だった。それに文もん句くをつける筋すじ合あいではない。


　マクガイアはふと、流玄がどうやって帰国するつもりなのかと考えた。この男が飛行機に乗る姿がどうしても想像できない。そもそもパスポートを所持しているとは思えない。東洋の仙せん人にんらしく雲に乗る、といったビジュアルイメージはマクガイアの頭にはなかった。


「あと六時間……そうしたら歩いて帰れるようになる。楽なもんだ」


　マクガイアは腕うで時計を見た。六時間後といえばニューヨークでは午前十時。十四時間の時差がある日本ではほぼ零れい時じである。


　流玄はこれから起きることを予あらかじめ知っているようだった。


　マクガイアは言葉を探さがした。自分から流玄に伝えておくべきことがあるはずだった。


「京きよう極ごく幻弥が南な雲ぐも慶一郎に罠わなを仕し掛かけたようです。ゲイツ様は放っておけとおっしゃいましたが──」


「ふうん。京極か……懐なつかしい名だ」


「お知り合いですか」


「昔な」


　流玄は短く答えて、グラスを口に運ぶ。


　話すことはそれで終わりだった。マクガイアはそれ以上言うべき言葉が見つけられない自分を知って愕がく然ぜんとなった。何を言っても女め々めしくなりそうで口に出せないのだ。


　言葉を失ったマクガイアは、すぐに立ち去ることもできず、所在なく立ち尽つくした。


　しばらくの沈ちん黙もくの後、流玄がグラスを掲かかげて訊きいた。


「飲むかい？」


「……喜んで」


　マクガイアはテーブルの上のグラスを摑むと、靴くつを脱ぬいで畳に上がった。


　氷のように無む表ひよう情じようなその口元に、ほろ苦い笑えみが浮うかんでいる。





　　　　二





「せりゃあああっ！」


　野や獣じゆうのごとき叫さけびが路上に響ひびく。


　静馬の放った〈紅あかい牙きば〉の衝しよう撃げき波はが対戦相手の身体からだを貫つらぬき、一いつ瞬しゆん棒ぼう立だちにさせた。


「──〈猛もう虎こ散さん弾だん脚きやく〉！」


　相手の身体を駆かけ上るようにして宙ちゆうに跳とび、無数の蹴けりを浴びせる。とどめの一撃を食らわすと、静馬より二回りほど大おお柄がらの身体が吹ふっ飛んで電柱に叩たたきつけられた。


　ＫＯされた対戦相手の左腕にある『自分の尾おを嚙かむ蛇へび』を模もした腕輪から紅い勾まが玉たまが消え、代わりに静馬の腕輪に白い勾玉が一つ加わった。紅い勾玉は一つの腕輪に三つあり、敗北するたびに一つずつ失われる。勝つたびに白い勾玉が加わるが、紅い勾玉が増ふえることはない。何勝しようと三敗した時点で予選敗はい退たいとなるルールである。


「おっしゃああっ！」


　静馬が腕を振ふり上げて勝利をアピールすると、ギャラリーもそれに応こたえて歓かん声せいを上げた。


　ストリート・バイパーズの祭典〈Ｖ─１エクストリーム〉予選バトルロイヤル最終日、午後七時半──池袋中央公園に集まった観客は初日、二日目と比くらべて倍ばい増ぞうしていた。実力の劣おとるバイパーズのほとんどが淘とう汰たされたことで、同時に行われる対戦の数が減へり、結果として一つの試合に集まる人数が増えているのだ。


「けっこう調子いいみたいですね」


　人ひと垣がきの外で対戦を見物していた涼子は、その声に振り向いた。買い物袋ぶくろを両手に抱かかえた大作が立っている──が、それに加えて余よ計けいなおまけが一人。


「あら、リョーコじゃない？　観戦しに来たの？」


　大作の首に腕を回してくっついてきたのは姫ひめ川かわ沙さ羅らだった。夏休み中遊び呆ほうけていたらしく、よく日に焼けて真っ黒な顔になっている。


「別に見物に来たわけじゃないわよ」


「じゃあ何しに来たのよ？」


「そ、それは……」


　涼子が口ごもると、大作は首をブルブルと横に振った。沙羅に美雪の誘ゆう拐かいを知られるわけにはいかない。


「け……見物に来たのよ」


「やっぱりそうじゃない。当然、ナギーの応おう援えんよね？」


「誰だれがあんなバカの応援なんか──」


　大作が再ふたたび首を横に振った。右京の星ほし詠よみを信じるなら、今日ばかりは万が一にも静馬に敗けてもらうわけにはいかない。涼子は口の筋きん肉にくが痙けい攣れんしそうになりながら言葉を絞しぼり出した。


「お……応援しに来たのよ」


「あっそ。でもいまさら来たって遅おそいわよ。今日だけで三回続けて負けない限かぎり、予選通つう過かは確かく実じつなんだから」


「予選……？」


　表情を曇くもらせた涼子は、沙羅を引っぺがしてから大作を引き寄よせ、耳打ちした。


「右京って奴やつ、静馬に『優ゆう勝しようしろ』って言ってなかった？」


「そうですね」


「で、今やってるのは『予選』なのよね？」


「そうですね」


「……てことは、この予選が終わった後に『決勝戦』があるってこと？」


「そうですね」


「ちょっとは違ちがう台詞せりふをしゃべりなさいよ！」


　涼子は大作の頭を平手で引っぱたいた。


「決勝戦ってのはいつ、どこでやるのよ？」


「それはこの大会開始当初からの謎なぞなんですよ。予選最終日も予定では初日、二日目と同じく午前零れい時じで終しゆう了りようですから、その後に何らかの発表があるんじゃないでしょうか」


「それまでは敵てきの居い場ば所しよも分からないってわけね」


「そうですね」


「そうですね、じゃないでしょ!?」


「何が？　何が？」


　沙羅が割わり込こんできたため、二人は口をつぐんだ。


「何の相談よ？」


「あんたには関係のない事よ」


「ブゥ────ッ！」


　露ろ骨こつに仲間外れにされた沙羅は頰ほおを膨ふくらませ、腹はら立だちまぎれに大作の尻しりを蹴った。


「どうして僕ぼくを蹴るの？」


「蹴りやすいからよ」


　理り不ふ尽じんな台詞を吐はくと、沙羅は涼子に人差し指を突つきつける。


「ところで、気付いてる？」


「何が？」


「今日のナギーはいつもと違うってことよ。ま、あんたみたいなエセファンには分かんないでしょうけどね！」


　自じ慢まん気げに胸むねを張はる沙羅。涼子と大作は一いつ瞬しゆん、互たがいに目を合わせた。


「違うって……どう違うってのよ？」


「いつもみたくサービスしないって言うかさ、ヤケに飛ばしてるって言うかさ、遊ばないって感じなんだよね～」


「遊ばない？」


「ナギーってさ、相手が強くても弱くてもいつもは絶ぜつ対たい一〇分以上闘たたかうじゃん？　でも今日は速そつ攻こうでやっつけちゃうんだよね。見ててイマイチつまんないって言うかさー……」


　草[image: ]静馬がバイパーズ最強の称しよう号ごうを得ているのは、単に強いからではない。実力はもとより、対戦におけるポリシーが他のバイパーズとは一線を画しているからである。


　およそ武ぶ術じゆつの核かく心しんとは『いかに早く敵を倒たおすか』という点にある。相手のペースを乱みだしてその力を封ふうじつつ、自分の力を最さい大だい限げんに発はつ揮きして短い時間で勝負を決する──それが基き本ほんである。


　しかし静馬の闘い方はその逆ぎやくだった。静馬は対戦相手の実力を一〇〇パーセント発揮させ、それを正面から受けて立った上で打ち負かすのである。これは正まさしく腕うで比くらべとしての試ためし合いの精せい神しんであり、プロレスの思想に近い。静馬が結果よりも勝負の中身にこだわっているためで、それが〈最強の虎とら〉たる所以ゆえんであった。


　静馬と対戦した者は、その持てる力を限げん界かいまで──時には当人でさえ気付いていなかった潜せん在ざい的な力までをも──絞しぼり出して闘うことになる。それ故ゆえに静馬の対戦は劇げき的てきな名勝負になることが多いが、静馬の『遊びと割り切った上での試し合い』に応おうじられるほどの実力も根こん性じようも持ち合わせていない対戦相手の場合、静馬が一方的に王者の風ふう格かくを見せつけてギャラリーにアピールすることになる。相手を完全燃ねん焼しようさせ、自分自身が勝負を楽しみ、さらにはその楽しさを観客と共有する──それが静馬のスタイルであり美学といえる。


　その静馬が遊び抜ぬきで闘っている。勝負を楽しむ余よ裕ゆうがないからだ。もちろん涼子と大作はその理由を知っている。


「それは……ほら、予選最終日だからちょっと肩かたに力が入ってるのよ」


「ナギーが緊きん張ちようなんてすると思う？」


「うっ……」


　涼子は返答に困こまった。静馬の神しん経けいは凡ぼん人じんとは作りが違う。注目を浴びれば浴びるほど調子に乗ってはしゃぐ男なのだ。大おお舞ぶ台たいでの緊張などありえない。


「きっと、かき氷の食べ過すぎでお腹なかの調子が悪いんですよ」


「そう！　それよ、それ」


　大作の無ぶ難なんな説に涼子は食いついたが、沙羅の反はん応のうは鈍にぶかった。


「そうかなあ……？」


　首を捻ひねっている沙羅を見て、大作が急に高いトーンの声を出した。


「やあ、もうこんな時間ですよ。ささ、涼子さん、行きましょう」


　大作は涼子の腕を摑つかんで歩き出す。公園の外へ出るつもりだ。


「どこへ行くのよ？」


「涼子さんはもう寝ねる時間です。寝ね床どこもちゃんと用意してあります」


「マジ？」


「もちろん。右京さんの指令ですからね」


「言っとくけど、段だんボールの布ふ団とんは嫌いやだからね？」


「安心してください。最高級の羽う毛もう布団ですから」


「この暑いのに!?」


　不安そうな涼子に構かまわず、大作は人込みを搔かき分けて先へ先へと進む。背はい後ごに沙羅の呼よぶ声が聞こえたが、すぐに沸わき上がった歓かん声せいにかき消された。





　　　　☆





　池袋中央公園から歩くこと数分──大作に案内されて涼子が連れてこられたのは、サンシャイン通りから少し離はなれた裏うら通どおりだった。


「ここです」


　大作が指し示しめした建物を見て、涼子は顔を強こわ張ばらせた。表通りに面した窓まどもなく、無ぶ愛あい想そうな感じのする四階建ての黒っぽいビルである。公こう衆しゆうトイレのような目め隠かくし構こう造ぞうになっている入り口の脇わきに、簡かん単たんな料金表があった。





『御ご休きゆう憩けい　￥４０００～


　御ご宿しゆく泊はく　￥６８００～


　サービスタイム　￥３８００～』





　涼子は大作の襟えり首くびを摑むと小声で詰きつ問もんした。


「こ、この建物は……いわゆる『連れ込み旅館』じゃないの!?」


「いつの時代の人ですか？　素す直なおにラブホテルと──もしくはラブホと言ってください」


「どっちでもいいわよ！　とにかく、こんなところに入れるわけがないでしょ!?」


「入ってもらいます。美雪ちゃんのためです」


「それにしたって……できる事とできない事があるわよ！」


「どうしても拒きよ否ひするならいいですよ。知り合いのホームレスの人に寝床を貸かしてもらいましょう。もちろん段ボールの布団になりますが」




[image: ]


「そ、その中間はないの!?」


「僕らの進む道に中間はありません。二者択たく一いつです」


「二者択一!!」


　涼子は目眩めまいにも似にた感覚に襲おそわれた。宵よいの口から寝ろというのも無む茶ちやだが、場所がラブホテルしかないというのはもはや言ごん語ご道どう断だんである。


「どうせあたしの出番は日付が変わってからなんでしょ？　いったん家に帰っていい？」


「ダメです。往おう復ふくするだけで一時間以上かかるじゃないですか。今から寝れば三時間は稼かせげます。それに池袋にいないと緊急の事じ態たいに対応できないし」


「緊急って、これから起きることは全部あの占うらない師しが知ってるんでしょ？」


「勘かん違ちがいしないでください。未来はまだ何も決まってなんかいないんですよ！」


　大作の鋭するどい物言いに、涼子はたじろいだ。


「未来が確かく定ていしていないからこそ、僕らがジタバタする余よ地ちがあるんじゃないですか！　ラブホで休憩する程てい度どのことがいったい何ですか!?　美雪ちゃんが助かるなら、僕はどんな恥はずかしいことでもやってのけますよ！　その覚かく悟ごがないのならとっとと帰ってください！　足手まといですから!!」


　涼子はほとんど反はん射しや的に大作の胸むな倉ぐらを摑んだ。大作は驚おどろきも怯ひるみもせず、まっすぐ涼子の顔を見つめている。


　涼子は自分の顔が火ほ照てるのを感じた。自分がどこかでまだ現げん在ざいの状じよう況きようを甘あまく見ていたことを自覚したからだ。美雪の誘ゆう拐かいについては自分の目で現場を目もく撃げきしたわけでもなく、大作から知らされただけである。澁しぶ澤さわ右京の言げん説せつに至いたってはまるでリアリティが感じられない。表面的にはそれらの情じよう報ほうに従したがってはいるが、その一方ですべてがタチの悪い冗じよう談だんなのではないかと疑うたがっている自分がいた。


　いま、ここにある実感といえば『ラブホテルに入るのは恥ずかしい』という感覚だけなのだ。目先のことしか見えていない者は確たしかに足手まといに違いない。そしてそう見られることは涼子にとって最大級の屈くつ辱じよくだった。


「……い、いいわよ！　分かったわよ！　ラブホでも何でも入ってやるわよ！　入ればいいんでしょ、入れば!!」


　耳まで真っ赤になりながらそう言うと、涼子は大作を引きずるようにしてラブホテルに突とつ入にゆうした。


　入り口を入ってすぐのロビーの壁かべには各部屋の内部を写した写真パネルが並ならんでいて、どこが空き部屋になっているかはひと目で分かるようになっていた。現在は十二ある部屋のほとんどが空いている。


「で、どの部屋に入ればいいのよ？」


「こっちです」


　大作は奥おくにあるカウンターに向かうと、互たがいに顔が見えないようになっている窓口に申し込んだ。


「十三号室のキーをお願いします」


　狭せまい窓口から白い手がスッと出てきて『十三』の番号が付いたキーを置いた。それを受け取った大作は涼子を促うながし、矢印の案内の先にあるエレベーターに乗り込む。目的の十三号室は四階の角部屋だった。


「……意外と普ふ通つうじゃない」


　案内された部屋の中を見回した涼子は、拍ひよう子し抜ぬけしたように言った。


　やたら大きなベッドと磨すりガラスで囲われたバスルームを除のぞけば、だだっ広いワンルームといった印象である。大型のテレビの横にゲーム機とカラオケセット、部屋の片かた隅すみには小型の冷れい蔵ぞう庫こと電子レンジを備そなえたちょっとしたキッチンもあり、住もうと思えば住めないこともない。当然ながらエアコンも完かん備び。何より掃そう除じが行き届いているので居い心ごこ地ちがよかった。


「ここは右京さんがセーフ・ハウスとして借りてる部屋なんです。縁えん起ぎの悪い事じ件けんが立て続けに起きたんで、客を泊とめられなくなったとかで……」


「オバケが出るなんて言わないでよ」


「カップルで泊まらない限かぎり大だい丈じよう夫ぶだそうですよ」


　大作は不ふ吉きつなことを平気で言うと、買ってきた弁べん当とうをテーブルに並ならべた。涼子は大おお盛もり牛ぎゆう丼どんとカレーライス、大作は並なみ盛もりの牛丼である。大量のパック入り紅ショウガは涼子のリクエストによるものだった。


「最後の晩ばん餐さんにしては安いメニューですいません」


「お腹なかが膨ふくれれば上等よ。でも最後の晩餐ってのは……」


「そうなる可か能のう性せいもあるってことです。右京さんじきじきの指し示じで動くってことは、まず間違いなく命がけの仕事になりますから」


　涼子の箸はしが止まった。


「命がけって、鉄板一枚まいで銃じゆう弾だんを受けるような？」


「まあそんな感じですね」


　大作の言い方はにべもない。涼子はあらためて神かみ矢や大作という少年の、外見に似に合あわぬ肝きもの据すわり様に舌したを巻まいた。いくら『厚あつさ五ミリの鉄板』がラッキーアイテムだといっても、それだけでピストルの銃口の前に立てるものではない。普通ならそんな事じ態たいそのものから逃にげ出そうと考えるはずである。


「よっぽどあの右京って奴やつを信用してるのね？」


「付き合いが長いですからね……と言っても一年半足らずってところですけど。その間に二〇回くらい死にそうな目に遭あいましたからねえ」


「逃げようって気にならなかったの？」


「なにしろ拾われた犬の身分でしたから。それにどんな冒ぼう険けんをしても最さい低てい限げん、命だけは保ほ証しようされてましたし」


「犬ねえ……」


　右京と大作の関係を『師し匠しようと弟で子し』ではなく『ご主人様と犬』と考えると奇き妙みように納なつ得とくできた。大作の人並み外れた行動力や要よう領りようの良さ、その他のスキルの高さも訓練の賜たま物ものなのだろう。


「じゃあさ、あらためて訊きくけど……あの右京って男は何なの？」


「難むずかしい質問ですね。善ぜん人にんか悪あく党とうかという質問ならナンセンスだと思いますが」


「どうして？」


「右京さんは〈星ほし詠よみ〉によって、その気になれば何だって知ることができるんですよ。現げん在ざいも過か去こも未来についても……」


「過去も分かるの？　じゃあ、迷めい宮きゆう入いりした殺人事件の真しん犯はん人にんとかも？」


「分かりますよ。でもその手の『犯人探さがし』には興きよう味みがないみたいです」


「なんでよ？」


「犯人が捕つかまったところで被ひ害がい者しやが生き返るわけじゃないし。それよりも未来に起きる殺人事件を阻そ止しすることの方が大事でしょう？」


「そりゃあ、まあ、そうだけど……」


「でも、起きるはずの事件を阻止すると、結果としては『何も起きなかった』ことになるんですよね。例えば大きな事件や事じ故こがあったとして、それが大おお騒そう動どうになってから解かい決けつしてみせれば、それは誰だれの目にも明らかなヒーローですけど、事件そのものが起きなかった場合、誰も気にも留とめませんよね？　右京さんの〈星詠み〉って、役に立てば立つほど何も起きないんですよ。分かります？」


「……よく分かんない」


「でしょ？　つまりそういうことです」


　大作は再ふたたび牛丼を食べ始める。涼子はしばらく待ったが、話がそれで終わりだと気付いて慌あわてた。


「ちょっと大作君！　そこで終わっちゃ話になんないでしょ？」


「涼子さんが疑ぎ問もんに思うようなことは、ぜ～んぶ僕ぼくが以前に右京さんに対して質問済ずみなんです。説明しようとすると一ひと晩ばんかかっても無理ですから、今日のところは考えないようにしてください」


「そうじゃないのよ。何て言うか……気持ちに踏ふん切りがつくような一言が欲ほしいのよ」


「まだ踏ん切りがついてなかったんですか？」


　大作の目つきは明らかに『できない子』を見る教師のそれだった。


「あたしにはどうもあの右京って奴が信用できないのよ！　ジャンケンが強いのは分かったけど、人間としてどこまで信用していいのか……」


「人間としては信用しないでください」


「は？」


「あの人は基き本ほん的てきに怠なまけ者で、ワガママで、自じ己こ中心的で、気分屋で、怒おこりっぽくて、偉えらそうで……要するに見たままの人です。普ふ段だんから『他人のためになんて指一本動かすのも面めん倒どうくさい』って言い切ってますし」


「悪人じゃない！」


「悪人じゃないですよ。徹てつ底ていしたエゴイストなだけで」


「そんな奴の言うがままになってていいわけ!?」


「そんな人の言うことだからこそ信用できるんですよ」


　大作は缶かんのウーロン茶を飲んで一息ついた。


「右京さんが助言するのはあくまで自分のためです。『風が吹ふいたら桶おけ屋やが儲もうかる』って話がありますよね？　凡ぼん人じんの僕には因いん果が関係は分かりかねますけど……美雪ちゃんが助かることで、回り回って右京さんにとっても利り益えきになるんじゃないでしょうか」


「利益って何よ？　お金？」


「競馬も宝たからくじも当て放題ですからお金には困こまってませんよ。右京さんの望みといえば『毎日面おも白しろおかしくのうのうと暮くらす』ってことですから、何かしら平和に貢こう献けんするようなことだと思いますが……」


「えらく漠ばく然ぜんとした話ね」


「だからさっきも言ったじゃないですか。〈星詠み〉が役立つ時には何も起こらないって」


「ん～……」


　涼子はまだ納なつ得とくできずに首を傾かしげた。大作の言うことが事実だとすると、涼子が右京を信しん頼らいしたり〈星詠み〉について納得することは永えい久きゆうにないのではないかと思える。


　思考がこんがらがってきた涼子は、とりあえず考えるのをやめて、冷めてきた弁べん当とうを急いで平らげた。大作が枕まくら元もとに置いてある目覚まし時計を摑つかんで言う。


「十一時にセットしておきますから、三時間たっぷり熟じゆく睡すいしてください」


「食べてすぐ寝ねろって？」


「いざという時のためです」


「大作君はどうするの？」


「僕は静馬さんの様子を見てます。時間が来たら戻もどりますよ。添そい寝がご希望ならそうしますけど」


「い、いらないわよ！」


　涼子は逃にげるようにベッドにもぐり込こんだ。羽う毛もう布ぶ団とんは確たしかに寝ね心ごこ地ちがいい。大作がリモコンを使ってメインの照明を落とした。残った間かん接せつ照明のためムードは満点だが、一人ではさして嬉うれしくはない。


「涼子さんが落ち着いて眠ねむれるようなことを言ってあげましょうか？」


「な……何よ？」


「〈星ほし詠よみ〉って、およそ何でも知ることができるって言いましたよね？　今夜、事じ故こや犯はん罪ざいの犠ぎ牲せいになって死に直面する運命にある人間がこの地球上に何人いるのか、そのうち何人に助かる可か能のう性せいがあるのか──そんなことだって分かるんだそうですよ。おそらく日本国内だけでも何十人かはいるはずなんですけどね」


　それはそうなのだろう──涼子は思った。


「右京さんは自分がその気なら助けられる人たちを見捨てて、美雪ちゃんを助けに来てくれているんですよ。もちろん全員を助けることは最初から物理的に不可能なんですけど」


「…………」


「右京さんがああなのは、善ぜん人にんには〈星詠み〉が務つとまらないから──でしょうね。これは僕の推すい測そくですけどね。それじゃ、お休みなさい」


　ドアの閉しまる音がして、一人きりの広い部屋に静せい寂じやくが訪おとずれた。


　涼子はベッドの中で大作の言葉を反すうした。


（すべてを知っているってことは……どうにもならないことがどれだけあるかも知っているってわけか……）


　やがて、右京に対してそれほど腹はらが立たなくなってきた頃ころ、涼子は満まん腹ぷく感による眠ねむ気けに襲おそわれた。





　　　　三





　涼子が深い眠ねむりに落ちた頃、六角ビルを異い変へんが襲った。すべての電でん源げんが一いつ斉せいに落ち、ビル全体が闇やみに包まれたのだ。


　その時、茶室に一人でいた角すみ田た兵ひよう衛えは、暗闇の中で胡座あぐらをかいたまま身じろぎもしなかった。茶室の内部のことなら目をつぶっていても把は握あくできる。下手にうろたえる必要はなかった。間もなく部下が様子を窺うかがいに来るだろう。


　しかし角田は事じ態たいを甘あまく見ていた。一〇分が経けい過かしても停電は復ふつ旧きゆうせず、部下がやってくる気配もない。角田にはこの周辺で停電しているのが六角ビルだけだとは分からなかった。茶室からでは直接ビルの外を眺ながめることはできないからだ。


　角田は茶ちや簞だん笥すに内ない蔵ぞうされた電話に手を伸のばした。しかし内線はおろか外線も通じない。茶室には携けい帯たい電話を持ち込まないことにしているため、このままでは外部と連れん絡らくが取れない。


「仕様がねえな……」


　舌した打うちして立ち上がろうとした角田は、腰こしを浮うかせたところで動きを止めた。


　人の気配があった。


　出入り口ではなく障しよう子じ窓まどの方である。本ほん宅たくからつながる渡わたり廊ろう下かは鶯うぐいす張ばりになっていて、たとえ忍しのび足であっても音が鳴る仕組みになっている。庭には植え込みがあり、まったく音を立てずに茶室に近ちか寄よることなど不可能なはずだった。


　暗闇に慣なれた角田の目は、月明かりにうっすらと照らされた障子の向こうに黒い影かげが動くのを認みとめた。


　窓の下ではない。


　侵しん入にゆう者しやは上にいた。


（屋根か──）


　角田は天てん井じようを見上げながら、忍にん者じやのごとき敵てきの体たい術じゆつに驚きよう嘆たんした。しかし茶室内の自分を外から殺すことはできまい、とも思った。障子窓には防ぼう弾だんガラスがはめ込まれている。他の出入り口といえば茶室特有のひどく狭せまい潜くぐり戸が一つきりだった。


　角田は床とこの隠かくし戸と棚だなから一丁の銃じゆうを取り出した。銃身の短い水平二連れん装そうのショットガンである。潜り戸から入ってくる敵を文字通り蜂はちの巣にできる代しろ物ものだった。


　窓ガラスを叩たたく音が響ひびいた。


　上から伸びてきた手の影が障子に映うつっている。やけに大きな手だった。


　角田はショットガンを窓に向けたが、防弾ガラスだと思い出して銃口を下げた。窓からの侵入はありえない。


　カカカカカ……


　奇き妙みような振しん動どう音おんがかすかに聞こえてきた。


　茶簞笥に載のっていた碗わんがゆっくりと横に滑すべり、畳たたみの上に落ちた。


「地じ震しん……!?」


　茶室全体が小こ刻きざみに震ふるえ始める。


　虫の羽音を数百倍にしたような耳みみ障ざわりな音が高まったかと思うと、防弾ガラスが内側に向かって爆ばく発はつしたように砕くだけ散った。


　無数の破は片へんが散弾のごとく障子を粉ふん砕さいしながら茶室内に降ふり注ぐ。


「ぬううっ！」


　角田は破片から顔面を防ぼう御ぎよしながらショットガンを撃うった。


　破片の雨がおさまり、角田は顔を上げる。防弾ガラスは完全に粉砕され、障子もほとんどが吹ふき飛んでいる状じよう態たいだった。爆薬にしてはそれらしい臭においも煙けむりもない。


『──あんたがボスか』


　真後ろからの声に、角田は反はん射しや的に振ふり向いて引き金を引いた。しかし、散弾を浴びたはずの敵の姿すがたはそこにはない。


　角田は戦せん慄りつした。


　潜り戸が開いている。


　敵は防弾ガラスの破は壊かいと同時に侵入したのだ。


『弾たま切ぎれだな』


　声はまたもや真後ろから聞こえてきた。


　角田は後頭部の一点にナイフの切っ先を押おし当てられたような悪お寒かんを感じた。恐おそろしく研とぎ澄すまされた殺気だった。


　声の言う通り、角田のショットガンは二連発である。この茶室では必要にして十分な武ぶ器きのはずだった。茶簞笥には予よ備びの散弾もあるが、込め直している余よ裕ゆうはない。


『ここには京極幻弥はいない……いた形けい跡せきもない。自分のボスをダシに使うとはな。まんまと乗せられたよ』


「来るところを間ま違ちがえたってのか？」


　角田の問いは時間稼かせぎではなく、本心から発したものだった。


　このビルの中身もよく知らずに──つまり下調べもなしに忍しのび込み、厳げん重じゆうな警けい備びを突とつ破ぱして最上階の茶室にまでやってこれる人間がいるなど信じられるはずがなかった。よほど訓練を積んだ人間でもこんな無む茶ちやはしないだろう。


『誘さそいだとは分かってたが、それにしては警備が厳重すぎた。ここに来るまでは確かく証しようが持てなかったが……失敗したな』


「何がだ？」


『持ってきた爆薬を使い切ってしまった。今から解かい除じよしようにも間に合わん』


　それを聞くなり角田は猿さるのような俊しゆん敏びんさで潜り戸に向かって跳とんだ。


　指先が潜り戸の端はしにかかったその時、右の足首を何者かの手に摑つかまれ、凄すさまじい力で引き戻もどされた。


　バキッ！


　角田の小こ柄がらな身体からだが茶室の天井にぶつかり、さらに畳の上に叩きつけられる。角田は重力が反転して茶室全体が縦たて方向に回転したように錯さつ覚かくした。


『そう慌あわてるな。どうせ死ぬ身だ』


　角田は全身がバラバラになったような衝しよう撃げきに朦もう朧ろうとしながらも身を起こした。侵入者と思おぼしき小山のような巨きよ体たいが影絵のように見えた。


　身体にめりこんだガラスの破片の痛いたみが、正せい常じような感覚とともに恐きよう怖ふを呼よび起こす。


「……げ、幻弥に用があるんじゃねえのかい」


『ここまで来るのも苦労したんだ。せっかくだしな……それにボスが死ねば組そ織しきの中で混こん乱らんが起きるだろう。それが俺おれにとって有利に働くかもしれん』


　あまりにも気楽な物言いだった。


　殺し屋が因いん果がを含ふくませるような言い様ではない。


　この男にとって角田兵衛という人間などゴキブリに等しい存そん在ざいなのだ。あるいはそれ以下かもしれない。何の感かん情じようも必要なく、使ったちり紙をゴミ箱に捨すてるのと同じ感覚で始末できる──その程てい度どのものにすぎない。


「お前が……そうなのか？」


　角田はそう言いながら、仰あお向むけになったままじりじりと退しりぞいた。意い識しきした動きではない。無む駄だだと知りながら本ほん能のう的に逃にげようとしているのだ。


「お前が幻弥の言っていた『真の強者』なのか……？」


『いや。ただのホームレスだ』


　大きな掌てのひらが角田の視し界かいを覆おおった。直後、万力のような力が角田の頭ず蓋がい骨こつを締しめ上げる。


『禅ぜん問もん答どうなら地じ獄ごくでやれ』


　ミシッ。


　自分の頭蓋骨が限げん界かいを超こえて軋きしむ音を、角田は聞いた。





　角田の配下の者が茶室に駆かけつけたのは、それから数分後のことだった。


　もともと護ご衛えいの任にんに就ついていた者たちではない。


　最上階の屋や敷しきにいた人間のほとんどは、停電から十数分の間に絶ぜつ命めいしていた。


　死体は、どれも首があらぬ方向を向いているという異い常じようなものである。


　抵てい抗こうする間もなく、得体の知れない凄まじい力で頸けい骨こつを砕くだかれたとしか思えない死に様であった。奇き妙みようなことに銃じゆうを抜ぬいた者が一人もいない。誰だれも敵てきの姿を見ていないのだ。


　会長の生死を確かく認にんするためにやってきた男たちは、懐かい中ちゆう電灯で茶室内を照らした。小柄な角田の身体は、茶ちや簞だん笥すにもたれかかるようにして座すわっていた。首をうなだれ、入り口に対して背せを向けている。


「会長！」


　潜くぐり戸から入った一人が角田に近ちか寄よる。肩かたを摑んで揺ゆさぶると、膝ひざの上に置かれていた角田の左手が畳たたみの上に落ちた。同時に、金具の外れる乾いた音と、重い物が落ちるゴトリという音がした。


　二人目に入ってきた男が懐中電灯を床ゆかに向ける。その光に照らし出されたのは、角田の手からこぼれ落ちた手しゆ榴りゆう弾だんだった。





　　　　☆





　会長専せん用ようエレベーターの縦たて穴あなを利用して脱だつ出しゆつした慶一郎は、ビルの外へ出て間もなく、はるか頭上に爆ばく発はつ音おんを聞いた。


　六角ビルの三十二階より上の区画に仕し掛かけた爆薬が炸さく裂れつしたのだ。


　停電により真っ暗になっていたビルから紅あかい炎ほのおと煙けむりが立ちのぼる。


　慶一郎は脱出経路を封ふう鎖さするように爆薬を仕掛けていた。停電してからすぐに脱出しないかぎり、〈六角会〉の中ちゆう枢すうにいた人間の大半は助からないだろう。


　しかし、慶一郎の頭から六角ビルのことはすでに消えていた。数少ない手持ちの武ぶ器きを浪ろう費ひさせられたという苦い思いがあるだけだった。


　停とめてあったジープに戻ると、トラップが仕掛けられていないことを確認してからキーを回し、発進させる。


　行き先は決まっていた。


〈Ｖ─１エクストリーム〉の舞ぶ台たい、池袋である──





　　　　四





　北区・赤あか羽ばね──


　住じゆう宅たく街がいの外れの裏うら通どおりに、隠かくれ家のようにポツリと建っている一軒けんの喫きつ茶さ店てんがあった。


　店の名はイタリアンカフェ〈リサリサ〉。


　その猫ねこの額ひたいほどの軒のき先さきに小さなテーブルを出し、一人オープンカフェを決め込こんでいるスーツの男──澁澤右京は、長い足を横に投げ出すようにして組み、憂ゆう鬱うつそうにテーブルに頰ほお杖づえをついていた。


　霧きりのような小雨が降ふり始めていた。


　ビーチパラソルがさしてあるため直ちよく接せつ雨に濡ぬれることはないが、全身を包むじっとりとした湿しつ気けまでは防ふせげない。


　喫茶店のドアが開いて、ホルスタイン柄がらのエプロンをしたウェートレスが顔を出した。


「右京さん、もう中に入ったら？　雨も降ってきたし、蒸むし暑いよ～？」


「人を待ってるんだ。放っといてくれ」


「あら、誰が来るの？」


「んなもん、俺だって知らねえよ」


　右京の投げやりな返答に、ウェートレスはキョトンとした顔になったが、すぐに笑え顔がおに戻もどって訊きいた。


「じゃあアイスのお代わり、する？」


「もうじき出で掛かけるから、気ィ使わなくていいって」


　右京は空になったアイスコーヒーのグラスを返すと、手をヒラヒラと振ふった。ウェートレスが店内に戻るのを見送り、正面に向き直った時、右京は雨の中に立つ人ひと影かげに気付いた。


　ひと目見て異様と感じる風ふう体ていの人物だった。


　黒っぽく変色したボロボロの帆ほ布ぬのをマントのように身体からだに巻まき付け、足首の辺りまで隠している。フードで頭全体を覆おおい、口元も隠されているため、顔はまったく見えない。身長は一七〇センチはないだろう。


「そんな格かつ好こうでうろついてると捕つかまるぜ？　この国は治安がいいんだ」


　右京が声をかけると、マントの人物はテーブルの前まで歩み寄ってきた。汚きたない格好をしているわりに体たい臭しゆうは臭におってこない。


　右京は床に置いてあったずだ袋ぶくろを取り、テーブルの上に置いた。


「滞たい在ざい中ちゆうに必要な品は一通りまとめてある。下着も入ってるからたまには着き替がえとけよ。それと、これが金だ」


　スーツのポケットから取り出した筒つつ状じようの紙の束をテーブルに置く。二百枚まいの千円札を丸めて輪ゴムで留とめたものだった。


　マントの間から左手が伸のび、千円札の束を摑つかんだ。色白で繊せん細さいそうな手だが、その小指だけが、墨すみでも染しみこんだように黒ずんでいた。


「本ほん能のうだけで動くんじゃねえぞ。食い物はちゃんと金を払はらって食うんだ。頼たのむから派は手でな騒そう動どうだけは起こしてくれるなよ。俺の〈星ほし詠よみ〉が乱みだれる」


　右京の忠ちゆう告こくに何も答えず、マントの人物は札束を懐ふところにしまい、ずだ袋を肩かたに担かついだ。無む造ぞう作さな足取りで駅の方に歩き出すが、すぐに立ち止まり、暗い夜空を見上げた。


「今夜……〈覚醒者アートマン〉が現あらわれる」


　明めい瞭りような日本語でそう告げると、マントの人物は現れた時と同様に暗がりの中に溶とけ込むように姿すがたを消した。


　その声は──少年のものだった。





　　　　☆





　午後十一時五分──池袋。


　目覚まし時計で起こされた涼子は、バスルームで熱いシャワーを浴びていた。


　三人くらいは楽に入れるジャグジー付きの大きな湯船を見て思わず入りたくなったが、お湯をためてのんびり浸つかっている時間の余よ裕ゆうはなかった。もともと夏場は部活の後にシャワーで汗あせを流すのだが、今日は大作に付き合って早そう退たいしたため浴びていなかったので、その代わりということもある。


　羽う毛もう布ぶ団とんの効こう果かなのか、三時間の仮か眠みんで涼子の体調は心身ともにベストの状じよう態たいになっていた。ただ焦あせって混こん乱らんしていた頭も今はクリアになっている。右京に対する雑ざつ念ねんもどこかへ消えていた。
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　とにかく美雪を救出すること──それだけをやればいい。そう心を決めていた。


　再ふたたび制せい服ふくを着てバスルームを出ると、いつの間にか大作が戻ってきていた。大作はベッドに腰こし掛かけ、買ってきた品々の袋を開けては床ゆかに並ならべている。ありふれた日用品もあれば、見たことのない道具もあった。


「これ、全部がラッキーアイテム？」


「そうでもないですよ。あれば便利って物がほとんど……」


　そう言う大作が手にしている物に気付くと、涼子は猛もう然ぜんと駆かけ寄よってそれを奪うばい取った。


　女物のショーツである。


「人のパンツを勝手に触さわるんじゃないわよ、この変態！」


「涼子さんのじゃないですよ」


「え!?」


　涼子はショーツを確かく認にんした。イチゴのプリントのある可愛かわいらしいショーツである。確たしかに涼子の持ち物ではなかった。よく考えてみれば当然のことである。


「これ、誰の？」


「美雪ちゃんのです。鬼塚家から持ってきました」


「それじゃ下着ドロじゃない！」


　涼子は大作の後頭部を平手で引っぱたいた。大作は首を押おさえながら抗こう議ぎする。


「泥どろ棒ぼうはひどいですよ。これは必要な物だから持ってきたんです。右京さんの作ったリストに従したがったまでですよ」


「必要な物!?」


　涼子はベッドの上を見た。ショーツと同じ柄がらのキャミソールに、ブラウスとスカート、ニーソックスとスニーカーまであった。つまり美雪の普ふ段だん着ぎ一式である。


「全部揃そろってるわね……って、どういうこと？」


「美雪ちゃんを救出した時に必要になるんでしょう。着き替がえる必要があるか、服を着ていないかのどっちかだと思いますが」


「右京あいつはそんなことまで面めん倒どう見るの？」


「無む駄だなことはしない人ですよ。本当に切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようでは、ちょっとしたことが命取りですから。なにしろ僕ぼくらはこれから『五秒でカツ丼どんを作る』ようなことをするんですからね」


「五秒でカツ丼って、そもそも不ふ可か能のうでしょ？」


「できますよ。いつ、どこで、それが必要になるか、あらかじめ分かっていればね」


　それを聞いて、涼子はようやく右京的思考を少しだけ理り解かいできたように思えた。


　いざという時がどのタイミングで来るかを予知して、その場面を切り抜ぬけるために必要十分な用意をしておくのだ。今回の場合、涼子自身がラッキーアイテムとして配置されていることになる。


「ちなみに涼子さんのもありますよ。これは買ってきた物ですが」


　大作が取り出した、パッケージに入ったままのＢＶＤの女じよ性せい用ショーツを見て、涼子はギョッとなった。


「何でこんな物が？　まさか今ここで着替えろってわけじゃないでしょ？」


「やがて必要になるんでしょうね。例えば……」


「それ以上言ったら殺すわよ！」


　涼子は大作の手からショーツを取り上げた。


「男のくせに……よく恥はずかしくないもんね!?」


「男が女物の下着を買ってはいけないという法律はありませんよ。そして、目的のためにはどんな恥はじをも厭いとわない勇気が僕にはあります！」


「恥知らずを誇ほこるんじゃないわよ！」


『厚こう顔がんの美少年』の面目躍やく如じよたる台詞せりふに、涼子は今すぐにでも大作と縁えんを切りたくなった。


「もう……とにかく、この散らかってるのをどうにかしてよ」


「必要な物が揃ってくるかどうかチェックしてるんですよ。三回も確認しましたからもう大だい丈じよう夫ぶでしょうけど──そうだ涼子さん、上を脱ぬいでもらえますか？」


「あ、あんた、もう一回引っぱたかれたいの!?」


「勘かん違ちがいしないでください。涼子さんに渡わたす物があるんです」


　大作は買い物袋ぶくろから白いベストのような物を取り出した。


「肩かたと脇わきの部分がマジックテープになってます。サイズは融ゆう通ずうが利ききますから、とりあえず制せい服ふくの下に着てみてください」


　大作に後ろを向いているように命じて、涼子はベストを身に着けた。表面の布ぬの地じは合成繊せん維いらしく、中には薄うすい金きん属ぞく板ばんが身体からだの動きを妨さまたげない形で入っている。二キログラム前後の重さがあった。


「これは……何？」


「防ぼう弾だん防ぼう刃じんベストです。アイスピックで刺さされても貫かん通つうしませんし、マグナム弾だんも防ふせげます。と言ってもあくまでカタログ上の性せい能のうですから、過か信しんはしないでください」


　大作のラッキーアイテムが鉄板一枚まいだったことを考えると、かなりの重じゆう装そう備びといえる。


「これを着るってことは……あたし、撃たれるってこと？」


「もしくは刺されるか斬きられるか、ですね」


　涼子は身が引き締しまるのを感じた。恐きよう怖ふによるおののきではない。武む者しや震ぶるいだった。


「これって……現げん代だいの鎧よろいね」


「それを言うなら鎖くさり帷子かたびらでしょう」


　防弾防刃ベストは、上にセーラー服を着るとほとんど目立たなくなった。涼子は少し身体を動かして、激はげしい動作にも支し障しようがないようにマジックテープを調節した。


　大作はラッキーアイテムをまとめて詰つめ込んだリュックを背せ負おう。


　涼子は肩に竹刀しない袋を担かついだ。


「静馬は？」


「闘たたかってますよ。今のところ全勝です」


「そう……じゃあ、行くわよ」


　午後十一時二十八分──御剣涼子、出しゆつ陣じん。





　　　　五





「あと三〇分を切ったか……終わりだな」


　池袋西口公園の時計を見上げ、〈アースシェイカーズ〉の『ハル』こと仁に志し雅まさ春はるは鼻を鳴らした。


　予選も大詰めとなり、生き残ったバイパーズの人数も少なくなっていた。ハルも対戦相手を求めて西口公園にやってきたのだが、ここに陣取っていたはずのペインキラーズ・氷ひ室むろ那な智ちの姿すがたはなかった。どこかへ移い動どうした後らしい。


　ハルは左手の腕うで輪わを見た。


　残る紅あかい勾まが玉たまは一つ、白い勾玉は一〇。


　二日目、京極刹せつ羅らとの対戦で手て痛いたい敗北を喫きつしたこともあり、開始当初に考えていたほどには勝ち星を稼かせげていない。紅い勾玉が残ってさえいれば予選は通過できるが、古参チームの意地にかけて、あと三勝くらいはしておきたいところだった。


　ここで待つか移動するか考えていると、背はい後ごから声がかかった。


「そこのてめえは、アースシェイカーズのハル……だな」


　振ふり向くと、大おお柄がらな二人組が立っている。


　黒いノースリーブのジャケットに黒いパンツ、グローブと編あみ上げのブーツまでが黒で統とう一いつされている。二人とも口の端はしと目め尻じりが吊つり上がった『歯を剝むき出して笑う悪あく魔ま』を思わせるマスクを着用していた。プロレスラーが着けるような薄うす手での物である。


　一九〇前後ある長身の男のマスクの額ひたいには『１』、それよりはやや背は低いが分ぶ厚あつい体つきをした男のマスクには『２』のナンバーが刺し繡しゆうされている。


「見かけない面ツラだな……お前らもバイパーズか？」


「俺おれたちは〈ブラック・ノヴァ〉だ」


　聞き覚えのないチーム名だった。ありきたりと言えばありきたりな名前ではある。マスクを着けたチームというのもそう珍めずらしくはない。存そん在ざい感が薄いため覚えていなかったというだけの事かも知れなかった。


「参加資し格かくはあるんだろうな？」


　ハルの問いに、〈ブラック・ノヴァ〉の二人は左腕を持ち上げた。


　どちらの腕にも蛇へびの腕輪がはまっている。紅い勾玉はどちらも三つ、白い勾玉は七～八個はある。つまり無敗で勝ち残っているのだ。


「いいぜ。どっちがやる？」


　１号が前に出た。ハルはユニオンジャック柄がらのバンダナをきつく巻まき直す。


　二人は西口公園の中央で対たい峙じした。


　半身に構かまえたハルに対し、１号は両腕をダラリと下げたまま構える様子はない。だるそうに肩かたを回し、コキコキと首を鳴らしている。ハルの目にはマスクの下の顔が笑っているように見えた。


　ハルはあと一敗で予選敗はい退たい、対する〈ブラック・ノヴァ〉の二人はこの残り時間のうちに三敗する可か能のう性せいはほとんどない。相手にとってこの一戦はただの遊びにすぎないのだ。


　ハルは自分が負けることなど考えていない。予選通過を優ゆう先せんして安全策さくをとることも潔いさぎよしとしない。ただ燃もえ上がり、そして燃え尽つきるまで全力で闘うだけだった。それがバイパーズの流りゆう儀ぎなのだ。


　先に仕し掛かけたのはハルだった。


　膝ひざ蹴げりで飛び込こみ、六発のパンチと締しめのローキックによる怒ど濤とうの七連打を浴びせる。


　１号は顔面を防ぼう御ぎよしたたけで、ボディと腿ももへの攻こう撃げきをモロに食らって上体を折った。


「──シュッ！」


　ハルの打点の高いローリングソバットが１号の側頭部を捉とらえた。１号はよろけて尻しり餅もちをつく。


「図ずう体たいのわりに大したことねえな。弱い奴やつの相手が専せん門もんか？」


　ハルは１号に『立ち上がってこい』と手て招まねきした。


　ガッ！


　いきなり背はい後ごから蹴りを食らって、ハルはもんどり打って地面に転がった。すぐに身を起こして不意打ちしてきた相手を見る。


　ブラック・ノヴァ２号であった。


「なっ……てめえ！」


　ハルは信じられないという顔で立ち上がった。〈Ｖ─１エクストリーム〉予選バトルロイヤルでは一対一の対戦が原げん則そくである。他の者が手を出そうとしても目に見えない力が働いてバトルフィールドから締め出される仕組みになっている。１号との対戦中に２号が横槍を入れてきたということは、〈ブラック・ノヴァ〉にはそのルールが適てき用ようされないということなのか。


　１号が後ろから組み付いてきた。振りほどこうとしている間に２号が突とつ進しんし、ハルに体当たりを仕掛けた。１号もハルと一いつ緒しよに跳はね飛ばされるが、文もん句くも言わずに起き上がってくる。最初のハルの攻撃もほとんど効きいていない様子だった。


　二対一の対戦が始まった。


　相手は二人がかりといってもそれほど連れん携けいが取れているとは言えなかった。一人一人の強さも大したことはない。ハルの実力なら二人同時でも闘たたかえるレベルだった。


　しかし〈ブラック・ノヴァ〉１号２号の打たれ強さは異い常じようだった。どれだけ殴なぐられても蹴られても平気な顔で（表ひよう情じようはマスクで見えないが）立ち上がってくる。まるでゾンビでも相手にしている気分だった。


　スタミナ切れで動きの鈍にぶったハルの両りよう腕うでを１号と２号が摑つかんだ。腕で防御できない態たい勢せいにしてから、腹はらと背せ中なかに好き放題に蹴りを入れる。


「オラオラ、どうしたハル！　弱よええのはおめえの方だろうがよ！」


「キヒヒヒヒヒィ──ッ!!」


　１号２号は嘲あざけり笑いながら攻撃を続ける。ハルはさながら地じ獄ごくの獄卒に刑けい罰ばつを受ける罪ざい人にんの体ていであった。


「ぐっ……舐なめんじゃねえ！」


　ハルは左腕に渾こん身しんの力を込めて手首を摑んでいる２号を引き寄よせると、その下腹に突つき蹴りを食らわせた。自由になった左手で得意のフックを１号のテンプルに叩たたき込む。よろけたところへ膝の裏うらに蹴りを入れて倒たおし、仰あお向むけになった１号に馬乗りになった。


　お返しとばかりに顔面に拳こぶしの連打を見み舞まう。頭ず蓋がい骨こつではない硬かたい物を殴った感かん触しよくがあった。右の拳を見ると、皮の一部が剝むけて血が滲にじんでいる。


「その面つらを見せろ！」


　ハルは１号のマスクの首もとに指をかけ、マスクを剝はがしにかかった。きついマスクがずり上がり、口元が露あらわになる。その顎あごの右半分にはビスで鉄板が固定されている。


　力任まかせに引っ張ぱると、１号のマスクはすっぽ抜ぬけるようにして脱ぬげた。


　その下から現あらわれた顔を見て、ハルは自分の目を疑うたがった。


「なっ……何でてめえがここにいる!?」


　ゴッ！


　ハルの首くび筋すじに、２号が組み合わせた両手を叩きつけた。驚きよう愕がくの表情のまま、ハルの身体からだはゆっくりと横向きに倒れていく。


「ふざ……ける、な……」


　ハルの唇くちびるがわずかに動いたが、それが最後の抵てい抗こうだった。


　地面に倒れ伏ふしたハルの腕輪から紅あかい勾まが玉たまが砕くだけて消え、２号の腕輪に新たな白い勾玉が加わった。


　１号はハルの手からマスクを取り返してかぶり直した。動かなくなったハルの脇わき腹ばらに腹いせの蹴りを入れると、２号とともにその場を立ち去った。


　午後十一時四七分──〈アースシェイカーズ〉仁志雅春、脱だつ落らく。





　　　　☆





　午後十一時五七分──池袋中央公園。


　予選終しゆう了りようまでほぼ秒読みの段だん階かいとなったにもかかわらず、静馬の陣じん取どるエリアはいまだ張り詰つめた緊きん張ちよう状じよう態たいにあった。


　氷室那智との対戦が始まったからである。


　五〇分を過すぎてから現れた那智と、静馬が公園中央で対たい峙じしてからすでに七分。互たがいににらみ合ったままで積極的に仕し掛かける様子はない。彫ちよう像ぞうのように固まっているわけではないが、一定の距きよ離りから踏ふみ込もうとしないのだ。


「ずっとあのままだけど……あの二人はやる気があるの？」


　涼子は横にいる大作の脇を肘ひじで小突いた。


「さあ……今日の静馬さんは勝負を楽しむ余よ裕ゆうがない状態ですから、本当に手を出しかねてるのかも知れませんね」


「それだけ氷室那智が強くなったってこと？」


「少なくとも以前とは変わったってことでしょうね。動きが読めないというか……」


　静馬が相手の力を警けい戒かいして手を出しかねている──かつて見たことのない光景だった。


　那智の腕輪の紅い勾玉は静馬と同じく三つ。無敗でここまで闘い抜いてきている。


　長らくバイパーズ・レイヴを観戦してきたギャラリーにも事態の異様さが理り解かいできるのか、変化のない対戦に野や次じを飛ばす者もいなかった。息を呑のんで二人の挙動を見守っている。


　時計の長ちよう針しんが五九分を過すぎたところで那智が動いた。


　すり足でじりじりと間合いを詰め、不意に鋭するどい跳ちよう躍やくで懐ふところに飛び込んだ。


　パンッ！


　一いつ瞬しゆんの交差の後、二人は互いに飛び退のいて離はなれた。


　那智が攻こう撃げきし、静馬がそれを弾はじくか躱かわすかしたのだろうとは理解できたが、あまりに速すぎて具体的に何が起きたのかまでは分からない。


「見えた？　今の」


「角度的に見えませんでしたね。でも……もう終わりですよ」


「え!?」


　涼子は公園の時計を見た。長針と短針が一本に重なる瞬間だった。


　直後、空気を震ふるわせる鐘かねの音が辺りに響ひびき渡わたった。


　涼子は辺りを見回した。どこから聞こえてくるのか、池袋では聞いたことのない音色である。


「涼子さん、あれ！」


　大作がセーラー服の裾すそを引いた。見ると、大作は空中を指さしている。


　レーザーを思わせる真しん紅くの光線が二本、西の方へ向かって伸のびていた。


　その光の源みなもとは静馬と那智の腕輪だった。腕輪の蛇が鎌かま首くびをもたげ、その目から光線を放っているのだ。


　涼子は背せ伸のびして、二本のレーザー光線が伸びていく先に目を凝こらした。紅い光に縁ふち取どられた高い塔とうのような建物が見える。


「あの建物は何？」


「方角からすると……確か、豊と島しま区の清せい掃そう工場ですよ。建けん設せつ中ちゆうの……」


　間もなく、ミアン・キュービィから予選終了と決勝戦の会場についてのアナウンスが流れた。


　場所はレーザー光線が示しめした通り豊島区清掃工場、そして決勝開始の時じ刻こくは、一時間後の午前一時であった──










　第四十四話　いざ灼しやく熱ねつの戦場へ







〈九月十五日──雨のち晴れ〉





　俺は基き本ほん的てきにケンカはしないが、命のやり取りには応おうじる男だ。


　草くさ[image: ]なぎ静しず馬まはその逆ぎやくで、ケンカは大いにたしなむが、命のやり取りなどという殺さつ伐ばつとした行こう為いには応じない──そういう男だ。


　これは復ふく讐しゆう心しんを抱いだいて闘たたかう者と、天然自然の本ほん能のうに従したがう者との違ちがいだ。


　俺は闘いの中で限かぎりなく死に近付くが、奴やつはより生命の本ほん質しつに近付いていくだろう。


　当然、俺と奴とでは闘うべき相手も、戦場となる場所も異ことなる。


　その闘いを経へて最後に得られるものも──





　　　　一





　午前零れい時じ──池いけ袋ぶくろ駅周辺に存そん在ざいするありとあらゆる街頭モニターに、およそ欠点が見当たらないという意味で完かん璧ぺきな美び貌ぼうを持った金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女の姿すがたが映うつし出された。


　ミアン・キュービィである。


『零時をもちまして〈Ｖ─１エクストリーム〉予選バトルロイヤルは終しゆう了りようしました。引き続き午前一時より決勝戦を行います。予選通つう過か選手及および観客の皆みな様さまは、建設中の豊と島しま清掃工場前に集合してください。繰くり返します──』


　このアナウンスの直後から、池袋の各所で人の流れが変わった。完成すれば池袋の新たなランドマークとなる長大な塔──豊島清掃工場の煙えん突とつを目指して、ギャラリーが大移い動どうを始めたのである。


　豊島清掃工場はＪＲ山の手線と埼さい京きよう線せん、首都高速道路五号線に囲まれた角地に建設されている。『池袋マンモスプール＆スケートセンター』の跡あと地ちで、それに代わる施し設せつとして地上十一階地下三階の『健康プラザとしま』が併へい設せつされている。高さ二一〇メートルに及ぶ煙突は、周辺が繁はん華か街がいであることと、サンシャイン60に排はい煙えんがかからないように配はい慮りよされたものだった。


　アナウンスから十数分後、フェンスに囲まれた建設中の工場の周辺には二千人を超こえる見物人が集まってきていた。涼りよう子こたちも山手線を跨またぐ陸橋を渡わたり、光る矢印に従って資し材ざい搬はん入にゆう口から工場の敷しき地ち内に入った。完成後はおそらくゴミ収しゆう集しゆう車しやが走るのだろう、緩ゆるやかなカーブを描えがく下りのスロープの先へと矢印が続いている。


「あたしたち、このまま奥おくへ進んじゃっていいの？」


「いいも何も、前に進む以外にどうしようもありませんよ」


　大だい作さくの口調には悲ひ痛つうさが混まじっていた。立りつ錐すいの余よ地ちもないほど密みつ集しゆうした人々が一つの方向に流れているのだ。もはや流れに逆さからって動ける状じよう況きようではなかった。大作の身長では自分がどこへ向かっているのかさえ分からない。はぐれないように涼子の腕うでに摑つかまっているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


「静馬さんは？」


「さあ……ここに着いてすぐに見失ったままよ。ギャラリーに紛まぎれて入ってったとは思えないんだけど……」


　周囲の状況が把は握あくしきれないのは涼子も同じだった。気付いた時には人の波に呑のまれていて、立ち止まることも引き返すこともできなくなっていた。これだけ大おお勢ぜいの人間が混乱もせずに整然と行進していること自体が異い常じようともいえるが、それを自覚している人間はいないようだった。


「この先が決勝戦の会場ってことは、そこが敵てきの本ほん拠きよ地ちってわけよね？　だったらいいじゃない。行ったろーじゃないの！」


「痛いててっ！　張はり切るのは結けつ構こうですけど、僕ぼくの足を踏ふまないでくださいよ」


「ギュウギュウなんだから我が慢まんしなさいよ」


　涼子は横から押おしてくる男に肘ひじ鉄てつを食らわせながら言った。


　スロープを下っていくと、道はオレンジ色のライトが点々と続くトンネルになった。


「──うん？」


　涼子は足元に違い和わ感を覚えた。地面が妙みようにフワフワとして頼たよりない。体育で使うようなマットの上を歩いている感かん触しよくだった。しかし立ち止まって確かく認にんできる状況ではない。


「大作君、ちょっと変じゃない？」


「何がですか？」


「地面がやけに柔やわらかくない？」


「そうですか？　僕にはよく分かりませんけど……」


　その時、トンネル内を照らすライトの光が溶とけるように消えた。


　視し界かいが完全な暗くら闇やみに閉とざされる。頼りない足元と相まって、涼子はまるで果てしない闇の底に落ちていくような錯さつ覚かくに襲おそわれた。自分の腕を摑んでいた大作の手の感触が急になくなったので、反はん射しや的に手を伸のばして大作の身体からだを摑む。


「慌あわてないでください。こんな時のためのアイテムを出してるところですから」


「懐かい中ちゆう電灯？」


「赤外線暗視スコープです」


　ゴソゴソとバッグの中を探さぐる音がしばらく続いた。周囲でも人がざわめいていたが、奇き妙みようなことに密集している感じがしなかった。トンネル内という閉へい鎖さ空間のはずなのに、音が籠こもらないのだ。


「こっちですよ、涼子さん」


　大作が涼子の手を引いて歩き始めた。涼子の記き憶おくではトンネルの壁かべがあった方角だが、一〇メートル以上進んでも突つき当たる気配がない。そのうち、涼子は何か硬かたい物に膝ひざをぶつけた。


「痛いたい！　何か当たったわよ!?」


「客席ですよ。この先は階かい段だんになってますから、足元に注意してください」


　涼子は竹刀しない袋ぶくろを杖つえ代がわりにして段差を探り、前後に幅はばの広い階段を下った。マットのようなフワフワした感覚はなくなっている。


　頭上に星のような小さな光を見つけたのは二〇段近く下った頃ころだった。その光は次し第だいに強くなり、辺りの様子がうっすらと見えてきた。涼子が立っているのは劇げき場じようのような、あるいは野球場の観客席のような場所だった。


　星に見えた光の正体は、高い天てん井じように据すえ付けられたスポットライトだった。二〇基きほどのスポットライトの光が観客席を舐なめるように縦じゆう横おうに走る。ローマのコロシアムを思わせる円形の競きよう技ぎ場じようであった。


　すでに暗視スコープは必要のない明るさになっている。涼子は大作を追い越こして観客席の最前列に出た。ようやく競技場に気付いた他ほかの見物人たちがどっと押し寄よせてくる。暗視スコープを装そう備びした大作の先せん導どうがなければ最前列には出られなかっただろう。


「清せい掃そう工場の地下にこんな場所があるなんて……」


「壮そう観かんですねえ。東京ドームよりは小さい感じですが」


　大作が暗視機き能のうを切ったスコープで競技場全体を見回す。すり鉢ばち状じようの観客席は競技場をＣの形に囲んでいる。席の数は数千といったところか。


　ほとんどの観客が席に着いた頃、スポットライトが初めて競技場を照らした。八角形のステージのそれぞれの角に、八つの人ひと影かげが立っているのが見える。スポットライトが一人一人を照らし出した。


『──予選バトルロイヤルを勝ち抜ぬいたストリート・バイパーズの闘とう士したちよ、ステージの中央へ進みなさい』


　ミアンのアナウンスに従したがって八人がステージ中央に歩み出る。涼子は客席と競技場を隔へだてるフェンスから身を乗り出すようにして静馬の姿すがたを探さがした。


「いましたよ！　右みぎ端はしにいるのが静馬さんです」


「本当に？」


　大作の手からスコープを奪うばって覗のぞき込こむ。


　しかし、涼子には大作の言うその人物が静馬とは思えなかった。


　虎とらのマスクをかぶり、虎とら縞じまのマントをなびかせた怪かい人じんだったからである。


「あれ、デルなんとかって怪人じゃないの？」


「魔界公爵ヘル・デユークなら向こうにいるじゃないですか」


　確たしかにデルモンテ＝嘉か門もんは虎男の隣となりにいた。翼つばさを広げたコウモリの形に金きん髪ぱつをセットし、黒いマントを身体に巻まき付けている。


　涼子はあらためて虎男を見た。よく観察すると羽は織おっているのは虎縞のマントではなく長ランだった。長ランよりも特とつ攻こう服ふくという呼よび名の方が正確だろう。


「あの特攻服一式とマスクを作るのに十八万もかかったんですよねえ」


「……アホね」


　涼子は無む性しように帰りたくなった。


　ステージ中央で八人のバイパーズが向かい合った。ステージ背はい後ごの巨きよ大だいなスクリーンにミアンの姿が映うつし出され、その左右に出場者それぞれの顔が並ならぶ。


『決勝戦の出場者を紹しよう介かいいたします。まず一人目は──〈真しん聖せい紀き魔ま界かい絶ぜつ技ぎ団だん〉、デルモンテ＝嘉門！』


　コールとともにデルモンテはマントを左右に大きく広げた。


　シュバババババババババババァン！


　マントの中に隠かくされていた百発以上ものロケット花火が一いつ斉せいに発射され、ステージ狭せましと飛び回っては空中で次々と炸さく裂れつした。


「ムハハハハハハハハ～～ッ！」


　デルモンテの高笑いが響ひびくと、観客も大喜びで歓かん声せいを上げた。しかし他の七人にすればいい迷めい惑わくである。虎男が猛もう然ぜんと抗こう議ぎした。


「アホか、なんでこいつを初しよっ端ぱなに紹介すんねん！　派は手でなとこ全部持ってってまうやろが！　後のもんが困こまるやないか」


『──二人目は〈ナイツ・オブ・ゴールド〉、不ふ動どう秋あき嵩たか！』


　虎男の抗議を完全に無む視しして、ミアンは反時計回りに紹介を続けた。


　ロケット花火に一番驚おどろいていた秋嵩は、肩かたを怒いからせてデルモンテをにらんでいる。


『続いて同じく〈ナイツ・オブ・ゴールド〉、久く遠おん七なな瀬せ！』


　唯ゆい一いつの女バイパーズである七瀬は、花火の煙けむりを迷惑そうに手で払はらった。


『同じく〈ナイツ・オブ・ゴールド〉、京きよう極ごく刹せつ羅ら！』


　黒いインバネスをまとった刹羅は右手の指を鳴らした。輪になった八人の中心に一いち陣じんの旋つむじ風かぜが起き、花火の燃もえカスが煙とともに巻き上げられてステージの外へ吹ふき飛ばされていった。


『五人目──〈ペインキラーズ〉、氷ひ室むろ那な智ち！』


　八人の中で最軽量の那智は、虎男を一いち瞥べつして軽く頷うなずいた。


『続く二人は〈ブラック・ノヴァ〉１号＆２号！』


　全身黒ずくめの二人のマスクマンを見て、観客がざわめいた。


「何者だよ、あれは？　見たことねえぞ」


「どっから湧わいて出てきたんだ？」


　背後から聞こえてくる声を耳にして、涼子は大作の腕うでを引いた。


「あの二人、何なの？」


「僕も知りませんよ。〈ブラック・ノヴァ〉なんてチームは聞いたこともありませんし……似にたような名前のチームなら以前ありましたけど、壊かい滅めつしてもう存そん在ざいしてません」


　バイパーズについて大作が知らないことはほとんどないと言っていい。しかも決勝戦に出てくるとなれば相当な実力の持ち主のはずである。まったく無名の新人が参戦してきたとは考えにくかった。


「まさか正体が南な雲ぐも先生ってことは──」


「体たい格かくが違ちがうじゃないですか。南雲先生ならもう二回りは大きいですよ。それに１号が南雲先生だとすると２号は誰だれなんです？」


「お師し匠しようさまとか……」


「マスクで顔が見えないからって、思いつきで適てき当とうなこと言わないでくださいよ」


　大作の意見は至し極ごくまっとうだった。涼子は黙だまるしかない。


『最後はバイパーズ・チャンピオン、草[image: ]静馬！』


「おっしゃァ────ッ!!」


　静馬は虎のマスクを脱ぬぎ捨すて、拳こぶしを天に突つき上げた。観客が最大の歓声で応こたえる。その津つ波なみのような声に驚きながらも、涼子は冷静だった。


「自分で脱いじゃったわよ、あのマスク。何か意味があったの？」


「名前をコールされちゃいましたからねえ。かぶっててもしょうがないと思ったんじゃないですか？」


「演えん出しゆつがグダグタになってるわね」


「こんな状じよう態たいになるとは予よ測そくしてなかったですもんねえ」


　さすがに右う京きようの〈星ほし詠よみ〉もそこまではフォローしなかったらしい。


　静馬は自分以外の七人の顔をぐるりと見回した。


「これで全部か？　ハルとザキはどないしたんや？」


　低い笑い声がした。ブラック・ノヴァ１号と２号である。


「ザキなら……俺おれが仕し留とめた」


　１号が左手の腕輪を指で弾はじいて鳴らした。


「ハルは俺が……」


　２号も腕輪を見せた。二人とも紅あかい勾まが玉たまは三つ残っている。実じつ際さいは１号２号だけではない。決勝戦に出場する八人全員が無敗で予選バトルロイヤルを突とつ破ぱしてきていた。


「ふうん……ま、無敗っちゅうても中身が問題やけどな。コソコソ逃にげ回っとった連中もおることやし」


　静馬は意地の悪い笑えみを浮うかべながら〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の三人をジロジロと眺ながめた。バトルロイヤルの間中、静馬との対戦を露ろ骨こつに避さけ続けてきたトリオである。秋嵩はそっぽを向いて下手クソな口笛を吹き、七瀬は視し線せんを外して手の中でチェーンを玩もてあそんでいる。ごついゴーグルで目を隠かくしている刹羅は無む表ひよう情じようのまま何の反はん応のうも示しめさない。


「言っておくが、吾わが輩はいは逃げたわけではないぞ？」


「お前には言うてへん！」


　デルモンテの発言に、静馬は激はげしく突っ込んだ。


「どうせまた〈魔ま力りよく〉の補ほ給きゆうに戻もどっとったんやろが」


「ほほう。よくぞ見み抜ぬいたな」


「そら見抜くわい。だいたいお前の〈魔力〉て、ほとんど〈火薬〉と同じとちゃうんか？」


「火薬などという無ぶ粋すいな言い様はよしてくれたまえ。よりエレガントに〈火の精せい霊れい〉もしくは〈サラマンダー〉と……」


「知らんわ！」


　ステージ上のやりとりは最前列とはいえ客席まではっきりとは聞こえてこない。しかしおおよそのところは涼子にも想そう像ぞうがついた。


「静馬に突っ込まれるようになったら人間、おしまいね」


「むしろ貴き重ちような人材ですよね。魔人材というか……」


「どうでもいいわよ。それより、決勝戦はトーナメント制せいになるわけ？　八人ってことは三回勝てば優ゆう勝しようよね」


「そろそろ発表するみたいですよ」


　ステージの中央に直径二メートルほどの穴あなが開き、そこから尖せん塔とうのような物体がせり上がってきた。八はつ角かく錐すいの形をした灰はい色いろの塊かたまりである。色と質しつ感かんからしてコンクリートに見える。


　石せき塔とうの八つの面のほぼ中央に鉄の輪が埋うめ込まれていた。


『この石塔により決勝戦の組み合わせが決定されます。各自、リングを摑つかんでください』


　他の七人が自分の目の前にあるリングを摑もうとするのを静馬が制した。


「待て待て！　せっかく予選もやったことやし、勝ち星の多い順に好きなとこ選ぶっちゅうのはどうや？」


『認みとめます。それではまず京極刹羅から』


「ぬわにィィッ!?」


　のけぞる静馬をよそに、刹羅は自分の正面にある輪を摑んだ。


　結局、言い出しっぺの静馬の名が呼よばれたのは六番目だった。雑ざ魚こ狩がりをしなかったため勝ち星の数が伸のびなかったのだ。最下位は当然というべきか、戦せん闘とう時間に制せい限げんのあるデルモンテだった。


　全員が輪を摑むと、天てん井じようから稲いな妻ずまのような電光が走り、石塔を貫つらぬいた。石塔は一いつ瞬しゆんにして砂すなと化して崩くずれ、鉄の輪同士をつなぐ四本の鎖くさりが露あらわになった。


「ほう～、こういう仕組みか」


　静馬は摑んだ鉄の輪を引いた。鎖のもう一方の端はしを摑んでいたのは──刹羅であった。


「いきなり優勝候補同士の対戦かよ！」


「事実上の決勝戦じゃねえか！」


　観客の間にどよめきが広がり、やがてブーイングが起こった。


　二人の他ほかには那智と秋嵩、七瀬とデルモンテ、ブラック・ノヴァ１号と２号がそれぞれ一本の鎖の両端を握にぎっている。トーナメントの組み合わせとしては明らかにバランスを欠いていた。


「えらくつまんない組み合わせになったもんね。静馬が余よ計けいな提てい案あんをするから……これって主しゆ催さい者しや側のミスでしょ？」


「そうでしょうかね……」


　歯切れの悪い大作の返事に、涼子は怪け訝げんな顔つきになった。


「当たり前でしょ？　一回戦で最大の見せ場をやっちゃったら、後は尻しりすぼみになるだけじゃない」


「それはそうなんですけどね。これから始まるのがトーナメント戦だと決まったわけじゃないでしょう？」


　大作の指し摘てきに応こたえるかのように、ミアンからのアナウンスが会場に響ひびいた。


『カップリングはこれで決定しました。それではこれより、タッグマッチによる決勝リーグ戦を開始します』


　ミアンの言葉を観客が理り解かいするまでに数秒の時間差があった。会場全体が不ふ穏おんなざわめきに包まれていく。静馬が当然の問いを口にした。


「ちょっと待ったらんかい！　リーグ戦で優勝したチームはどうなるんや？」


『そのタッグチームの二人が対戦し、勝者が〈Ｖ─１エクストリーム〉の栄えい誉よある初代チャンピオンとなります』


　その答えを聞いた観客はますます混こん乱らんした。


　一回戦で事実上の決勝戦という最悪のパターンはなくなったが、優勝候補同士がタッグを組むとなれば、普ふ通つうに考えれば最強に決まっている。最終的な優勝決定戦がこの二人の対戦になることが確かく定ていしたようなものだった。主催者側の趣しゆ向こうをよしとするか、それとも組み合わせを変えたトーナメントの方が面おも白しろいのか、観客は判はん断だんしかねていた。


　当とう惑わくしているのは参加者たちも同様だった。もともとチームであるブラック・ノヴァは別として、三人が別々にタッグを組むことになったナイツ・オブ・ゴールドの事情は複ふく雑ざつである。とりわけ七瀬は明らかにデルモンテとのタッグを嫌いやがっていた。




[image: ]


　静馬は他の七人の様子を一通り眺ながめて、言った。


「よっしゃ……オモロい！　これで行こ!!」


　七瀬と秋嵩が『ゲッ』という顔になった。二人が文もん句くを言う隙すきを与あたえず静馬は続けた。


「ただし一つ条じよう件けんがある！　リーグ戦はナシにして、三連戦にしてくれ」


『どういうことでしょうか？』


「オレと刹羅のチームが優勝することは分かっとるやろ。リーグ戦やったら全部で六試合することになるけど、全勝したら優勝は確定や。そんならオレらのチームの試合だけ三回続けてやった方が手っ取り早い。そやろ？」


　いかにも静馬らしい大だい胆たん不ふ敵てきな提案に、観客は大いに沸わいた。


『三連戦にすることは構かまいません。ただしパートナーの了りよう承しようを得られれば、ですが』


　全員の視し線せんが刹羅に集まる。無む表ひよう情じようを決め込こんでいた刹羅の口元がわずかに緩ゆるんだ。


「くだらん提案だが……異い存ぞんはない」


「決まりやな！」


　それまでに倍する歓かん声せいが上がった。すべて主催者側にコントロールされてきた〈Ｖ─１エクストリーム〉において、ようやく静馬が自分の趣向で闘たたかう時が来た──それもある。


「あのバカ……」


　静馬の真意と、観客が喜んでいる本当の理由を察した涼子は、呆あきれたように言った。


「一人で七人全員やっつけるつもりなんだわ──」





　　　　二





「あの小こ僧ぞう、ワンマン・ショーをやるつもりだな。草[image: ]静馬か……よほど骨ほねがあるのか、それとも単なるバカか……どちらにしても面白い奴やつだ」


　大会運営本部──マルチモニターを眺めながら皮肉っぽい薄笑いを浮かべる幻げん弥やに、秘ひ書しよの瀧たき川がわが近ちか寄よってきて耳打ちした。


「見つかりました」


「南雲慶けい一いち郎ろうか？」


「いえ……南雲を尾び行こうさせていた者たちです。全員、死体で発見したとのことです」


　慶一郎を尾行していた幻弥の部下は総そう勢ぜい六名。美み雪ゆきを誘ゆう拐かいしたワゴン車に二人、他の四人は二台の車に分乗していた。


　慶一郎のジープがワゴン車を尾行しているという報ほう告こくを受けたのは六時半頃ごろだった。


　幻弥はワゴン車の二人に慶一郎を引きつけるように命じ、四人を追つい跡せきに向かわせた。ワゴン車を六ろつ角かくビルに入れたのは四人が追いつくまでの時間稼かせぎである。


　その後、慶一郎を見失ったとの最後の報告から三時間以上が経けい過かしていた。


「ワゴン車の二人は六角ビル地下駐ちゆう車しや場じようで、他の四人は路上の車内で発見されました。ワゴン車の二人の死し因いんは警けい察さつに回かい収しゆうされたため不明。尾行の四人は脳のう天てんに一発ずつ食らって即そく死し。至し近きん距きよ離りから銃じゆう撃げきされたものと思われます。四人に反撃した様子はなかったということです」


「コーヒーをくれ」


　付き人から小ぶりのマグカップを受け取る。豆を挽ひいて淹いれたモカの香かおりを吸すってから一口飲み、瀧川に尋たずねた。


「それで、他には？」


「六角ビルの火か災さいは現げん在ざいも消火中です。上の方々との連れん絡らくは、いまだ取れていません」


「てめえのケツについた火を消すのに大おお忙いそがしなんだろ」


　幻弥は薄うすく笑ってモカを飲み干ほした。


「すると南雲はすでに池袋に戻もどってきているな……奴を見たという報ほう告こくはないのか？」


「それが、ここ三時間の間に連絡が取れなくなった者が何人か──」


　瀧川の携けい帯たいにコールが入った。短いやりとりの後、幻弥に向き直る。


「今、連絡が入りました」


「南雲か？」


「いえ、池袋周辺で監かん視しを命じていた者のうち、連絡を絶たっていた七人の死体が見つかりました。四人は刃は物もので心しん臓ぞうをひと突つき、二人は首の骨を砕くだかれているそうです」


「一人足りないな」


「最後の一人の死因は不明ですが、拷ごう問もんされた跡あとがあったということです。顔の肉が半分ほど無くなっていたとか……おそらく外がい傷しよう性せいのショック死でしょう」


「外の連中にこの場所を教えてあるのか？」


「いいえ」


「ふむ……で、南雲を見た者は一人もいないんだな？」


「誰も見ていません」


　くぐもった笑い声が聞こえてきた。廊ろう下かへ続くドアの脇わきに、壁かべを背にして立っている[image: ]さかき原ばら烈れつ膳ぜんである。血色の悪い顔にサングラスをはめ、黒くろ鞘さやの仕込み杖づえを脇に抱かかえている。


「見れば即すなわち死ぬ。まさに見敵必殺──南雲という男、殺しを極きわめているな」


「笑い事じゃないですよ、[image: ]原先生」


　幻弥は肩かたをすくめた。


「奴がどうやってこちらの配下の者を見分けたのか、お分かりになりますか？」


「懐ふところに拳けん銃じゆうを呑のんでいる人間を見分けるのは簡かん単たんだ。わざわざ見分けずとも、怪あやしい奴を端はしから始末していけば済すむだけのこと」


　烈膳は事も無げに答えた。暗殺を生なり業わいとする男からすれば当然の答えである。幻弥は瀧川に命じた。


「外に出ている連中を呼よび戻せ。南雲慶一郎は間もなくここにやってくるはずだ。ビルの中で迎むかえ撃うつ」





　幻弥の命令が池袋各所で警けい戒かいに当たっていた部下たちに伝えられ、全員が一いつ斉せいに動き始めた。


　その動きを察して、慶一郎は追跡を開始した。


　雑ざつ居きよビルの屋上から別のビルへと音もなく跳ちよう躍やくし、車以上の速さで移い動どうする。


　跳躍よりも飛ひ翔しようと言うべき、重力から解とき放たれたような運動である。もしその姿すがたを目撃した者がいたとしても、現実のものとは信じられないだろう。


　幻弥の部下が乗る複ふく数すうの車の動きを同時に観察しながら移動を続け、やがて慶一郎は幻弥が本ほん拠きよとしている建物を特定した。そこは予選終しゆう了りようにともなって一度は訪おとずれたものの、集まってきた観客の多さに隠おん密みつ行動は無理と考え、出直すことにして離はなれた場所だった。


　豊島清せい掃そう工場に隣りん接せつする地上十一階の大型施し設せつ──『健康プラザとしま』である。


　山手線を挟はさんだ向かい側のビルの屋上に上った慶一郎は、総そう勢ぜい三十名を超える数の男たちがビルを囲むフェンスの中へ入っていくのを見み届とどけた。


　行動を開始しようと腰こしを上げたその時、幻弥の部下の車とは明らかに毛色の異ことなる白いセダンがビルの正面に停車した。セダンから二人の人間が降おりてビルに入っていく。


　今さら敵が二人増ふえたところで何ほどのこともあるまい──


　慶一郎はほとんど気にも留とめず、ビルの上から姿を消した。





　　　　☆





　地下闘とう技ぎ場じようのステージが四方に開き、八角形のリングがせり上がってきた。フロアを丸ごと入れ替かえるような大がかりな機き構こうになっているらしい。


「何かと仕し掛かけの多い試合場ね。秘ひ密みつ基き地ちじゃあるまいし」


「当たってますよ、それ。お金かかってますよねえ」


　大作がビデオカメラを回しながら相あい槌づちを打った。


　幅はば八メートルほどのリングの周囲にはボクシングやプロレスと同様の鉄柱が立ち、四本の太いロープが張はり巡めぐらされている。リングの左右には選手が入場してくる花道があり、二メートルほど下にある床ゆかにはサイコロのような穴あなの開いた黒いプレートが敷しき詰つめられていた。観客席とリングの間には六メートルほどの距きよ離りがあるが、フェンスと金かな網あみで仕切られているためリングサイドまで降りていくのは不ふ可か能のうである。


　八人の選手が控ひかえ室に戻もどってからすでに十五分以上が経けい過かし、観客が苛いら立だちはじめた頃ころ、スピーカーから場ば違ちがいな声が聞こえてきた。


『……アー、アー、ただいまマイクのテスト中……ＯＫ？　大だい丈じよう夫ぶ？』


　ミアンのものではない、若わかい女の声である。ざわめく観客の中で涼子と大作だけが顔を見合わせた。聞き覚えのある声だった。


『──熱ねつ烈れつなるバイパーズ・ウォッチャーの皆みな様さま、お待たせいたしました！　これより〈Ｖ─１エクストリーム〉決勝戦第一部・タッグマッチ戦を開始いたします!!　大会運うん営えい委員であるミアン・キュービィ女史のご厚こう意いにより、わたくし、都立大門高校の放送部二年・中なか村むら環たまきが決勝戦の実じつ況きようアナウンスを務つとめさせていただきます！　どうぞよろしく！』


「なぬっ!?」


「あそこですよ、あそこ！」


　大作が指さしたのは観客席の左さ翼よくにある箱形のブースだった。眼鏡めがねにショートカットの女子と、その隣となりにサングラスの中年紳しん士しが座すわっている。


『そして解かい説せつはこの方、草[image: ]静馬が通う大門高校の校長にして格かく闘とうマニアのグラサンオヤジ・藤とう堂どう鷹たか王おでお送りいたします！』


「こ、校長まで……いったいどこに隠かくれていたのやら」


「どうやら予選が終わるまで待ってたみたいですね。最終日なのに姿が見えないと思ったら……」


　恥はずかしい身内の登場に、二人は何な故ぜか肩身の狭せまい気分になった。


『間もなく選手の入場ですが……もともとチームで闘たたかっていたバイパーズを予選では個こ人じんに分け、この決勝戦では一方的にタッグを組ませるというこの強ごう引いんな展てん開かい、今後どうなっていくと予想されますか？』


『面おも白しろいことになってきたね。草[image: ]君はもともと個人で闘っていたから、予選のルールはハンデにはならなかった。しかし逆ぎやくにタッグを組むとなると話は変わってくる。草[image: ]君は一人で三連戦を勝ち抜ぬくつもりのようだが、果たしてそう上う手まくいくかどうか……』


『誰だれにでも言えるような当たり前のコメント、ありがとうございます』


　中村の突つっ込こみに、戸と惑まどっていた観客の間から笑いがもれた。明らかにムッとした感じの藤堂のコメントが聞こえてくる。


『……それはいいが中村君。私が気になっているのは、この地下闘技場だよ』


『そうですね。清掃工場の地下に、いつの間にこのような大だい規き模ぼな施設が建設されていたのでしょうか？　まったく驚おどろきです。私の目の前にある放送機器もすべて外国製せいのようですね。書いてある文字は英語ばかりですよ』


『うむ……それはそうなのだが、私はこの闘技場を以前にも見たような気がするのだよ。どこだったかは思い出せないが──』


『ははあ、それは間違いなく老化現げん象しようですね。おっと、どうやら選手の入場です！』


　ベートーベンの交こう響きよう曲きよく第九番ニ短調・第四楽章の「喜びの歌」が流れ、左手の花道から虎とら縞じまの特とつ攻こう服ふくをマントのようにひるがえしながら静馬が入場してきた。特攻服には黒光りするドクロが家か紋もんのようにあしらわれており、金の刺し繡しゆうもふんだんに使われていた。遠目にはただの虎縞にしか見えないが非ひ常じように凝こった作りになっている。


　続いてワグナーの楽がく劇げき「ニーベルングの指輪」の「ワルキューレの騎き行こう」をバックに京極刹羅が姿すがたを現あらわした。こちらは素す肌はだの上にカラスの羽根を思わせる漆しつ黒こくのインバネスを羽は織おり、下は黒い革かわのパンツにブーツという黒ずくめの姿である。派は手での極きわみともいえる静馬とは対照的に、黒い服ふく装そうに白銀の髪かみと白い肌が見事なモノトーンとなっていた。およそタッグを組むには似につかわしくない二人である。


　静馬と刹羅が赤コーナーに着くと、今度は右手青コーナー側の花道にスポットライトが当たった。


　不ふ吉きつな旋せん律りつの賛さん美び歌かが流れ、フード付きの紅あかいマントを羽織った人物が花道に現れた。マントの人物は両手に太いチェーンを握にぎり、その先につながれた黒い棺かん桶おけを引きずりながら歩いてくる。役やく割わりからすると墓堀り人グレイブ・デイガーなのだろう。


　墓堀り人がマントを脱ぬぎ捨すてた。その下から現れたのは、一八〇センチを超こえる日本人離ばなれした大おお柄がらなボディを真しん紅くのボンデージスーツで武ぶ装そうした久遠七瀬である。


　七瀬は早くも汗あせだくだった。通気性せいゼロのマントを頭からかぶったうえに、底にコロもついていない鉄てつ製せいの棺桶を一人で引きずってきたのだ。ちょっとした重労働である。


「おら、着いたよ！　とっとと起きな!!」


　七瀬がブーツの爪つま先さきで棺桶をガンガン蹴けった。棺桶の蓋ふたにある小こ窓まどが開いて、黒い隈くま取りのある双そう眸ぼうが覗のぞいた。


「もう少し優やさしく起こしてくれ。母親もしくは恋こい人びとの如ごとくな」


「甘あまったれたことをほざくんじゃないわよ！」


　七瀬が金切り声を上げると、ようやく棺桶の蓋が開いた。真紅のマントに身を包んだデルモンテ＝嘉門が起き上がる。


『三連戦の初戦の相手は久遠七瀬＆デルモンテ＝嘉門組ですが、さっそく仲間割われでしょうか？　相あい性しよう悪そうですねえ』


『ついさっき無む理り矢や理り組まされたばかりだ。チームワークも何もあるまい』


　赤コーナーでゴングを待つ静馬は、隣の刹羅に言った。


「これからの三連戦……お前はそこでボーッと見とったらええ。オレがちゃっちゃと片かた付づけて最終戦にしたるさかいな」


　刹羅は答えず、やがて試合開始のゴングが鳴った。静馬は特攻服の上着を脱ぎ捨て、炎ほのおの柄がらのタンクトップとボンタン姿でリングに降おり立つ。


　対する青コーナーのコーナーポストの上にデルモンテが立ち、真紅のマントを跳はね上げた。その下から現れたのはマタドールを思わせる純じゆん白ぱくの衣い裳しようである。金の装そう飾しよくが施ほどこされた豪ごう華かな作りだが、極ごく彩さい色しきの特攻服とは違ちがってきらびやかでありつつも気品を感じさせた。


「そやからお前と最初に闘うんは嫌いややったんや。オレより目立ちすぎる！」


「フハハハハッ！　男の嫉しつ妬とは見苦しいぞ」


「やかましわ！　第一、今日はお前の遊びにつき合うてる暇ひまはないんじゃ！」


「なるほど……では、いきなり〈ブースト・パンチ〉!!」


　シュバッ！


　デルモンテの右みぎ腕うでの肘ひじから先が発はつ射しやされた。


　静馬はリンボーダンスのごとく仰のけ反ぞってそれを躱かわす。的を外れたブースト・パンチは火花の尾おを引きながらリングの外へ飛び出し、二メートルほど飛んで床ゆかに落ちた。


　ドゴォォン!!


　強きよう烈れつな爆ばく発はつ音おんとともに人間ほどの大きさの火柱が上がった。爆風は観客席まで届とどき、涼子と大作はその熱風を肌に感じてたじろいだ。


　床から立ちのぼる白いキノコ雲を見た静馬は、血相を変えてデルモンテに抗こう議ぎする。


「火薬の量が百倍になっとるやんけ！　殺す気か!?」


「うむ……しかし、これは吾わが輩はいの仕し業わざでない」


　デルモンテは懐ふところからコウモリを模もしたブーメラン型の飛び道具〈デモンズ・カッター〉を取り出してリングの外に投じた。縦たてに回転しながら放物線を描えがいたカッターが床に落ちた直後、再ふたたび派手な爆発が起こった。飛び道具に仕込まれた爆薬によるものでないのは明らかだった。


『申し遅おくれました！　リングの外は地じ雷らい原げんとなっておりますのでご注意ください！　なお、この爆薬は人体に安全な物を使用しているということです』


「どこが安全やねん！」


「フッ、リング外に落ちなければどうということはない」


　デルモンテはコーナーポストを蹴けってリングに降りた。


「ヤバイことになってきましたねえ」


　そう言いながら、大作はカメラのレンズを掃そう除じして構かまえ直した。


「格闘の実力に関してはよく分からない魔界公爵ヘル・デユークにも勝ち目が出てきましたよ。あの地雷の威い力りよくじゃ生死はともかく戦せん闘とう不ふ能のうは確かく実じつでしょうね」


「むしろ静馬に余よ計けい有利になったんじゃない？　落とせば勝ちなんだから」


「静馬さんがリングアウト勝ちを狙ねらうと思いますか？」


「それは……」


　涼子に反はん論ろんの余地はなかった。静馬の美学からして狙うのは完全ＫＯに決まっている。


　だが今日の静馬が普ふ段だんとは違うことも確たしかだった。美雪を救出するためには絶ぜつ対たいに優ゆう勝しようしなければならないのだ。一人一人の相手に時間をかけるわけにはいかないだろう。


「イッツ・ショウタ～～イム！」


　デルモンテが二つの〈デモンズ・カッター〉を放った。静馬は獣けもののように身体からだを沈しずめてそれを躱すと、四つん這ばいの姿し勢せいからダッシュする。


「食らえ地じ獄ごくの炎！」


〈チャージング・ヘルファイア〉ことネズミ花火が床を走り、静馬の目の前で破は裂れつした。反射的に立ち止まった静馬の後頭部に、弧こを描いて戻もどってきたカッターの一つが当たる。


「フハハハッ！　〈サタンクロス・アタ──ック〉！」


　静馬の気が逸それた一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、デルモンテはフライング・クロスチョップを仕し掛かけた。喉のど元もとに食らって静馬が仰け反ったところへカラテ・チョップの連打を浴びせる。


「効きくか、そんなもん！」


　静馬が反はん撃げきに転じた。右ストレートを放つが、その拳こぶしが打ったのはデルモンテのマントだった。拳を絡からめ取ったままマントが広がり、静馬の視し界かいを遮さえぎる。


　デルモンテは静馬の頭にマントを被かぶせて視界を奪うばい、素す早ばやく背はい後ごに回って組み付いた。


「──〈デッドリー・ドロップ〉！」


　そう叫さけびながら仕掛けたのは単なるバックドロップである。しかし視界を奪われた状じよう態たいでは危き険けんな技わざだった。


　静馬は投げられる瞬間に自分からキャンバスを蹴った。


　静馬の身体は投げられながら空中で一回転し、デルモンテの背後に着地した。静馬はデルモンテの腰こしに腕を回し、力任まかせに肩かたの上に担かつぎ上げる。


『おお～っと、バックドロップを仕掛けられた草[image: ]、逆ぎやくに魔界公爵の身体を持ち上げた～～ッ！　これをどうするのか？　まさか、まさか～～ッ!?』


　観客がどよめいた。デルモンテの身体を担ぎ上げた静馬がコーナーポストに登ったのである。


「まさか、投げ落とすつもり!?」


　涼子は我わが目を疑うたがった。単なる脅おどしに違ちがいない──そう思い直した直後だった。静馬がデルモンテの身体を両腕で頭の上まで持ち上げ、リングの外へ放ほうり投げた。


　会場にいる全員が一瞬、息を呑のんだ。


　しかし──爆発は起きなかった。


　足から着地したデルモンテは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。


　静まり返った会場に静馬の笑い声が響ひびいた。


「ムハハハハッ、ビビったか!?　お前にオイシイところはもうやらん！　そこで大人しゅうしとけ！」


　デルモンテが投げ落とされたのは、最初の〈ブースト・パンチ〉により爆発した穴あなの上だった。リングに戻ろうにもその間には地雷原がある。


『これは考えました！　魔界公爵、これではリング上に復ふつ帰きできません！　なお、ルール上リングアウトに制せい限げん時間は設もうけられておりませんので、これだけで失しつ格かくになることはありません』


　デルモンテは怒いかりも露あらわにポスト上の静馬を指さした。


「ええい、このうつけ者め！　吾わが輩はいにこのような仕打ちをするとは……そこまで吾輩の魔ま力りよくが恐ろしいか！」


「アホ、お前の相手すんのがうっとうしいだけじゃ！　爆ばく死しせんかっただけでも有り難がたいと思え！」


「観客の皆みなさんに申し訳わけないとは思わんのか!?」


「ゼンゼン思わへんもんね～～だ」


　静馬はアカンベーをしながら尻しりを叩たたいて見せる。その静馬の首にチェーンが巻まき付き、蛇へびのように締め上げた。


「タッグマッチだってことを忘わすれるんじゃないよ！」


　リングに上がった七瀬がチェーンを引く。先せん端たんに薔ば薇らの蕾つぼみを模もした分ふん銅どうが付いた愛用の得物である。チェーンは両手二本分あるが、静馬の首を捉とらえたのは左手の物である。


　七瀬は右手のチェーンを放ち、静馬の左足に絡ませた。静馬は左足でポストを蹴り、リング内に戻る。不安定な足場で綱つな引ひきに応おうじるつもりはなかった。


「あんなチンドン屋を放り出したくらいで油ゆ断だんしたあんたがバカなのさ……食らいな！」


　バチッ！


　銀色のチェーンに電光が走った。


　雷らい属ぞく性せいの神威カムイ〈紫し電でんの薔薇〉の衝しよう撃げきが静馬の身体からだを駆かけ抜ぬける。静馬の髪かみが逆さか立だった。


「ふ……ふん！　こんにゃもん、ちょっとピリピリするだけにゃ。もうにゃれたわ」


「ハン、威い勢せいはいいけどろれつが回ってないんだよ！」


　さらに強力な紫電が放たれ、静馬の身体は電気的な反はん応のうでエビのように跳はねた。


　首に巻き付いたチェーンは完全に首を絞しめているわけではない。アカンベーをしていた左手が挟はさまっているため、呼こ吸きゆうに必要な隙間は確かく保ほできている。


　二本のチェーンで送り込こめる電撃の威力には限げん界かいがあり、それだけで静馬を仕し留とめられないことは七瀬も承しよう知ちしていた。必殺の一撃を加えるにはやはり近付かねばならない。しかしうかつに近付けば七瀬の身も危険だった。とどめを刺さすのは静馬を十分に弱らせてからだ。


　静馬の動きを警けい戒かいしながら、七瀬は赤コーナーにいる刹羅の方をちらちらと見た。


　今、リングにいるのは静馬とＫＯＧナイツ・オブ・ゴールドの二人である。


　静馬と刹羅はいずれ最終決戦でチャンピオンの座ざを争うことになる。ならばここで二人がかりで静馬を叩いておくのが最も効こう率りつのいい闘たたかい方といえた。それに〈凶まがツ風かぜ〉で援えん護ごしても観客にバレることはない──七瀬はそれを期待したが、刹羅の方にはそれに応じる気配は見られなかった。


　刹羅が敵てきのチームにいる以上、七瀬は対戦前からタッグ戦の勝利は捨すてていた。


　続く二戦目、三戦目で対戦する四人は静馬の敵ではないだろう。突とつ進しんしか能のうのない秋嵩は、すでに静馬に手の内を読まれている。そうなると、最終戦までに静馬を弱らせておくのは七瀬自身の役やく割わりだった。


　いざとなれば刹羅も手を出してくるさ──そう考えた七瀬は、積極的な攻こう撃げきに出た。


　最大の電撃を放って静馬を硬こう直ちよくさせた直後、七瀬は右手のチェーンを静馬の足から解ほどいて手元に繰くり戻もどした。左手のチェーンを引いて静馬の身体を引き寄よせながら、右の拳こぶしにチェーンを巻き付ける。拳が銀色の薔薇のオブジェと化した。


「──〈紫し電でん烈れつ華か〉!!」


　七瀬の右手に目ま映ばゆい電光が閃ひらめく。


　チェーンを巻いた拳を文字通り〈紫電の薔薇〉と化して叩き込む必殺拳けんだった。


〈紫電烈華〉の射しや程てい内ないに入る直前、静馬は高々と跳ちよう躍やくしていた。七瀬の頭上を飛び越こえながら身体をひねり、その回転で首に巻き付いたチェーンを解く。中身は異ことなるがデルモンテのバックドロップを躱かわした状じよう況きようと同じく相手の背はい後ごを取った。


　その動きを予想していた七瀬は〈紫電烈華〉に全力を出してはいなかった。静馬が背後に降おり立った瞬しゆん間かん、身体を沈しずめ、真後ろに向けて床ゆかを掃はくような足あし払ばらいを仕し掛かける。


「ほっ！」


　静馬はリングのキャンバスに爪つま先さきが触ふれたかどうかというタイミングで再ふたたび跳躍し、背後にあった青コーナーの鉄柱の上に立った。信じ難がたい身の軽さである。


「ふうん……まあ、たいした進歩はあれへんな。その技わざも真まな鶴づるでいっぺん見せてもろたし、当たらんかったらどうっちゅうこともあれへん……そろそろ反撃させてもらおか」


　静馬はこのリング内では七瀬のチェーンが自じ在ざいに動かせないことに気付いていた。目にも留まらぬ速さで縦じゆう横おう無む尽じんに振ふり回してこそのチェーンである。静馬がリングを囲むロープを背せにすれば、チェーンは容よう易いにロープに絡からまってしまうだろう。その瞬間には決定的な隙すきが生まれる。だからこそ捕ほ縛ばくしてからの〈紫電烈華〉で勝負を決めるしかないのだ。


「もう勝った気でいるわけ？　おめでたい男だね」


「おう、オレはいつでも縁えん起ぎのええ男や」


「そういう意味じゃねえっての！」


　七瀬は右の拳をキャンバスに叩たたきつけた。電光が床の四方に走る。次の瞬間、静馬の足を銀色のチェーンが生き物のごとく這はい上り、巻まき付いて両足の動きを封じた。


「何じゃ、これは!?」


「あんたがチンドン屋と闘ってる間に仕掛けといたのさ！　ロープの裏うら側がわに這わせてね」


　七瀬のチェーンは〈紫電の薔薇〉の伝でん導どう率りつの高い特別な合金でできている。床を伝わって走った雷いかずちの神気に反応して遠えん隔かく操そう作さされたのだ。


「……つーわけでさあ、あらためて食らいな！　〈紫電烈華〉ァ!!」


　バリバリバリッ!!


　動けぬ静馬に正面から電撃拳を打ち込む。キャンバス上とコーナーポストという距きよ離りはあるが、クリーンヒットでなくとも七瀬にとっては十分だった。


　電撃を食らった静馬の身体はリングの外へ吹ふっ飛ばされた。デルモンテの時とは違ちがい、その下にあるのは無む傷きずの地じ雷らい原げんだった。


「静馬──ッ!!」


　涼子の叫さけび声は爆ばく発はつ音おんにかき消された。





　　　　三





　健康プラザとしま１Ｆ──


　二か所ある出入り口のうち東側にある正面玄げん関かんに、ビル内から黒いスーツの男が現あらわれた。


　幻弥の組そ織しき──構こう成せい員いんの間では〈ユニオン〉と呼よばれる──を束ねる四人の幹かん部ぶの一人、高たか槻つきという男である。


〈ユニオン〉の構成員は総そうじて若わかい。幹部のうち二人はまだ二十代である。しかし組織の成り立ちは古く、中心となる構成員は幻弥とは十五年にわたる付き合いがあった。京極幻弥こそはストリート・バイパーズの元がん祖そであり、当時のグループのメンバーがそのまま現げん在ざいの構成員となっているのだ。三十二歳さいの高槻も最古参の一人である。


　高槻は玄関先で見み張はっている二人に声をかけた。


「表のフェンスを閉しめとけ。外から丸見えだ」


　工事中のビルの周囲は高さ四メートルほどのフェンスに囲まれている。玄関前は工事用車両の出入りのためアコーディオン式のカーテンになっているが、そこが開いたままになっていた。二人は慌あわててカーテンを閉めた。


「高槻さん、ちょっといいっスか？」


　玄関担たん当とうの二人のうち若い方の男が高槻に訊たずねてきた。図ずう体たいはデカいがまだ二は十た歳ち前である。高槻から見ればガキだった。


「ここに攻せめ込んでくる奴やつって、一人だって聞いたんスけど……マジっスか？」


「そうだ」


「武ぶ器きは持ってんスかね？」


「たぶんな」


「自分も拳銃ハジキ持たされましたけど……マジに来るんスかねえ？」


　男の言うことは理り解かいできた。このビルには〈ユニオン〉の傘さん下かにある人間──つまり幻弥に従したがう兵隊のほとんどが集結している。その全員に銃じゆうが配られ、侵しん入にゆう者しやを発見次し第だい射しや殺さつするように命令されているのだ。この１Ｆだけでも十二人が配置されている。いかに武ぶ装そうしていようと一人で乗り込んでくるバカはいない。常じよう識しきで考えるなら──であるが。


「それでも来るんだろうよ。昔のままのあの男ならな」


「高槻さん、そいつのこと知って……ご存ぞんじなんスか？」


「もう十年……十二年になるか。俺おれがお前らと同じガキの頃ころだ。あいつは俺たちのグループに一人でケンカを売りやがった。五〇人相手に一人でな」


「マジっスか!?」


「イカレた野や郎ろうだと思ったがな」


「それで、五〇対一のケンカはどうなったんスか？」


　さっきから質しつ問もんばかりしてくるヒヨッコの顔を、高槻は少しうるさそうな目で見た。


「結果から言えば……あいつは五〇人を相手に一歩も退ひかなかった。なにせ鬼おにみてえに強い奴だったからな。最後は京極の兄あに貴きがタイマンでぶちのめしたんだ」


「スゲエっスね、そいつ！　タイマンっつっても五〇人の相手した後っスよね？　最初からタイマンやってりゃあ──」


　高槻は男の胸むな倉ぐらをひっ摑つかむと、コンクリート剝むき出しの壁かべに男を押おし付けた。


「くだらねえこと訊きいてる暇ひまがあったら気合い入れて見張れ！　もう七人も殺やられてるってことを忘わすれんじゃねえ。油ゆ断だんしてっと次に死ぬのはてめえだぞ」


　縮ちぢみ上がった男はガクガクと首を縦たてに振ふった。たっぷり脅おどしてから手を放してやる。


　十二年前のケンカは、高槻たちにとって敗北も同じだった。最後のタイマンは、リーダーの幻弥があまりにだらしない高槻たち手下の尻しりぬぐいをしたのだ。結果的に勝ちはしたものの、幻弥はこのケンカで慶一郎を自分の仲間に加え損そこねている。


『弱っちいカスどもを寄よせ集めて、その頭に収おさまって楽しいかよ──』


　仲間になれと誘さそう幻弥に、半殺しにされながらも慶一郎はそう吐はき捨すてた。


　高槻はその時『この男をこの場で殺すべきだ』と瞬しゆん間かん的に思ったことを覚えている。自分たちのグループの存在自体を全否ひ定ていする言葉だったからだ。堪たえ難がたい恥はじであり、屈くつ辱じよくだった。


　しかし幻弥は高槻たちを制せい止しし、慶一郎をそのまま帰した。そうすることで幻弥は辛かろうじてプライドを保たもったのだ。


　ボロボロになりながらも自分の足で歩いて帰っていった慶一郎の後ろ姿すがたを、高槻は今でも鮮せん明めいに覚えていた。


　その時に心に湧わき上がった複ふく雑ざつな感かん情じようを、高槻は今でも上う手まく説明できずにいる。


（あの男は俺たちを一生軽けい蔑べつし続けるだろう──）


　それはある種の確かく信しんだった。去っていく男に向けられた感情が嫉しつ妬となのか憧どう憬けいなのか、それとも屈辱なのか、それすらもよく分からない。


　同じ夜に同じ血を流しながら、しかし決して同じ場所に立つことはない──そんな絶ぜつ望ぼう的な隔へだたりを感じた。それだけが事実だった。


　その一いつ件けん以後、幻弥をリーダーに仰あおぐ高槻たちメンバーの結束は一いつ層そう強まった。


　自分たちが強くなること、そして二度と幻弥に恥をかかせないこと──今日まで高槻たちを動かしてきたのはその一念だったともいえる。ただの不良少年の集まりにすぎなかった烏う合ごうの衆しゆうが〈ユニオン〉へと成長したのは、慶一郎との一戦があればこそなのだ。皮肉な話だった。


　あのケンカをもう一度やり直そうというのか──今夜の敵てきが南雲慶一郎だと聞かされた時、高槻はすぐにそう思った。今度こそ不様な真ま似ねはできないと心に決めていた。


「おい、もう一人はどうした？」


　高槻は玄げん関かんに配置されたもう一人の男の姿が見えないことに気付いた。質問に答えている間、すぐ近くに立っていたはずの男が消えたのだ。


「ライトだ。早く！」


　高槻に命じられ、見み張はりの男が懐かい中ちゆう電灯で辺りを照らした。玄関からビルを囲むフェンスまでの距きよ離りはおよそ六メートル。一部に積み上げられた資し材ざいはあるが、身を隠かくせる場所はほとんどない。


　男から懐中電灯を取り上げて地面に向ける。自分で姿を消したのなら足あし跡あとが残っているはずだった。


　高槻はビルの壁沿ぞい数メートル先の地面に黒い染しみのようなものを見つけて歩み寄った。油か何かの滴しずくが垂たれて地面に溜たまっているようだった。


　光を上に向けた高槻は、ぞわり、と背せ筋すじに悪お寒かんが走るのを感じた。


　靴くつを履はいた人間の足が、闇やみの中から不意に現あらわれたからである。


　光をさらに上に向ける。


　消えた男はそこにいた。


　作業用の足場を作っているパイプの端はしに、首を貫つらぬかれた形で吊つり下げられている。


　百も舌ずは獲え物ものの昆こん虫ちゆうや小魚を枝えだに串くし刺ざしにして速はや贄にえを作る。ちょうどその『百舌の速贄』を思わせる死体だった。だがこれが速贄だとすれば化け物のように巨きよ大だいな百舌の仕し業わざに違ちがいない。


　池袋の繁はん華か街がいの近くとはいえ、建けん設せつ中ちゆうのビルの周辺はフェンスと目隠しのシートに囲まれているため暗闇に包まれている。懐中電灯で照らせるのはほんの一部であり、照らされた場所以外の闇はむしろ深まる。敵はその闇の中に潜ひそんでいた。


「中の連中に知らせろ！　こいつは……」


　高槻はそう言いかけて、奇き妙みような事実に気付いた。仲間の死体を見つけたというのに、見張りの男が驚おどろいたり騒さわいだりする気配がない。


　高槻は懐中電灯を玄関の方に向けた。


　見張りの男は、コンクリートの壁に背をもたれさせた姿し勢せいで地べたに座すわり込こんでいた。両足は投げ出され、首は力なくうなだれている。


　男のシャツは右半分が真っ赤に染そまっていた。鋭えい利りな刃は物もので頸けい動どう脈みやくを深々と断たたれたのだろう。間違いなく即そく死しだった。


　男が高槻の視し界かいから外れた時間はほんの数秒にすぎない。その間にこれだけの仕事ができる殺し屋を、高槻は知らなかった。殺すだけなら[image: ]原烈膳ほどの腕うでがあれば十分に可か能のうだろう。しかし一いつ切さいの気配を断ち、こそりとも音を立てずにやってのけるなど常じよう人じんの業ではない。しかも身長二メートルを超こえる大男なのだ。掛かけ値ねなしの怪かい物ぶつだった。


　高槻は頭をフル回転させて自分が次に何をすべきかを考えた。


　自分の命があと数秒で終わるとして、〈ユニオン〉の幹かん部ぶとして取るべき行動は何なのか。闘たたかうか、逃にげるか、それとも──？


　思い至いたったのは、敵の侵しん入にゆうを他の仲間に知らせることである。


　携けい帯たいや小型無線機を使っている時間はない。確実なのは発はつ砲ぽうすることである。銃じゆう声せいならビルの中まで聞こえるはずだった。


　高槻は己おのれ自身の不覚を呪のろった。死体に気を取られ、銃を抜ぬくことを忘わすれていたのだ。


　高槻は左ひだり脇わきのホルスターから拳けん銃じゆうを抜いた。安全装そう置ちを外して発はつ砲ぽうするまでに二秒とはかからない。


　しかし──高槻は引き金を引くことはできなかった。


　拳銃を抜いた瞬間、右腕に重い衝しよう撃げきが走り、右手首があり得ない方向にへし折られた。拳銃は手を離はなれて地面に転がった。


　高槻は大声で叫さけぼうとしたが、背後から巻まき付いてきた太い腕に首と顎あごを極きめられ、うめき声ひとつ出せなくなった。逞たくましい腕は高槻の首と頭をがっちりと固定し、凄すさまじい力で締しめ付けてくる。


　窒ちつ息そくにより混こん濁だくする意い識しきの中、高槻はいつかテレビで見た動物番組の一場面を思い出した。巨大な蛇へびに幾いく重えにも巻き付かれたネズミが、何の抵てい抗こうもできないまま絞しめ殺され、ゆっくりと呑のみ込まれていく映えい像ぞうだった。


　高槻の耳元で太い声が囁ささやいた。


「幻弥の手下の質しつは昔から変わらんな……カスばかりだ」


　高槻は最後の抵抗を試みたが、両足はすでに地面から離れていた。爪つま先さきは空しく宙ちゆうを搔かいた。


　ミギッ。


　頭と首のどこかで、致ち命めい的な何かが砕くだける音がした。


　それが、高槻の聞いた最後の音だった。





　　　　四





　ドゴォォォン!!


　地下闘とう技ぎ場じように三度目の爆ばく発はつ音おんが響ひびいた。


　地じ雷らいが炸さく裂れつし、真っ赤な火柱が上がる。


　だが、それは静馬の落下によって起爆したものではなかった。静馬の身体からだが宙に浮ういたと同時に、ほぼ真下にあった地雷が爆発したのである。


　その爆風は静馬の身体を下から押し上げ、七瀬の頭上を超えてリング中央まで運んだ。


『こっ、これはどうしたことでしょうか!?　いったんは完全にリングアウトかと思われた草[image: ]、暴ぼう発はつした地雷の爆風で舞まい戻もどりました！　いったい何が起こったのか～～ッ！』


　会場は騒そう然ぜんとなった。全員が静馬と七瀬の対戦に注目していたため、地雷がいきなり暴発したとしか見えなかったのだ。


「フヒャヒャヒャヒャヒャァ～～～～ッ！」


　特とく徴ちよう的な高笑いが響いた。


　笑い声の主は、一人だけリング外に取り残されたデルモンテだった。


「リングアウトによる決着など吾わが輩はいが認みとめぬ！」


　手にした〈デモンズ・カッター〉を斜ななめ上方に投げると、素す早ばやくしゃがんでマントを頭からかぶる。カッターは二メートル先のリング脇の床ゆかに落ち、地雷を起爆させた。爆風は身を低くしたデルモンテには当たらず吹ふき抜けていく。


　立ち上がったデルモンテは爆発によってできた穴あなまで幅はば跳とびで移い動どうし、リングによじ登った。わざわざコーナーポストの上に立ってアピールする。


「こういった仕掛けは仰ぎよう角かく四十五度より下には爆風が行かぬようになっているもの！　起爆させるための飛び道具さえあれば脱だつ出しゆつはたやすい！」


　全バイパーズ中、最も知能指数が高いと噂うわさされるデルモンテならではの脱出法だった。


『これは驚おどろきです！　草[image: ]をリングに押し戻した爆発は、暴発ではなく魔界公爵ヘル・デユークの仕し業わざだったとは！　しかも脱出不能と思われた地雷原からまさかの生せい還かん！　このタッグマッチの行方ゆくえは、ま～たまた分からなくなって参りました!!』


　はしゃぐアナウンスに沸わき上がる歓かん声せい。しかし助けられた静馬は不満顔だった。爆風をモロに食らった身体からはくすぶった煙けむりが立ちのぼっている。


「デルやん……何で戻ってくんねん!?」


「フッ、吾輩抜きで勝負を決しようなど笑しよう止し千せん万ばん！　そんなことでお客さんが納なつ得とくすると思うてか！」


「客はこの際さい関係ないだろ!?」


　七瀬は当然のごとくデルモンテに食ってかかった。


「せっかく仕し留とめられるとこだったのに、どうして邪じや魔ましやがったのさ!?」


「黙だまらっしゃい！」


　魔界公爵はぴしゃりと言い放った。


「衆しゆう人じん環かん視しの中で行われる対戦とは、形はどうあれ神しん聖せいなる儀ぎ式しきに他ほかならない！　互たがいの技わざと技、力と力をぶつけ合い、死力を尽つくしてこそ意い義ぎがあるのだ！　ただ形の上での勝利のみを求める浅はかにして卑しき闘たたかい方など愚ぐの骨こつ頂ちよう！　恥はじを知るがよい!!」


「人間ビックリ箱に説教されるいわれはないよ！　偉えらそうに講こう釈しやくたれる前に、虚こ仮け威おどしの魔ま力りよく抜ぬきで闘ってみたらどうなんだい！」


「フッ……よかろう。王者の戦せん闘とうがいかなるものか、とくと見よ！」


　リングに降おり立ったデルモンテは両りよう腕うでを胸むねの前でクロスさせ、マタドール風衣い裳しようの両りよう肩かたにあるリングを引いた。かんしゃく玉が弾はじけるようなバチバチという音とともに、衣裳が分ぶん解かいして足元に散らばる。


　その下から現あらわれたのは、黒いボディスーツに包まれた筋きん肉にく質しつの肉体だった。


　驚くほど均きん整せいのとれた無む駄だのない身体つきをしている。格かく闘とう家かというよりは体たい操そう選手のそれに近い、磨みがき抜かれた筋肉によって武ぶ装そうされている。


　バイパーズ・レイヴでは必殺キックを放つ時にしか見せない姿すがた──〈エクスキューショナー・フォーム〉にはゴテゴテした装そう飾しよくは施ほどこされていない。目立つのは筋肉をなぞって走る赤いラインと拘こう束そく具ぐ風の革かわコルセット、そして魔力の源みなもととされるパワーベルトだけだ。


「女、散らばった服を片かた付づけておけ」


「あたしに命令すんじゃないよ！」


　七瀬はデルモンテの衣裳をリング外に蹴け飛とばそうとした。


　ガツッ。


　爪つま先さきに異い様ような感かん触しよくがあり、蹴飛ばすつもりの衣裳は飛ぶどころか少し転がっただけで止まった。手を伸のばして衣裳を拾ってみた七瀬は愕がく然ぜんとなった。


　手てつ甲こうや肩のプロテクターのパーツが恐おそろしく重い。中に鉛なまりの重りが仕込まれているのである。すべての衣裳を合わせた総そう重量はかなりのものだった。


「チャージ！　チャージ！　チャージ！」


〈真しん聖せい紀き魔ま界かい絶ぜつ技ぎ団だん〉の信者からのコールが会場に響く。デルモンテがスイッチになっているベルト横のボタンを叩たたくと、バックルの中心にある赤い渦うず巻まき状じようのシグナルが点てん滅めつしながら回転を始めた。


　チュイィィィィ──


　ベルトの唸うなりが高まる。デルモンテは腰こしを落とし、半身に構かまえた。


『命のベルトが光る！　回る！　唸りを上げる！　果たして魔界の技は〈炎ほのおの虎とら〉を打ち破やぶることができるのか～～ッ!?』


「……ムリでしょ？」


「それを言われると返答に困こまりますけど」


　アナウンサーに対する涼子の突つっ込みに、大作は眉まゆをひそめた。


「確たしかに静馬さんには魔界公爵の〈イロモノ三倍段だん理り論ろん〉は通用しませんからね。なにしろ静馬さん自身がイロモノだから……」


　歓声が上がった。先に仕し掛かけたのはデルモンテである。そして吹っ飛んだのは──静馬の方だった。密みつ着ちやくするほどに接せつ近きんしてからの連続攻こう撃げき、それに続く跳とび回し蹴りを受け損そこねたのだ。


　体たい勢せいの崩くずれたところへ追撃を狙ねらうデルモンテに、静馬はブレイクダンスのように回転しながら逆さか立だちで飛び上がる蹴りを放った。


「──〈紅ぐ蓮れん旋風〉！」


　カウンターを狙った必殺の蹴りは、しかし空を切った。


　攻撃を一拍ぱくだけ待ってスカしたデルモンテは、宙ちゆうに浮ういた静馬の身体からだを鋭するどく短い踏ふみ込みからの体当たりで吹ふっ飛ばした。


「この程てい度どの攻撃ではたいしたダメージは受けておるまい。さっさと立て！」


　リングの端はしまで飛ばされた静馬は、デルモンテの挑ちよう発はつにノロノロと身体を起こす。


「デルやん……ええ加か減げんにしとけよ。お前と遊んどる暇ひまはない言うたやろが」


　静馬の身体から陽炎かげろうのような空気のゆらぎが立ちのぼる。


「余よ計けいな手間はかけてられへんのや。せっかく戻もどってきたとこで悪いけどな……すぐ退たい場じようしてもらうで！」


　静馬は弾かれたように一気に踏み込こみ、右アッパーを突き上げた。拳こぶしを直接当てる間合いではない。炎の神気による衝しよう撃げき波はをぶつける技──〈紅い牙きば〉である。


　ドシュッ！


　駆かけ抜ける衝撃波を、デルモンテはダンスのターンを思わせる身のこなしで躱かわし、静馬の首くび筋すじに回転の勢いきおいを乗せた手刀を叩き込んだ。


「がはっ!?」


　予想外のカウンター攻撃に続き、逆ぎやく回転からの突き回し蹴りがみぞおちにヒットする。赤コーナーに叩きつけられた静馬の耳にデルモンテの声が響ひびいた。


「──〈デストラクション・キィィック〉!!」


　デルモンテの鋭い跳ちよう躍やくからの蹴りが静馬の胸むな板いたに突き刺ささった。デルモンテはさらに左足で静馬の腹はらを蹴り、後方に宙返りして着地を決める。肺はいの空気をすべて吐はき出した静馬は崩くずれ落ちるように膝ひざをついた。


「草[image: ]静馬……貴き様さまが不敗のバイパーズたる所以ゆえんが、その拳より放たれる不ふ可か視しのパワーにあることはすでに調ちよう査さ済ずみだ。そのパワーが超ちよう能のう力りよくなどではなく気功──つまり呼こ吸きゆうにより生み出される〈波動の力〉であることも分かっている。貴様の必殺技わざはその有ゆう効こう射しや程てい距きよ離りから威い力りよくまで研究済みなのだ。いかに超絶的な技であってもその性せい質しつさえ理り解かいしていれば躱せぬものではない。そして呼吸を乱みだしてしまえばその技も満足に出せまい……この勝負、吾わが輩はいの勝ちだな」


　デルモンテは余よ裕ゆうの腕うで組ぐみで勝利を宣せん言げんする。


　コーナーに寄よりかかるようにして立ち上がった静馬は激はげしく咳せき込み、血の混まじった唾つばを吐いた。的てき確かくに呼吸器官を狙ったデルモンテの攻撃は、正しく〈神威カムイの拳けん〉の弱点をついていた。


「草[image: ]──」


　背はい後ごから陰いん気きな声がした。刹羅が初めて口を開いたのだ。


「旗色が悪そうだな。代わってやろうか？」


「いらんお世話じゃ！」


　静馬は大声で吼ほえると赤コーナーを蹴け飛とばして前に出た。右手を突き出し、デルモンテに二本の指を立てて見せる。


「お前は二つ間ま違ちごうとる！」


「ほほう、それは何かな？」


「一つ、必殺技なんぞ使わんでもオレは勝つ！　そしてもう一つ、お前の必殺技ではオレにとどめは刺されへん！」


「ふむ。どちらも根こん拠きよがないな」


「それを今から証しよう明めいしたるっちゅーんじゃ！」


　静馬は跳び蹴りで突っ込んでいった。


　デルモンテは蹴りを躱しつつ背後に回り込み、静馬の背せに肘ひじを打ち込む。静馬が裏うら拳けんで反撃すると、その腕を上に跳はね上げつつ足元を刈かり、同時に胸むねを掌てのひらで打った。


「ぐっ……！」


　静馬は吹っ飛ばされながらも踏ん張ばり、ダウンを免まぬかれた。しかし相当に効きいていることは誰だれの目にも明らかだった。


『これはどうしたことでしょう!?　草[image: ]静馬、動きに精せい彩さいがありません！　魔界公爵ヘル・デユークの技をまともに食らっています！　校長、今の技は？』


『受けと崩くずし、そして攻こう撃げきを同時にやっている。中国拳法の蟷とう螂ろう拳に似にた技があるが、デルモンテ君の場合はフェイント──つまり虚の動きが多すぎるからな。どの拳法か特定はできないが……ともあれ、外見に似合わずまっとうな武ぶ術じゆつを修しゆう得とくしているようだ。正面から突つっ込んでいくだけでは勝てんぞ』


『例の〈イロモノ三倍段だん〉の法ほう則そくでダメージが増ふえているということは？』


『それはないだろう。しかし今日の草[image: ]君は気合いと動きがバラバラだ。集中力を欠いているように見えるな。よもやこの大おお舞ぶ台たいで緊きん張ちようしているなどということもあるまいが──』


　藤堂のコメントは観客を動どう揺ようさせた。


　三連戦を望んだのは静馬である。当然それは自分一人で六人を下し、刹羅との最終戦にも勝利するというシナリオを頭に描えがいた上での宣言だったはずだ。これまで格かく闘とうの実力がベールに包まれていたとはいえ、バイパーズのカリスマがコスプレ男に苦戦している場合ではない。


　涼子はイライラして足を踏ふみ鳴らした。


「本当にどうしちゃったのよ、あいつ!?　まだ一人もやっつけてないってのに」


「僕ぼくもまさかとは思いますけど、調子が狂くるってるのは確たしかですよ。静馬さんにとって、ケンカをすることは息をするのと同じくらい自然にできることなんです。でも普ふ段だんは無む意い識しきにやっていることも──例えば呼吸だって、いざ意識してやろうとすると、どうやっていたのか分からなくなったりしますよね？　それと同じで、勝ちを意識するあまり自分の闘たたかい方を忘わすれてるのかも知れませんよ」


「バカの分ぶん際ざいであがってるってこと？　冗じよう談だんじゃないわよ！」


　いつもなら笑い飛ばしているところだが、今日に限かぎってはそんな場合ではなかった。


「一年三百六十五日、二十四時間絶ぜつ好こう調ちようってのがあのバカの唯ゆい一いつの『売り』でしょ!?　調子が出なくて負けました、なんてことは許ゆるされないのよ！　分かってるでしょ？」


「静馬さんだって分かってますよ。だから動きがぎごちなくなってるんじゃないですか」


「じゃあ、あんたがどうにかしなさいよ!!」


「僕がですか!?」


　八つ当たりとしか思えない涼子の要求に、大作は気乗りしない顔でリュックの中を探さぐった。


「どうにかしろと言われても、観客席から静馬さんを援えん護ごできるようなアイテムなんて持ってきてないんですけどねえ……ん？」


「何かあった？」


「……これ、かなあ？」


　大作が首を傾かしげながらリュックの底から引っぱり出してきたのは、オレンジ色のトランジスタメガホンだった。災さい害がい時じの避ひ難なん誘ゆう導どう等に使われる電池式の拡かく声せい器きである。


「単二電池を六本も使うんですよね、これ。こんな重くて荷物になるアイテムを何で持っていくのかと思ってたんですが……つまりこれで応おう援えんしろってことなんでしょうかね？」


　半信半はん疑ぎの大作の手からメガホンを奪うばうと、涼子はフェンス際ぎわに駆かけ寄よってスイッチを入れた。


『ホァンホァンホァンホァン！』


　いきなり最大音量でサイレンが鳴り響ひびいた。大作は慌あわててメガホンを取り戻もどし、モードスイッチを操そう作さして音を止める。


「このタイプのメガホンはサイレンの音を鳴らす機き能のうが付いてるんですよ」


「もっとシンプルなの買ってきなさいよ！」


　涼子は耳を押おさえながら文もん句くを言った。まったくの言いがかりである。大作がボリュームを調節したメガホンで、涼子はあらためてリング上の静馬に呼よびかけた。


『こら、静馬！　そんな奴やつ相手にチンタラ闘ってんじゃないわよ!!』


　ハイパワーのメガホンのおかげで涼子の声は静馬の耳にもはっきりと届とどいた。静馬はトップロープに上って叫さけぶ。


「そんなこと、お前に言われんだかて分かっとるわい！」


『じゃあさっさと片かた付づけなさいよ！』


「アホ、こっちにも都合っちゅうもんがあんのじゃい！」


『あんたはどうせバカなんだから、何も考えずにガンガン行きゃあいいのよ！』


「ええ加か減げんなこと言うな！」


『うるさいわね！　今日に限っては何が何でも勝たなきゃいけないってこと、忘れんじゃないわよ！　ビビった挙げ句に負けました、なんてことになったらブッ殺すわよ!?』


「誰がビビっとんねん、誰が!!」


　涼子と静馬のやりとりは応援する者とされる者の会話ではなかった。誰が聞いても単なる罵ののしり合いである。


　さらなる暴ぼう言げんを吐はこうとしている涼子の手から、大作がメガホンを取り上げた。


「何すんのよ？」


「応援するならムチだけじゃダメですよ。アメもあげないと」


　大作はそう言うと、涼子に代わってメガホンで呼びかけた。


『静馬さ～ん！　どんな形でもいいですから、とりあえずちゃっちゃと片付けちゃいましょうよ～！』


「他ひ人と事ごとや思て簡かん単たんに言うな！」


『そう言わずに頑がん張ばりましょうよ。勝ったら涼子さんがご褒美をくれるそうですよ』


「ご褒ほう美び？　手料理やったら願い下げやぞ！　あれは食いもんの形を借りた地じ獄ごくや！　食べた数だけ寿じゆ命みようが縮ちぢんでいくわ！」


　涼子は反はん論ろんするためにメガホンを取り戻そうとしたが、大作は巧たくみにその手を躱かわした。


『違ちがいますって。勝ったら涼子さんがチューしてくれるそうです』


「チューやと？　マジでか!?」


『マジです！』


　涼子は大作の襟えり首くびを摑つかみ、小声だが殺意のこもった鋭するどい口調で耳元に囁ささやいた。


「勝手な約束するんじゃないわよ！　バカが本気にするでしょ!?」


「いいじゃないですか。チューの一発や二発。減へるもんじゃなし」


「あ、あたしが許きよ可かしないわよ！」


「それで美雪ちゃんが助かるなら安いもんじゃないですか。それとも、涼子さんはチューをケチって美雪ちゃんを見殺しにするわけですか？」


　無茶苦茶な理り屈くつである。しかし大作の目は本気だった。美雪を救出するためならどんな犠ぎ牲せいも厭いとわないという不ふ退たい転てんの決意が見て取れる。


「大作君……あんた、鬼おにだわ」


「ええ、鬼ですとも！　目的のためなら僕は鬼にでも何にでもなりますよ。文もん句くならすべての片がついた後でいくらでも聞きましょう……でも、ここで静馬さんに勝ってもらわないことには、僕らに明日という日は来ないんです！」




[image: ]


　大作の気き迫はくに圧あつ倒とうされ、涼子は渋しぶ々しぶ手を放した。大作は元気一いつ杯ぱいの声を上げる。


『涼子さんからＯＫ出ました！』


「そんなこと言うて、実はほっぺたとかいうオチとちゃうやろな？　ディープな方やないとオレは納なつ得とくせえへんからな！」


『分かりました。じゃあディープな方で！』


「よっしゃあ！　俄が然ぜんテンション上がってきたで～!!」


　心底嬉うれしそうにガッツポーズをとる静馬に、観客席が爆ばく笑しようで沸わいた。


「きょうび、たかがチューのためにそこまで張り切れるもんかねえ？」


　青コーナーの七瀬は呆あきれ顔で呟つぶやいた。


「……フッ、男心が分かっておらぬようだな」


　デルモンテは青コーナーに背せを向けたまま言った。観客席とのやりとりに夢む中ちゆうになっている静馬を背はい後ごから襲おそわないのは自じ称しよう『魔ま界かい一いちの紳しん士し』故ゆえである。


「チューの約束ひとつで男をハッスルさせる女おな子ごなどそうはおらぬ。吾わが輩はいもあやかりたいものだ」


「ハッスル……」


　魔界の言語感覚は七瀬の理り解かいを超こえていたが、ニュアンスだけは伝わってきた。


「じゃあさ、あんたが草[image: ]に勝てたらあたしがチューしてやるよ。だからハッスルしな」


「…………」


　デルモンテは七瀬の方をちらりと見ると、わずかに肩かたをすくめた。


「この野や郎ろう！　あたしじゃ不服だってのかい、ええ!?」


　七瀬はチェーンを振ふり回して怒ど鳴なったが、デルモンテはそれには構かまわず、戻もどってきた静馬の相手をするためリング中央に出た。


　再ふたたび魔界公爵ヘル・デユークと対たい峙じした静馬は、神しん妙みような面おも持もちで言った。


「デルやん……先に謝あやまっとくわ」


「ほう、何をだ？」


「今夜の対戦、オレはどんなセコイ手を使うてでも勝つことに決めたさかいな」


「チューのためか？」


「その通り。オレはチューのためやったら鬼になれる男や！　何が何でも勝ちにいかせてもらうよってな！」


「鬼になるか……ならば断ことわる必要なし！　吾輩も地じ獄ごくの使者故に！」


　両手を翼つばさのように大きく広げて片かた足あしで立ち、猛もう禽きんの構えをとるデルモンテに対し、静馬は獲え物ものに飛びかかる寸すん前ぜんの猫ねこ科かの獣けもののように姿し勢せいを低くした。


　二人の身体からだから放ほう射しやされる闘とう気きがリング中央でぶつかり合って火花を散らす。対戦が始まって以来、どこか嚙かみ合っていなかった両者が初めて真っ向から激げき突とつしようとしている──その緊きん迫ぱく感が観客にも伝わってきた。


「よかった……静馬さん、やっとやる気になってくれたみたいですよ」


「じゃあ何よ？　今までやる気がなかったって言うの？」


「そうじゃありませんけど、やる気が空回りしてたでしょ？　そもそも静馬さんって、焦あせりとか怒いかりだとか、そういったネガティブな感かん情じようが先に立つと実力が発はつ揮きできないタイプだと思うんですよ。でも今や涼子さんのチューというご褒美のおかげでポジティブな方に気持ちが切り替かわりましたから、少しは……」


　不意に横から伸のびてきた手が、大作の持つメガホンを引ったくった。その犯はん人にんは闘とう技ぎ場じようと観客席を隔へだてている金かな網あみを身軽によじ登ると、メガホンを使って声せい援えんを送った。


「ナギ～～ッ！　チューくらいアタシが好きなだけしたげるから、そんな変なのに負けんじゃねーぞ!!」


　静馬をナギーと呼よぶファンは一人だけだった。沙さ羅らである。


「ダメよ、姫ひめ川かわさん！　降おりてきなさい、危あぶないから！」


　沙羅を追ってきた若わかい女が血相を変えて呼びかける。ナギー姉こと草[image: ]巴ともえであった。


「下は地じ雷らいなのよ!?　落ちたら死んじゃうでしょ？　降りてらっしゃい！」


「イ──ヤ──ッ!!」


　問題児と担たん任にん教きよう師しのけたたましいやりとりを、涼子と大作は呆ぼう然ぜんと眺ながめた。


「……帰ってなかったんですね」


「教師がついていながら……ったく不ふ謹きん慎しんな」


　涼子は大作の脇わきを小こ突づいた。


「何か投げる物、ない？」


「投げる物……ですか？　それっぽいアイテムならありますけど」


　大作は再びリュックの中を探さぐり、黄色いボールを取り出した。テニス用の軟なん球きゆうである。


　涼子は大作からラッキーアイテムのテニスボールを受け取ると、それをリング内に投げ入れた。すぐにしゃがみ込こんでフェンスの陰かげに隠かくれる。


　チュド──ン!!


　テニスボールが当たった地雷が爆ばく発はつし、その爆風で沙羅が観客席の方に落ちてきた。沙羅の身体を受け止めようとした巴がその下した敷じきになり、ギャッと悲鳴を上げる。


「これで静かになったわ」


「……鬼おにですね、涼子さん」


　涼子が起爆させた地雷の爆音を合図に、静馬とデルモンテは攻こう撃げきの間合いに踏ふみ込んだ。


「ヒョオォッ！」


　デルモンテが鋭するどい跳ちよう躍やくからの蹴けりで突っ込む。静馬は床ゆかに片手をつき、放たれた矢のように伸び上がる蹴りで迎げい撃げきする。


　ガツッ！


　互たがいの足の裏うらがぶつかった。デルモンテは反動を利用して後方に大きく跳とび、宙ちゆう返がえりから着地する。


「せりゃああっ！」


　静馬は右の拳こぶしを突き上げ、再び〈紅あかい牙きば〉を放った。間合いはカウンターを食らった時よりもずっと遠く、炎ほのおの神気の余よ波はが熱風となってデルモンテを打つ。これは相手を怯ひるませて一いつ瞬しゆんの隙すきを作るための布ふ石せきだった。


　静馬は猛然と突進しながら、突き上げた右手を顔の前に持ってくる。


「往おう生じようォォ──」


　叫さけびながら、その右手を左から右へ水平に振ふり抜ぬいた。


「せいやぁぁ──ッ!!」


　静馬の必殺技わざ〈炎の虎とら〉である。


　デルモンテは最初の構かまえを見た瞬間にバク転てんし、背はい後ごのコーナーポストを蹴ると、腕うでを振り抜いた時には静馬の頭上を舞まっていた。


　静馬は床を蹴って跳躍した。空中のデルモンテに肩かたから体当たり食らわせ、その瞬間に神気を爆発させる。


　カァァン！


　鉄板をハンマーで叩たたくような音が響ひびいた。神気の発はつ勁けいが人体を突き抜ける音だった。


　デルモンテは受け身を取って着地したが、片かた膝ひざをついたままうめいた。


「む、むう……これが噂うわさの〈炎の虎〉か！　熱い……か、身体が燃もえるようだ……!!」


　受けたダメージの異い様ようさに、デルモンテは胸むねを押おさえながら荒あらい息を吐はいた。滝たきのような汗あせが首くび筋すじを伝って流れ落ちる。


　静馬の放った〈炎の虎〉は完全なフェイントだった。その前に放った〈紅い牙〉の熱気によってフェイントであることを誤ご魔ま化かし、モーションだけを見せたのだ。


　静馬の技を研究してきたというデルモンテは、当然〈炎の虎〉の届とどく範はん囲いから逃のがれようとするだろう。水平方向に爆発的に広がる神気から逃れるには空中しかない。そこを〈焰ほむら舞まい〉で撃げき墜ついする──それが静馬がとっさに思いついた作戦だった。


「デルやん……お前がなんぼオレの技を研究しようと、一つだけどうにもできんことがある。それは同じ〈神威カムイの拳けん〉の使い手やないと、実じつ際さいの技が見られへんちゅうことや。そやからこんな簡かん単たんなフェイントでも引っかかってまう。オレの勝ちやな」


「フェイントだと？　なるほどな……だが、早はや合が点てんしてもらっては困こまる。吾わが輩はいはまだ敗れたわけではない！」


　デルモンテは立ち上がった。


「そしてまだ……お客さんも納なつ得とくしてはいないぞ！」


　ベルトのバックル横のボタンを叩たたく。パワーベルトの中央にある渦うず巻まき状じようのシグナルが点てん滅めつしながら回り始めた。


　チュイイィィィィ────


　電子音が高鳴る。


　デルモンテは腰こしを落とすと、左手を腰に当て、右手を前方に突き出し、歌か舞ぶ伎き役者が見み得えを切るようなポーズをとった。必殺キックの構えである。


「チャージ！　チャージ！　チャージ!!」


　観客の信者たちから声せい援えんが飛ぶ。ベルトはやがて黄金こがね色いろの目ま映ばゆい光を放ち始めた。


『追い詰つめられた魔界公爵ヘル・デユーク、最大の必殺技を放つつもりのようです！　果たして草[image: ]はどう対たい処しよするのか……おっ？　これは、この構えは何だ～～ッ!?』


　アナウンスとともに会場が沸わいた。静馬がデルモンテとまったく同じ構えをとったからである。


　二人は同時に突とつ進しんし、三歩の助走から跳躍した。


「──〈ファイナル・デストラクション・キィィィィック〉[image: ]」


　同じ形の跳び蹴りが空中で交差した。


　バキィィン！


　何かが砕くだける音が響き、二人は互いに背せを向けて着地する。


　デルモンテはそのままヨロヨロと歩を進め、青コーナーによじ登った。コーナーポストの上に立ち、静馬の方に振り向く。腰のパワーベルトに大きな亀き裂れつが走っていた。


　デルモンテの口から大量の血のりが噴ふき出し、黒いスーツを真しん紅くに染そめた。


「フハハハッ……草[image: ]静馬よ！　地じ獄ごくでまた会おう!!」


　両手を上げて狂きよう気きじみた高笑いをするデルモンテの全身から、ショートしたような細かな火花が飛び散り、やがてパワーベルトが爆ばく発はつして砕け散った。


　デルモンテはゆっくと仰あお向むけに倒たおれていき、コーナーポストから落下する。その身体からだは下にあった棺かん桶おけにすっぽりと収おさまった。見事な死に際ぎわであった。


「ホンマ、世話の焼けるやっちゃのう」


　大きな歓かん声せいを浴びながら、静馬は苦笑いを浮うかべた。自分の敗北すらそれっぽく演えん出しゆつしなければ気の済すまない魔界公爵の趣しゆ味みに付き合わされたのだ。しかし、相手の要求を察して同じ必殺キックで引いん導どうを渡わたしてやれたのは静馬ならではである。


「ったくも～……さんざ好き勝手に暴あばれるだけ暴れといて、最後は自分だけカッコつけておねんねとはね！　迷めい惑わくったらありゃしないよ!!」


　七瀬が愚ぐ痴ちりながらリングに入ってくる。


「何や、まだやんのか？」


「不思議そうな顔で当たり前のことを訊きくんじゃないよ！　こっちはまだノーダメージなんだからね！」


「帰ったらええのに……それともアレか？　オレに勝つ算さん段だんでもついたんか？」


「こっちは最ハ初ナから勝つつもりさ。ま、チンドン屋は結局んとこ期待外れだったけど、時間稼かせぎの役には立ってくれたしねえ」


「時間稼ぎ……何のや？」


「こいつさ！」


　七瀬は青コーナーを蹴けった。


　踵かかとから放たれた〈紫し電でんの薔ば薇ら〉がリングを囲むロープを伝って走ると、八本のコーナーポストからリング内に向かってチェーンが飛び出した。八本のチェーンはそれぞれ三つ隣となりのコーナーポストに絡からまり、柱の間にピンと張はり渡される。


　八角形のリング内に、七瀬のチェーンによって綾あや取とりのように囲まれた、さらに小さな八角形の結界が出来上がった。チェーンは一番高いロープと同じ高さに張り巡めぐらされている。中央にいた静馬はおよそ直径四メートルのエリアに封ふうじこめられた形になった。


　七瀬は張り巡らせたチェーンの上に立ち、両手のチェーンを生き物のごとくうねらせながら、勝利を確かく信しんしたように目を細めた。


「どうだい、〈ダイヤモンドの結界〉に捕つかまった気分は？　いつもは簡単な五角形や六角形で作るんだけど、やっぱりこのブリリアントな八角形が強さでも美しさでも最高だね。負ける気がしないよ」


「よう言うわ。こんなチェーンが何やっちゅうねん！」


　結界を作っているチェーンは何百キロもの重さを支ささえられるような太い物ではない。静馬はチェーンを蹴り上げて断たち切ろうとした。


　バチィ！


　爪つま先さきから全身に衝しよう撃げきが走り、静馬はもんどり打って倒れた。


「な……何でやねん!?　全然ちゃうやんけ……」


　静馬は四つん這ばいでうめいた。結界のチェーンに流れる電流は、七瀬のチェーンに捕ほ縛ばくされて直ちよく接せつ流されるものに倍する威い力りよくがあった。


「ただ張り巡らせただけだと思ったら大おお間ま違ちがいだよ！　この結界は〈紫電の薔薇〉のパワーを増ぞう幅ふくする回路になってるんだからね」


「ふ……ふん！　こんなもん、下から逃にげたら済む話や」


　結界のチェーンはほぼ静馬の胸むねの高さに張られている。静馬は匍ほ匐ふく前進してチェーンの下をくぐろうと試みた。


　手を伸のばして慎しん重ちように先を探さぐりながら進む。頭がチェーンの下を過すぎると静電気で髪かみが逆さか立だったが、チェーンが垂たれ下がってくるようなことはなかった。いける、と判はん断だんした静馬は大だい胆たんな動きで赤コーナーを目指してトカゲのように這った。


　それを見ていた七瀬がパチンと指を弾はじいた。


　バリッ！


　チェーンの交差した部分から小さな稲いな妻ずまが落ち、静馬の脳のう天てんを直撃する。


「んぎゃっ！」


　静馬はビデオを高速逆ぎやく回転させたように慌あわてて後こう退たいすると、煙けむりの出ている頭を搔かきむしった。


「あっ、熱いやんか！」


「運動会じゃあるまいし、簡かん単たんにくぐれると思ったのかい!?　あんたにもう逃げ場はないのさ！　ア～～ッハッハッハッハァ～～～ッ!!」


　七瀬の勝ち誇ほこった高笑いが響ひびいた。


『おお～っと出ました、ミス・ダイナモこと久遠七瀬の女王様笑いだ～～っ！　高笑いが似に合あうところはタッグパートナーとお揃そろいです！　突とつ如じよ出しゆつ現げんしたこの巨きよ大だい電気コンロ、あるいは強きよう制せい的不平等高こう圧あつ電流デスマッチとでも申しましょうか、恐おそるべき電撃の檻おりに捕ほ獲かくされた世紀の野人・草[image: ]静馬！　この窮きゆう地ちをいかにして脱だつするのか～～っ!?』


「無理無理！　逃げられっこないよ!!」


　七瀬の両手が交こう互ごに動いた。飛礫つぶてのごとく繰くり出されたチェーンが静馬の肩かたと胸を打ち、強きよう烈れつな電撃を食らわせる。仰のけ反ぞって後退すると背せ中なかが結界のチェーンにぶつかり、追い討うちの電撃が全身を貫つらぬいた。


「んがああっ！」


　うつぶせに倒たおれた静馬の背中に容よう赦しやのないチェーンの連打が叩たたき込こまれた。チェーンの鞭むち打うちによって静馬のタンクトップは瞬またたく間に引き裂さかれ、背中に無数のミミズ腫ばれが刻きざまれていく。攻こう撃げきを食らうたびに静馬の身体からだが跳はねた。


「アハハハハッ！　楽しいねえ！　この時が来るのを指折り数えて待ってたよ！　受けた屈くつ辱じよくは一〇〇倍にして返してやるからねえ!!」


　狂きよう喜きした七瀬は口から泡あわを飛ばしながらチェーンを振ふるい続ける。静馬は両手で頭を抱かかえてガードしつつ、左右に転がって避よけることしかできなかった。それでも四メートル四方にしか動けないため、避けきれるものではない。


　七瀬がさすがに疲ひ労ろうを覚えて攻撃の手を休めた時には、静馬の身体はボロ雑ぞう巾きんと化していた。背中の皮ひ膚ふは擦すり切れて裂け、いくつもの血の筋すじが流れている。頭を保ほ護ごしていた両りよう腕うでも傷きずだらけだった。電撃のため身体のあちこちから焦こげくさい煙が上がっていた。


「おい、草[image: ]」


　赤コーナーから声がかかった。パートナーが一方的にやられている間、コーナーポストの上に腰こし掛かけて悠ゆう々ゆうと見物を決め込んでいた刹羅だった。


「苦戦しているようだな。代わってやろうか？」


　刹羅の台詞せりふに顔色を変えたのは七瀬である。この結界が刹羅には通用しないことが分かっているからだった。


　それを聞いた静馬は跳ね起きると、満面の笑え顔がおで刹羅の方に振り向き、言った。




[image: ]


「よっしゃ、選手交こう替たいや！」


　さっきとは真逆の態たい度どに、会場全体が度ど肝ぎもを抜ぬかれた。


「い……いきなりプライドを捨すてやがったわよ、あいつ!?」


　涼子は当然のごとくいきりたったが、大作はいたって冷静に言った。


「タッグマッチなんだから交替したっていいじゃないですか。ルール上、何の問題もありませんよ」


「でも、そんなことでギャラリーが納なつ得とくすると思う？」


「納得しなくたっていいじゃないですか。勝つためですよ」


「それにしたって……」


　ざわめく観客をよそに、静馬は刹羅とタッチするために手を伸ばした。刹羅もコーナーポストの上から手を伸ばす。しかし──


「あ、あかん……全然届とどかへん！」


　静馬は結界のチェーンにギリギリまで近ちか寄よって手を伸ばしたが、それでも刹羅とタッチするにはまだ二メートル以上の開きがあった。


「交替するにはタッチしないとな……だが、この距きよ離りじゃ届かないな。残念だ」


　刹羅は早々に諦あきらめて手を引っ込める。


「クソッ……お前、白い顔して根こん性じようババ色やな！」


　からかわれたと気付いた静馬は毒づいた。不安げに見ていた七瀬は腹はらを抱かかえて笑い出す。


「ヒャハハハッ！　あんたに助けなんて来ないのさ！　可哀かわい想そうだけど、彼女のチューもお預あずけだね!!」


　再ふたたび鞭打ち攻撃が始まった。今度は立ったままチェーンの軌き道どうを見み極きわめて躱かわす静馬だが、それでも軽くかすめただけで電撃が全身に走る。結界の中に逃にげ場はなかった。


「ああ、もう！　あのいまいましいチェーンをどうにかできないの!?　このままじゃやられるのは時間の問題よ？」


　涼子は大作の肩を摑つかんで激はげしく揺ゆさぶった。


「のんびり見物してないで、早いとこ何か出しなさいよ！　このピンチを救うラッキーアイテムを！」


「それならもう出しましたよ」


「え？」


　大作の意外な言葉に、涼子は辺りをキョロキョロと見回した。大作の手を見るが、何も持っていない。


「出したって……どこにあるのよ!?」


「決勝戦が始まる前に、すでに静馬さんに渡わたしてあります。今こそ役に立つ時なんですが……たぶん、あれはいま静馬さんの手元にはないんじゃないでしょうか」


　大作は厳きびしい顔でリングを見つめる。


「──タンマ！　ちょっとタンマや！」


　両手を挙げてアピールする静馬に、七瀬はチェーンを繰くり出す手を止めた。


「なんだい？　今さら降こう参さんしようったってそうはいかないよ」


「誰だれが降参するかい！　ちょっと待ってくれ言うとるんや。一分くらいええやんけ」


　静馬は赤コーナーの刹羅を呼よんだ。


「おい、そこの白いの！　オレの上着取ってくれや。こんなボロボロの格かつ好こうじゃ、みっとものうて闘たたかわれへんわ」


　静馬の言う上着とは虎とら縞じま極ごく彩さい色しきの特攻服のことである。花道に脱ぬぎ捨ててあったその上着を手に取った刹羅は、判はん断だんを求めて七瀬を見た。


「高そうな上着だね。着たところでどうせすぐにズタボロになるんだよ？　勿もつ体たいないじゃないか」


「オレのもんをどうしようとオレの勝手や。さっさとよこせ！」


「後こう悔かいしたって知らないよ」


　七瀬は顎あごをしゃくって、上着を静馬に渡すように合図する。刹羅が上着を結界内に投げ入れると、静馬は七瀬に背せを向け、上着を羽は織おったままその場にしゃがみ込んだ。


「何やってんだよ？」


「いろいろと準じゆん備びがあんのや。しばらく待っとけ」


「上着をよこせって言うからそうしてやったんじゃないか！　あと十だけ数えたら、こっちは勝手にやらせてもらうよ。い──ち！」


　七瀬が声に出して数を数え始めた。数えながら両手のチェーンにパワーを充じゆ電うでんしていく。静馬はそれに構かまう様子もなく、背を向けたままゴソゴソと何かをしている。


「……はーち！　きゅー！……じゅう!!」


　十のコールと同時に、七瀬は両手のチェーンを繰り出した。対たい称しようの弧こを描えがいて左右から挟はさみ込むように襲おそいかかった二本のチェーンは、しかし、目標を失ってぶつかり合った。


　静馬の姿すがたが結界内から消えていた。


「な……に？　バカな!!」


　七瀬は我わが目を疑うたがった。静馬は二本のチェーンを跳ちよう躍やくすることで躱した──問題はその後である。


　静馬は、リング内に縦じゆう横おうに張はり巡めぐらされた結界のチェーンの上に立っていた。


「……こういうもんは使いたなかったんやけどな。まあ、こうなったらしゃあないわ」


　静馬は両足に合成繊せん維い製せいのブーツのような物を履はいていた。バイク用品の一種で、雨よけのためにブーツの上から履く防ぼう水すいカバーである。靴くつ底ぞこから足首近くまでがゴムになっているため、結界のチェーンの上でも電でん撃げきを受け付けないのだ。


　静馬が身に付けたアイテムはもう一つあった。指先から肩かた口ぐちまでをすっぽりと覆おおう天然ゴム製の長い手て袋ぶくろである。スモークグレーのその手袋は見るからに工業用で、絶ぜつ縁えん体たいとしては抜ばつ群ぐんだが、お世辞にも見み栄ばえのいい代しろ物ものではない。


「上着にそんな物を隠かくしてたとはね……それで〈紫し電でんの薔ば薇ら〉を破やぶったつもりかい!?」


　七瀬は動どう揺ようを隠して身構えた。


　七瀬の圧あつ倒とう的優ゆう位いが覆くつがえされたわけではない。電撃を受け付けなくなったのは静馬の両りよう腕うでと足の裏うらの部分にすぎなかった。攻せめ方はいくらでもある。


　静馬は特とつ攻こう服ふくの上着の袖そでに腕を通した。


「この上着がズタボロになる前に決ケ着リをつけたるわ……行くで！」


　その宣せん言げんと同時に、静馬は走った。


　七瀬のチェーンで作られた結界の上だというのに、地面の上と同じか、それ以上に速い。リングの端はしで止まることを考えていない捨すて身の猛もうダッシュである。


　狙ねらうは一撃必殺──まさしく特攻だった。


　その速さは、迎むかえ撃うつ七瀬に策さくを弄ろうする余よ裕ゆうを与あたえなかった。


　七瀬は反はん射しや的に左手のチェーンを放った。先せん端たんにある薔薇の蕾つぼみの分ふん銅どうが、静馬の眉み間けんを狙って一直線に走る。


　分銅は静馬の頰ほおをかすめた。静馬がわずかに首をひねり、紙かみ一ひと重えで避よけたのだ。


　静馬はそのチェーンを右手で摑つかむと、それを引き寄よせながら跳躍した。


　七瀬は必殺の電撃拳けんを放つために右手のチェーンを拳こぶしに巻まき付けようとした。しかし静馬の接せつ近きんが速すぎて間に合わず、巻きが中ちゆう途と半はん端ぱなまま右手を突つき出す。


「〈紫電……」


「──〈猛もう虎こ散さん弾だん脚きやく〉ッ[image: ]」


　炎ほのおの神気を帯びた連続蹴げりが、五分咲ざきの銀の薔薇を粉ふん砕さいした。


　とどめの蹴りが七瀬のみぞおちに突き刺ささる。


　ガァァン！


　神気の衝しよう撃げき波はが七瀬の身体からだを突き抜ぬける音が響ひびいた。


「──あっ！　ダメよ、静馬!!」


　涼子は叫さけんだが、その警けい告こくは遅おそすぎた。


〈ダイヤモンドの結界〉は一番上のロープと同じ高さに張られている。静馬の必殺の蹴りを食らった七瀬の身体を受け止めるべきロープは、背はい後ごにはない。


　七瀬の身体はリングの外へ吹ふっ飛ばされた。


　ダッシュによる運動エネルギーをすべて七瀬に与えた静馬はリングの端で停止し、右手に摑んだチェーンを引いた。自分の攻撃で七瀬がリング外に落ちることは予よ測そくしていた。そのためにチェーンを摑んでおいたのだ。


　チェーンは七瀬の左手首のリストバンドにつながっている。七瀬の体重の倍ぐらいの重さを支ささえられるだけの強度は十分にあった──そのはずだった。


　パキィン！


　吹っ飛んでいく七瀬が地じ雷らいの上に落ちないように引き寄せようとした直後、静馬の手元が急に軽くなった。


　チェーンが切れた──静馬がそう理り解かいするのにコンマ一秒もかからなかった。


　七瀬の体重に静馬の蹴りの威い力りよくが加わったことと、それまでの闘たたかいで蓄ちく積せきされた金きん属ぞく疲ひ労ろうによって限げん界かいを超こえてしまったのだ。


　静馬は無む駄だと知りつつリングの外に身を乗り出して手を伸のばした。しかし、七瀬の身体はすでに四メートルも先まで飛んでいる。


　仰あお向むけに落ちていく七瀬の姿すがたは、ひどくゆっくりと見えた。


　ゴッ！


　爆ばく風ふうが静馬の顔面に叩たたきつけてくる。静馬は両腕で顔を覆ったが、すぐにそれが地雷の爆発によるものではないことに気付いた。爆発なら熱風が襲おそってくるはずだが、その風は熱を帯びていない。


「な、何や!?」


　七瀬がどうなったか確かく認にんしようとした静馬の視し界かいを何かが覆った。けっこうな質しつ量りようの物体が顔面にぶつかってきて、静馬は下した敷じきになった。


「い、痛いた！　どうなっとんねん？」


　静馬は落下物を手で押おしのけて上体を起こした。


　飛んできたのは七瀬だった。舞まい戻もどってきた七瀬のお尻しりが静馬の顔面を直撃したのだ。


　七瀬の太ふと腿ももの間から顔を出す形になった静馬は、赤コーナーに目を向けた。


　コーナーポストの上に立ち、右手を前方に突き出している刹羅と目が合った。刹羅の周囲には風が渦うずを巻き、黒いインバネスの裾すそをはためかせている。刹羅が〈凶まがツ風かぜ〉を操あやつって強力な上じよう昇しよう気流を起こし、七瀬の身体をリングに戻したのだ。


「敵てきのチームでも身内は身内だ。これぐらいは目をつぶれ」


「……フン、まあええ。許ゆるしたるわ」


　恩おん着きせがましく言うと、静馬は発達した犬歯を剝むき出して笑った。





　決勝戦第一試合・VS久遠七瀬＆デルモンテ＝嘉門チーム戦。


　結果──草[image: ]静馬＆京極刹羅チームの完全勝利。










　第四十五話　怪かい物ぶつと闘たたかう者は［前編］







〈九月十五日──追記〉





　集しゆう団だんを相手に一人で闘うには特別なやり方がある。


　ザコには構かまわず、その集団をまとめ上げているボス一人を狙ねらう──？


　そんなものは組そ織しきというものの本ほん質しつを理解しない素人しろうとの発想だ。


　大おお勢ぜいの人間が集まって出来上がった組織は、一匹ぴきの巨きよ大だいな怪物のようなものである。


　それも千の目と耳と腕うでを持つ、形のない怪物だ。


　怪物の頭と見えるモノは急所でも本体でもなく、ちょっと見み栄ばえのいい部品にすぎない。


　いくらでも取り替かえのきく仮か面めんのようなものだ。


　俺おれが考える本体とは目に見えるものではなく、怪物の細さい胞ぼう一つ一つを結合させている力、すなわち〈悪の連れん鎖さ〉そのものだ。これを断たち切ることが勝利への道となる。


　怪物に勝つための鉄てつ則そくは二つある。


　一つは、敵の目から姿を隠かくすこと。


　もう一つは、組織の末まつ端たんにいる者から一人ずつ確かく実じつに始末していくことだ。


　相手が千人の組織なら、一対一の闘いを千回やればいい。


　怪物の目を抉えぐり、耳を削そぎ、指を砕くだく──それも徹てつ底てい的に、やる。


　それが怪物を滅ほろぼすただ一つの方法だ。





　　　　一





「良かった……七なな瀬せさん、無事みたい」


　マルチモニターに見入っていた京きよう極ごく美み月つきは小さく息を吐つくと、胸むねの前でぎゅっと握にぎり締しめていた両手をほどいた。


　オペレーター以外はいかつい男ばかりで、必要最さい小しよう限げんの内ない装そうしか施ほどこされていない運営本部では、若わか草くさ色いろのサマードレスを着た美月の姿は浮ういていた。その背はい後ごに控ひかえている四角い体型をした黒ずくめの男も、幻げん弥やの部下たちとは明らかに毛色が異ことなっている。


　二人は招まねかれざる客だった。


　美月が幻弥のもとにやってきたのは、決勝戦が始まって間もなくのことだった。


　刹せつ羅らたちの闘いを観戦したいという美月のわがままを真ま琴ことが聞き入れ、ボディガード兼けん案内役として柴しば崎さき勲いさおを付けてよこしたのである。


　面めん倒どうなことをしてくれる──


　幻弥は表面的には美月を歓かん迎げいしたが、内心では苦々しく思っていた。


　現げん在ざい、幻弥の一いつ党とうは南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうとの戦せん闘とう状じよう態たいにあった。身内の、それも暴ぼう力りよくの世界とは無む縁えんの少女が手元にいればどうしても闘とう志しを鈍にぶらされる。何より、幻弥は美月と同じ年とし頃ごろの少女を誘ゆう拐かいし、人ひと質じちとして監かん禁きんしている最中なのだ。


　真琴がどういうつもりで美月をよこしたのか、幻弥には理り解かいできなかった。


　刹羅たちの闘いを直じかに見せることには確たしかに意い義ぎはあるだろう。しかしそれだけの理由で京極家の箱入り娘むすめをこんな危き険けんな場所にやるだろうか。あるいは真琴が幻弥の活動をすべて知っていて、その牽けん制せいのために送り込こんだのではないか──裏うらを読もうとしてあれこれと考えた結果、幻弥は自分が疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっているだけだと気付いた。


　真琴のすることに裏も表もない。あるのは幻弥に対する全ぜん幅ぷくの信しん頼らいである。


　完全に幻弥を信用しているからこそ、何の心配もなく美月をよこしてきたのではないか──それは幻弥にとって、むしろ秘ひめられた陰いん謀ぼうよりも恐おそろしい事実だった。


　真琴の信頼には応こたえなければならない。しかし、このタイミングは最悪だった。慶一郎との闘いは何があろうと途と中ちゆうで投げ出すわけにはいかなかった。自分自身と、何よりも京極家のために。


「あの……幻弥叔お父じ様？」


　美月がひどくかしこまった様子で訊たずねてくる。幻弥はおどけた調子で答えた。


「何でしょうか？　お嬢じよう様さま」


「できれば私も下の会場で観戦したいのですけど……」


「ふむ……ま、当然でしょうな」


　幻弥は頷うなずくと、指を鳴らして瀧たき川がわを呼よんだ。


「闘とう技ぎ場じようへはエレベーター一本で行けるんだったな？」


「はい。西側の一基きが直通になっています」


「一人案内に付けてやれ」


　幻弥に命じられた瀧川は、部下の中でも若くて物もの腰ごし柔やわらかな男を案内役に指名した。美月を無用に怖こわがらせないようにとの配はい慮りよである。


　美月と柴崎が本部から出て行ったのを確かく認にんし、幻弥は瀧川に耳打ちする。


「下はどうなってる？」


「高たか槻つきと連れん絡らくが取れません。四階から上を担たん当とうしている荒あら木き田だの隊に調べさせていますが──」


「全ぜん滅めつか」


「おそらくは……」


　瀧川は険けわしい顔つきで答えたが、幻弥に動どう揺ようした様子はなかった。尖とがった顎あごに手を当ててしばし思案すると、思い出したように訊ねる。


「例の娘はどうしてる？」


「十五分前の報ほう告こくでは、薬が効きいているらしくまだ眠ねむっているそうです」


「そうか……」


　腕うで時計を見る。午前一時二十二分──。


　幻弥は瀧川に命じた。


「三時までに壊しておけ。ただし殺すな」





　　　　☆





　工事用の無ぶ骨こつな照明灯が黄ばんだ光で照らし出す、コンクリートの基き礎そ剝むき出しの階かい段だん。


　その下に広がる闇やみの淵ふちを覗のぞき込みながら、少年は後ろにいる仲間に尋たずねた。


「誰だれも上がって……こねえ……な」


　自分の声が意外に大きく反はん響きようしたのに驚おどろいて、語ご尾びが尻しりすぼみになる。


　健康プラザとしま４Ｆ。フロアの両りよう端はし、東西に一つずつある階段のうち、少年たちが警けい備びを任まかされているのは西側の階段である。


　階下から散発的に聞こえていた銃じゆう声せいが止やんでから、すでに十数分が経けい過かしていた。


　この階段を上がってくる人間が仲間であれば問題はない。しかし敵てきであれば、少年たちはそれを迎むかえ撃うつように命令されていた。


　少年たちのグループは四人組だった。


　最年長で十九歳さいの組員、高たか島しま（通つう称しようタカ）を除のぞく三人は、二か月ほど前に〈ユニオン〉に加わったばかりの新参者である。入会したといっても正式に構こう成せい員いんとしてタカの兄あに貴き分である荒木田に紹しよう介かいされたのは今夜が初めてだった。会っていきなり拳けん銃じゆうを持たされ、この場所を警備しろと言い渡わたされたのである。落ち着かないのは当然だった。


　何も起きないままさらに数分が過すぎた。闘いが続いているにせよ終わったにせよ、何の音おと沙さ汰たもないというのは異い常じようなことだった。


「なあタカ……上の人にどうするか聞きに行った方が良くねえ？」


「余よ計けいなこと考えんな。俺らはここを任されたんだ。勝手に離はなれたら荒木田さんに殺されるぞ」


　タカは防ぼう火か扉とびらを背せにして立ったまま階下に視し線せんを送っている。慣なれない状じよう況きように焦じれている様子の他ほかの三人とは違ちがい、緊きん張ちよう感を持続させている。


　防火扉を向こう側から叩たたく音が響ひびき、四人は一いつ斉せいに振ふり向いた。


　それがノックの音だと気付いたタカが応おう対たいし、扉を開ける。中から顔を出したのは荒木田だった。


〈ユニオン〉の幹かん部ぶには昔ながらのヤクザを思わせるいかにもな強こわ面もてのタイプはいない。冷れい酷こくさや凶きよう暴ぼうさは内に秘ひめられ、表向きはあくまで端たん正せいである。グレーのスーツを着込み、髪かみをポマードできっちり固めている荒木田も、一見して一流企き業ぎように勤つとめる課長クラスのサラリーマンとしか思えない風ふう貌ぼうと雰ふん囲い気きの持ち主だった。ただし身体からだの方は相当に鍛きたえているらしく、スーツの上からでも固太りしていることが分かる。


「高島。変わりはないか？」


　外見に似に合あわぬ鋭するどい眼がん光こうで一いち瞥べつされ、階段や手すりに腰こし掛かけていた三人は慌あわてて直立不動の姿し勢せいになった。


「今のところ何もありません。下からの音も聞こえません」


　タカの答えを聞いて、荒木田は頷うなずいた。


「お前たち四人で下を見てこい。南雲という男の死体があるかどうか確かく認にんしろ。身長二メートル以上の、熊くまのような大男だ。見ればすぐに分かる」


「俺たちだけでですか？」


「反対側の階段からも人をやる。途と中ちゆうで会っても敵と間違えて撃つなよ」


「死体が見つからなかったらどうします？」


「探さがす時間は一〇分間だ。それまでに見つからなくても、一〇分経たったら戻もどってこい」


「もしそいつが生きてたら……」


「相手にしないで逃にげろ。そして戻ってきて報ほう告こくしろ。それがお前たちの仕事だ……分かったな？　分かったら、行け」


　荒木田に命じられた四人は一列に並ならんで階段を降おりていった。先頭のタカの持つマグライトの強力な光が暗闇を照らす。階段と各フロアは耐たい火か扉で仕切られていた。


「ヒロ、お前が先に行け」


　３Ｆのフロアへと続く耐火扉の前で、タカは最年少の少年に言った。ヒロと呼よばれた少年は三人の前に出ると、両手でノブを握にぎり、ゆっくりと引いた。


　開いた防火扉の向こうから、むせ返るような異い臭しゆうが漂ただよってきた。


「うわっ……臭くっせ！」


　ヒロが慌てて扉を閉しめる。四人は我われ先さきにと階かい段だんを駆かけ上がり、踊おどり場まで引き返した。


「すっげえ変な臭におい……したよな？」


「何だろ？　チョー生臭せえっつーか……」


「ゲロも混まじってたぞ。ドブだぜ、ドブ！」


　引きつった半笑いの顔で感想を述のべ合う三人の尻を、タカが裏うら拳けんで叩いた。


「臭いぐらいでビビってんじゃねえよ。行くぞ。一〇分しかねえんだ」


　タカに急せかされて、三人は再ふたたび３Ｆに降りた。異臭に顔をしかめながらも、ヒロを先頭に３Ｆのフロアに入っていく。戦せん闘とうは想定していないため、タカ以外の三人は拳銃をジーンズの尻ポケットに突っ込んだまま、それぞれ自前の懐かい中ちゆう電灯を持って周囲を照らした。


　防火扉の周囲には誰もいなかった。正確には何も──異臭の発生源げんとなる死体は一つもなかった。


　廊ろう下かは数メートル先で右に折れている。先頭を任されたヒロは足元に注意しながら右側の壁かべ沿ぞいに進み、廊下の角にピタリと張はり付いた。角から懐中電灯と左目だけを出してその先を見る。廊下はその先すぐでクランク状じように曲がっていた。４Ｆと同じ構こう造ぞうだとすれば、廊下はそこからフロアの東側の端まで伸のびているはずである。


　いよいよ強くなった異臭が、物理的な圧あつ力りよくを伴ともなって迫ってくるようだった。


　後ろから押おし出されるようにしてヒロは廊下の角から飛び出した。廊下の先に広がる暗くら闇やみに懐中電灯を向けたとたん、ヒロはその場に棒ぼう立だちになった。


「……おい、向こうはどうなってんだ？」


　ヒロは答えない。続く二人が懐中電灯を向けると、ヒロの横顔は死人のように真っ青になっていた。


　二人は恐おそる恐る足を進め、ヒロの背中越ごしに廊下の様子を覗のぞき見た。


　地じ獄ごく絵図──


　そうとしか表ひよう現げんしようのない光景が広がっていた。


　夥おびただしい数の死体が、文字通り廊下を埋うめ尽つくしている。


　懐中電灯の光が届とどく範はん囲いだけでも、十指に余あまる死体が転がっていた。


　どれも尋じん常じようの死に様ではなかった。


　眉み間けんを銃じゆう弾だんに撃うち抜ぬかれ、後頭部から脳のう漿しようを撒まき散らしている死体はまだ普ふ通つうだった。


　首が二回転半も回って真後ろを向いている死体──


　下した顎あごと舌したを残して、その上の部分が消し飛んでいる死体──


　まるで身体の内部から爆ばく裂れつしたように、胸むねにばっくりと大おお穴あなが開き、折れた肋ろつ骨こつが牙きばのように剝むき出している死体──


　およそ人間の仕し業わざとは思えない殺され方をした死体が三割わり以上を占しめている。


　人じん智ちを超こえた怪かい物ぶつが通り過すぎた跡あととしか思えない凄せい惨さんな光景であった。


　異臭の正体はもはや明らかだった。


　廊下にぶちまけられた血と内ない臓ぞうと糞ふん尿にようその他──つまり人間の中身である。


　その異臭の中に新しん鮮せんな臭においが混まじった。


　ヒロの股こ間かんから立ちのぼる臭気だった。


　ヒロは失しつ禁きんしていた。


　しかし、それをなじる者はいない。生きた人間の小便の臭いの方がむしろ芳かぐわしいと思えるほどの空間だった。


「………………」


「……………………」


「…………戻るか」


「そうだな」


　二人は硬こう直ちよくしているヒロの両りよう腕うでを左右から抱かかえ、引きずるようにして後こう退たいした。


　荒木田の命令に背そむくことになるが、彼らの意見は議ぎ論ろんするまでもなくまとまっていた。現場がこの有り様では敵てきの死体を探さがすどころではない。ヒロが先に失禁していなければ、腰こしを抜かし悲鳴を上げて逃にげ出しているところである。


　彼らの精せい神しんは限げん界かいまで水を注いだコップだった。少しでもバランスを崩くずせばたちまち恐きよう怖ふの感かん情じようがあふれ出し、ほとんど発はつ狂きように近いパニック状じよう態たいに陥おちいってしまうだろう。


　目にした光景について何も考えないように、ついでに肛こう門もん括かつ約やく筋きんがフリーにならないように注意しながらそろそろと足を運ぶ。クランクの手前に立っているタカの前までもどってきた時、二人は奇き妙みようなことに気付いた。


　タカの持つマグライトが小こ刻きざみに震ふるえていた。


　大量虐ぎやく殺さつの現場を目もく撃げきしたとすれば当然の反はん応のうだが、タカはそれを見ていない。ただ待っていただけにしては様子がおかしかった。見開かれた両目は焦しよう点てんが合わず、額ひたいからこめかみにかけて多量の汗あせが流れている。口は半開きになり、歯がガチガチと鳴っていた。


　それは極限の恐怖に襲おそわれている人間の顔だった。


「何やってんだよ、タカ……？」


　マグライトの発する眩まぶしい光に顔をしかめながら訊たずねる。二人はほぼ同時に、もう一つの異い状じように気付いた。


　タカの頭の上に何かが載のっている。それが人の手だと理り解かいするのに時間はかからなかった。やけに大きな手がタカの後頭部を摑つかんでいて、正面からはその指先が見えているのだ。


　タカの背はい後ごに黒い人ひと影かげが立っていた。タカよりも頭一つ分以上も背せが高い。身長二メートルを超える巨きよ漢かんであった。


　二人が手を放したため、ヒロはその場に尻しり餅もちをついた。その痛いたみで正気に戻もどったヒロはタカの様子に気付いて顔を上げる。


「ひいっ！」


　タカが短い悲鳴を上げた。


　いつの間にかタカの身長が伸のびている──そう見えたのは錯さつ覚かくだった。タカの身体からだは急きゅう激げきに成長したのではなく、床ゆかから二〇センチほど浮ういていた。スニーカーの爪つま先さきが宙ちゆうを搔かいている。タカの頭を摑んだ巨漢の手が凄すさまじい力で持ち上げたのである。


「うっ、うわっ、ひっ、あっ……」


「──〈龍りゆう勁けい掌しよう〉」


　パガァァン!!


　タカの頭が一いつ瞬しゆん、倍ほどの大きさに膨ぼう張ちようし、爆裂した。


　砕くだけ散った骨ほねと皮と脳のう味み噌そが鮮血ととにも三人の頭上から降ふり注ぐ。おぞましい温かさをもった真っ赤な泥どろだった。


　ヒロの顔面に柔やわらかい物が当たって張はり付いた。反はん射しや的に手で払はらい除のけたヒロは、それがタカの眼がん球きゆうだと気付いて絶ぜつ叫きようを上げた。


「いぎゃあああああっ!!」


　三人は逃げ出した。無数の死体が転がる廊ろう下かの方へ走る。懐かい中ちゆう電灯を放ほうり出してしまっていた。暗くら闇やみの中で死体に足を取られながら、倒こけつ転まろびつ東側の階かい段だんへと向かう。


　正面から不意に光を浴びせられ、三人は立ち止まった。荒木田が東側から送り込こんだ班はんかもしれない──そう考えたヒロたちの顔に安あん堵どの色が広がる。


「た、助けてくれ！　バケモンだ！　バケモンがあっちに……」


「ほう……それは身長二メートルの大男だったか？」


　マグライトを手にしたその人物は、場ば違ちがいに落ち着いた口調で訊ねた。


「そ、そうだよ！　もの凄すげえデカくて──」


「俺おれみたいな男だったか？」


「……え？」


　三人は顔を上げて男の姿すがたをよく見た。マグライトの眩まぶしさで顔ははっきりとは見えないが、男の身長は二メートルを優ゆうに超えていた。


「暗闇の中とはいえ、追い越されたことにも気付かないとはな……呑のん気きな兵隊だ」


　その言葉は、目の前の男がタカを爆ばく殺さつした当人だという事実を意味していた。


　三人はもう一度引き返そうとしたが、マグライトに照らし出された廊下の死し屍し累るい々るいの惨さん状じよう、そして全身血みどろになった互たがいの姿を目まの当たりにして立ちすくんだ。


「死体がそんなに珍めずらしいか？」


　男の右手に拳けん銃じゆうが現あらわれた。最初から握にぎっていたのか、どこからか取り出したのかは分からない。手品のように突とつ然ぜん現れたとしか見えなかった。


　足がすくんで動かない三人は、それでも抵てい抗こうを試みた。荒木田から与あたえられた銃を抜ぬき、引き金に指をかけた。


「うっ、うわあああっ！」


　銃声が爆竹のごとく立て続けに響ひびく。


　銃じゆう弾だんの雨にさらされながら、しかし、巨漢は微び動どうだにしなかった。まるで実態のない幻まぼろしのように、銃弾は巨漢の身体にかすりもしない。


　やがて少年たちは弾たまを撃うち尽つくした。それを確かく認にんしてから、男はおもむろに口を開く。


「お前たちは中学生の女の子を一人、拉ら致ちしたはずだ。どの階にいるか教えてもらおう」


　三人は互いに顔を見合わせたが、首を横に振ふるばかりだった。彼らの仲間でわずかでも知っている可か能のう性せいがあると思われるのはタカだったが、すでにこの世にいない。


「そんなこと、俺たちが知ってるわけねえよ……」


「三つ数える。その間に答えろ」


　男は一方的にそう告げると、少年たちに銃口を向けた。


「一つ」


　男の銃が火を噴ふいた。


　ヒロの右側にいた少年が眉み間けんを撃ち抜かれ、棒ぼうのように倒たおれた。


　即そく死しだった。


「二つ」


　再ふたたび銃声が響く。


　ヒロの左側にいた少年が右目を銃弾に貫つらぬかれ、糸の切れた人形のように崩くずれ落ちた。


　やはり即死である。


「────」


　男の銃は最後の一人となったヒロの眉間にピタリと狙ねらいを定めていた。


「答えろ。答えなければ殺す」


「だから……だから、知らねえって言ってんだろうがよ！」


　ヒロはその場に泣き崩れた。尻に異い様ような感かん触しよくがあった。すでに脱だつ糞ぷんしていた。


「ひでえよ……なんで、なんで俺らがこんな目に遭あうんだよ……」


「お前たちが幻弥の兵隊で、俺の敵てきだからだ」


「そんなの関係ねえよう……今日来たばっかで、いきなり銃持たされて……ワケ分かんねえまま殺されんのかよ……そんなバカな話あるかよう……」


「理り不ふ尽じんか？　そうは思わんな。お前たちは幻弥の手下になる代わりに、それなりにいい目を見てきたはずだ。違うか？」


　男の言うことに間違いはなかった。


　タカと知り合い、〈ユニオン〉に入ってからヒロたちの生活は一変した。


　とにかく金と女には不自由しなかったし、タカに頼たのみさえすればたいていのことは融ゆう通ずうが利きいた。〈ユニオン〉の仲間はどこにでもいて、何をするにも協力を惜おしまなかった。


　気に入らない奴やつをリンチにかけるのも、気に入った女をさらってきてレイプするのも実に簡かん単たんで、ゲームのように楽しめた。仲間が大おお勢ぜいいたおかげで罪ざい悪あく感は薄うすめられたし、警けい察さつに捕つかまる心配もなかった。


　タカが持ってくる簡単なアルバイト──ある場所で見張りをしたり、中身を知らされていない荷物を預あずかったり、合法ドラッグを売りさばいたり──をたまにこなすだけで、その都つ度ど数十万円単位の金が懐ふところに入ってきた。


　ヒロたちはこの二か月の間、まるで夢ゆめのような、ほとんど無む制せい限げんともいえる自由を満まん喫きつしてきたのだ。それ以前のみじめな生活が前世の出来事のように思えるほどの、鮮せん烈れつで充じゆう実じつした二か月間だった。


「報ほう酬しゆうには必ずそれに見合った仕事がある。世界の表だろうと裏うらだろうとそれは変わらん。そして兵隊の主な仕事は命をかけることだ。お前がここで死ぬことには、十分に納なつ得とくするに足る、正しく筋すじ道みちの通った理由がある」


「そんな理由なんか知らねえよ！　何で俺が死ななきゃならねえんだよ!?　ついこの間、十六になったばっかだってのに……」


「ほう……だったら、死ぬのに適てき当とうな年ねん齢れいというのはいくつだ？　言ってみろ」


　その問いに、ヒロは締しまりのない口をパクパクさせるだけで答えられなかった。


「人間はわけも分からず生まれてきて、いつか必ず死を迎むかえることを定められつつ生きていく。いくつで死のうとほとんどの人間は志こころざ半しなかばでこの世を去る。違ちがいがあるとすれば、その死が惜おしまれるか否いなかということだ。俺の見たところ……お前は長く生きすぎた」


　男の言葉に激はげしい感かん情じようは何一つ込められてはいない。死というものを当然の現げん象しようとして捉とらえている者の言葉だった。自分は死神と話しているのだとヒロは思った。


　ヒロは床ゆかに両手をつき、左右に顔を向けた。そこにあるのは無惨な死し骸がいばかりだった。倒れた仲間の肩かたを揺ゆさぶってみても、生なま温ぬるい死の感触があるだけだった。


「地じ獄ごくだ……ここは地獄だ……」


「それは違うな。これはお前たちが生きる世界の本当の姿すがただ」


　男の言葉にはひとかけらの同情もなかった。


「お前たちの事業は他人の人生を踏ふみにじることで成り立っている。他人の命を奪うばわないこと、他人のものを盗ぬすまないこと、他人の居い場ば所しよを壊こわさないこと──これらはすべて人が安心して暮くらすために、人間同士の間で交かわされる最さい低てい限げんの約束事だ。お前たちはその約束が通用しない世界で生きている。自分は約束を守らず、他人には約束を守らせようとするなんて、ずいぶんと虫のいい話じゃないか。本当の地獄があるとするなら、それはお前たちの心の中だ。お前たちが理想とする世界、それこそが地獄だ」


「違う……違うよ……俺、こんなひでえことしてねえよ。本当だよう……俺、なんにも悪いことなんてしてないよう……勘かん弁べんしてくれよう……」


「お前が悪人か善ぜん人にんか──そんなことはどうでもいい。お前の友達も本当はいい奴だったんだろうよ。お前にとってはな。だが、それも俺の知ったことではない」


　男はゆっくりと近付くと、床に跪ひざまずいて震ふるえながらむせび泣いているヒロの眉間に銃じゆう口こうを押おし付けた。


「京極幻弥は俺の敵だが、俺が恐おそれているのは奴自身ではない。俺が本当に恐ろしいと思っているのは──お前だ。お前は自分が何をしているのか分かっていないし、知ろうともしない。自分の頭でものを考えることを放ほう棄きし、命令されたことに盲もう目もく的に従したがう。命令に従った結果がどうなろうと責せき任にんを負うこともない。お前が考えるのは自分に都合のいいことだけだ。組そ織しきに加わることで、何か偉い大だいな存そん在ざいと一体になったと思い込んで他人を見下し安心している。だからこそどんな残ざん虐ぎやくなことでも罪悪感なしにやってのけるし、それを勇気だと勘かん違ちがいしている。そして最も恐ろしいのは、お前のような腐くさった人間はどこにでもいるということだ」


　ヒロの嗚お咽えつが号ごう泣きゆうに変わった。幼よう児じに戻もどったように手足をバタつかせるが、銃口を押し付けられた頭だけは動かない。動かせないのだ。


「おがあぢゃん……おがあちゃあん……」


「俺はお前の母親ではない」


　男は銃口をヒロの頭から離はなし、だらしなく開いた口に突つっ込んだ。


「三つ」


　銃声が轟とどろき、子こ供どもは泣き止んだ。





　　　　二





　第一試合が終しゆう了りようして三〇分──


　地下闘とう技ぎ場じようのリングは元通りに整せい備びされ、リングを囲む地じ雷らい原げんは床ごと交こう換かんされた。決勝戦第二試合も同じ趣しゆ向こうで行われるらしい。


『さあ、間もなく開始されます第二試合ですが、今度の対戦相手もまた興きよう味み深いコンビです。ＫＯＧのウリ坊ぼうこと不ふ動どう秋あき嵩たか、そしてバイパーズでは草くさ[image: ]なぎ静しず馬まに次ぐ実力[image: ]２と呼よばれる氷ひ室むろ那な智ち！　方や突とつ進しんしか能のうのないパワーバカ、方や全バイパーズ中最も偏へん差さ値ちが高いと噂うわさされる優ゆう等とう生せい！　典型的な「バカ＆おりこう」コンビです。さて校長、どのような対戦になると予想されますか？』


『コンビネーションという点では期待できそうにないな。それは草[image: ]京極チームも同じことだが……それより気になるのは第一試合で草[image: ]君の受けたダメージだよ。過か去この対戦では二人に勝っているが、今回も勝てるという保ほ証しようはない。それに──』


『ふわあ～～～っと……』


　中なか村むらの大あくびが藤とう堂どうのコメントを途と中ちゆうでさえぎった。時じ刻こくは深夜二時を過すぎているが、もちろん眠ねむ気けに襲おそわれたわけではないだろう。


『言うに事欠いてあくびかね？　気の利きいたセリフの一つも考えたらどうだね？』


『シャラップ！　さっ、いよいよ第二試合、選手の入場です!!』


　激はげしいドラミングの音が鳴り響ひびいた。それにかぶさってくるチェーンソーのようなギター、そして空を切り裂さくハイトーン・ヴォーカル──那智のチーム名の元となったジューダス・プリーストの「ペインキラー」であった。


　ヘヴィメタルの重じゆう厚こうかつラウドなサウンドが会場を震わせる中、青コーナーの花道に対照的な二つの人ひと影かげが現あらわれた。


　片かた方ほうは身長二メートル、肩かた幅はば広く手足も長い大男。相方はそれより頭一つ分小さく、大男に比くらべると体たい格かくも華きや奢しやに見える。体重ではおそらく倍近い差があるだろう。


　スポットライトがリングに向かって歩いてくる二人を照らした。


　不動秋嵩はいつものスタイルだった。


　迷めい彩さいのＴシャツにペインターパンツ、足元はゴツいワークブーツで固めている。太い革かわのベルトを袈け裟さ懸がけのサスペンダーにしていた。短く刈かり込こんだ頭をドイツ国旗の三色で独どく特とくの模も様ように染そめている。その模様が偶ぐう然ぜんにもイノシシの子供の毛皮の柄がらに酷こく似じしていたため、静馬から『ウリ坊』という不本意なニックネームを付けられ、今やすっかり定着していた。


　氷室那智はこの大会から新たに着用している武ぶ道どう着ぎ姿すがただった。


　袖そで無なしの上着と足首のところで絞しぼったズボン、そしてスニーカーにいたるまで黒一色の渋しぶいいでたちである。上着の胸むねには那智の所しよ属ぞくする骨こつ法ぽう道どう場じよう〈神しん武ぶ館かん〉の刺し繡しゆうがある。


　那智の風ふう貌ぼうは大会以前とは見み違ちがえるほど精せい悍かんになっていた。髪かみは伸のび、肌はだは浅黒く日焼けしている。太い首といい逞たくましい腕うでといい、目に見えて筋きん肉にくの量が増ふえていた。


　そして外見以上にその雰ふん囲い気きが異ことなっている。以前は内に秘ひめられていた闘とう志しが、今や電でん磁じ波はのごとく全身から放ほう射しやされていた。体格に差はあるが、秋嵩と肩を並ならべても存在感では見み劣おとりしていない。


　対する赤コーナーには入場のセレモニーはなく、静馬と刹せつ羅らはすでにコーナーに着いていた。大会の医い療りよう班はんに応おう急きゆうの手当てを受けた静馬は半ばミイラ男と化している。


「おい、氷室！　分かってんだろうな？　先せん鋒ぽうは俺が行かせてもらうからな」


　青コーナーに到とう着ちやくしたところで、秋嵩は控ひかえ室でも再さい三さん再四口にした言葉を那智に向かって繰くり返した。


「予選じゃお前や草[image: ]とはやるなって言われてたから見み逃のがしてやったんだ。こっちはザコばっか相手にしてストレス溜たまってんだからよ！　草[image: ]とは俺がやるんだ。分かったな!?」


「そのことはもういいと言ったはずだ。やるならさっさと行け」


　那智はウンザリした顔で言った。控え室にいる間中、何度も同じ言葉を繰り返す秋嵩に精せい神しん集中を乱みだされて辟へき易えきしていたのだ。秋嵩は緊きん張ちようすると饒じよう舌ぜつになるタイプだが、那智はその逆ぎやくである。相あい性しようの悪さはデルモンテ＆七瀬チーム以上だった。


　第二試合の開始を告げるゴングが鳴った。


　秋嵩はトップロープを易やす々やすと飛び越こえ、リング内に嬉き々きとして躍おどり出る。


「さあ～～、来やがれ草[image: ]！　今日こそ決ケ着リをつけてくれるぜ!!」


　闘志満々で挑いどみかかろうとした秋嵩は、ある事じ態たいに気付いて顔を強こわ張ばらせた。


　問題は目の前にいる対戦相手だった。


　赤コーナーからリングに降おり立ったのは、草[image: ]静馬ではなく──


「せっ……刹羅！　何でおめーが出てくんだよ!?」


　秋嵩の当然の問いに、インバネスを羽は織おったままの刹羅は答えた。


「客が……」


「き、客が？」


「客が納なつ得とくしないだろうと思ってな……」


「何だそりゃ!?」


「考えてもみろ。俺おれたちのチームは三人とも別々の相手とタッグを組まされた。それなのに、同じチームメイト同士が一度も対戦しないというのでは観ている客に申し訳わけが立たない……そうだろう？」


「え？　ええ？」


　秋嵩は目を白黒させながら両手でウリ坊柄がらの頭を抱かかえ、ボリボリと搔かきむしった。


『おお～っと、これはいきなりの波は乱らんです！　草[image: ]＆京極チーム、第二試合の先鋒は、ななな～んと京極刹羅の登場だ～～っ！　タッグマッチなので当然といえば当然ではありますが、この組み合わせは我われ々われにとっても予想外です！』


　静馬がいかにして二人を破やぶるのか、その一点にのみ注目していた観客たちは、意外な事の成り行きに大喜びして歓かん声せいを上げた。


「これはまた……この展てん開かいは僕ぼくにも予想できませんでしたよ。どういうつもりなんでしょうね？」


「バカね。決まってるじゃない」


　呆あきれる大だい作さくに、涼りよう子こは自信ありげに言った。


「静馬ばっかり目立ってるのを見て、悔くやしくなったのよ。きっと」


　刹羅の真意はともかく、その行動に一番驚おどろいているのは対戦する当の秋嵩である。


「客の評ひよう判ばんはこの際さい関係ねえだろうがよ！」


「お前はすでに三回も草[image: ]に敗れている。ここで披ひ露ろうする新しい技わざがあるわけでもなし、観客だってどうせ飽あきているだろう」


「バカ言え、三回も負けてねえだろ!?」


「負けたさ」


「ええっ？　ちょっと待てよ、おい」


　秋嵩は太い指を折って静馬と対戦した回数を数えた。


「真まな鶴づるのアレは勘かん定じように入ってねえよな？　てこたあ……ん？　何回やったっけ？」


『ウ～～リ～～坊ぼう～～っ!!』


　一部の女じよ性せいファンの黄色い声せい援えんを聞いた秋嵩は、反射的に笑え顔がおになって手を振ふった。しかしすぐに顔を真っ赤にして怒おこり出す。


「数えてたのが分かんなくなったじゃねえか！　それに『ウリ坊』って言うな！」


　そのリアクションに、観客の間から笑いが起きた。本人にとっては不本意だが、バイパーズのファンからも完全にイジられキャラとして認にん知ちされているらしい。


　秋嵩は赤コーナーで成り行きを見守っている静馬を指さした。


「そんなとこで呑のん気きにしてんじゃねえぞ、草[image: ]！　お前はこれでいいのかよ!?」


「かめへんかめへん。ノー・プロブレムや」


　静馬はニヤニヤしながら手を振った。


「お前の相手すんの、正直面めん倒どうくさいねん。何回やってもワンパターンで進歩あれへんし。刹羅とでも闘たたかった方がウケるやろ」


　無む責せき任にんかつ投げやりなコメントである。秋嵩は那智の方に振り向いた。


「選手交代だ！　お前がやれ」


「断ことわる」


「ぎゃにい!?」


「控ひかえ室で百回は聞かされたんだ。『先せん鋒ぽうは俺が行く』ってな。草[image: ]と闘いたいのなら京極を倒たおせばいいだけの話だろ？　自分の都合を他人に押おし付けるな」


　那智の言い方はにべもなかった。


「そういうことだ。文もん句くはいい……さっさとかかってこい。みんながお待ちかねだ」


　刹羅がインバネスの間から白い手を出し、秋嵩を手て招まねきした。この対戦に異い論ろんがあるのはこの会場で自分一人だけだと気付いた秋嵩は、フンと鼻息を荒あらげた。


「後こう悔かいしたって知らねえからな！」


　秋嵩はリング端はしでクラウチング・スタートの姿し勢せいをとった。


「３スリー……２ツー……１ワン……突撃チヤージ！」


　ダン！


　秋嵩がキャンバスを蹴けり、巨きよ体たいが爆ばく発はつ的に加速した。


　常じよう識しき的に判はん断だんするなら、二人が激げき突とつすれば当然小こ柄がらな刹羅の方が跳はね飛ばされるはずである。しかし──


　観客がどよめいた。刹羅が秋嵩の突進を真っ向から止めたからである。


　ただし刹羅が自分の手で受け止めたわけではない。秋嵩の身体からだは、刹羅の手前二メートルの地点で見えない壁かべに阻はばまれたのだ。


「ぬぐううう～～……」


　秋嵩は前ぜん傾けい姿勢を維い持じしたまま、両りよう腕うでを前方に突つき出した。秋嵩の掌てのひらは刹羅の身体を球きゆう状じように包み込む結界の表面を撫なでるだけで、そこから先に進むことはできない。


　刹羅の操あやつる〈凶まがツ風かぜ〉の結界は、激はげしく渦うずを巻まきながら幾いく重えにも重なる空気の層そうである。


　対する秋嵩の〈山の轟とどろき〉の振しん動どう波はは空気中では伝でん播ぱしない。両手からパワーを送り込んでも、結界の表面をわずかに波は紋もんのように揺ゆらすだけで、ほとんど何の効こう果かももたらしていなかった。


　刹羅が足を前に進めると、その分だけ秋嵩の身体は後ろに押し戻もどされる。


「相変わらずお前の攻せめには工く夫ふうがないな。〈金こん剛ごう拳けん〉の防ぼう御ぎよ力りよくに頼たよりすぎだ。確たしかに鋼はがねと化した身体を傷きずつけることは難むずかしい……だが単たん純じゆんな力押しでは草[image: ]には勝てん」


「う、うるせえ！　今度やりゃあ勝てるさ！　だから邪じや魔ますんじゃねえ」


「なら、その前に俺に勝たねばな」


　刹羅は右手を水平に振った。風の結界の下か端たんがキャンバスに沿そって広がり、秋嵩の足元をすくう。巨体がふわりと浮うき上がった。


　轟ごう！


　刹羅が右みぎ拳こぶしを突き上げると、秋嵩の身体は竜たつ巻まき状じように吹ふき上がる結界のパワーによって空中に巻き上げられた。闘とう技ぎ場じようの天てん井じようスレスレまで上じよう昇しようしたところで竜巻の力が消失し、秋嵩はそのまま放物線を描えがいてリングからかなり離はなれた場所に墜つい落らくする。


　ボゴォォォ──ン!!


　盛せい大だいな爆ばく炎えんが上がった。


　落下した高度だけでも十分に致ち命めい的といえるのに、加えて地じ雷らいの爆発である。ついに大会初の死者が──観客の多くが最悪の事じ態たいを想そう像ぞうした。


　しかし、硝しよう煙えんの中に動く人ひと影かげがあった。


「い……痛いてえじゃねえか、この野や郎ろう！」


　全身煤すすまみれの秋嵩が爆心地で立ち上がり、リング上の刹羅に抗こう議ぎした。


『おお～っと、どっこい生きています！　あれだけの高度から落下し、地雷の爆発をモロに食らいながらもこの元気！　まさに不死身の男!!　ですが第一試合の例もあるように、この地雷原の中から──』




[image: ]


　ドガァァァン！


　そのアナウンスの最中に二度目の爆発が起こった。秋嵩が何も考えずにリングの方へ歩き出そうとして地雷を踏ふんづけたのである。


　吹き飛ばされた秋嵩の身体は、闘技場と観客席を隔へだてる金かな網あみに激突した。四し肢しを踏ん張ばり、金かな網あみにめり込こんだ頭を引っこ抜ぬく。


「一歩、歩いただけで爆発たあどういうこったよ!?」


　秋嵩は金網に摑つかまったまま、誰だれに向けたものか抗議の声を上げる。


『おお～っと不動秋嵩、地雷原の仕組みを理り解かいしていない模も様よう！　やはりバカです！』


「んだと、コラァ～～ッ！」


　アナウンスに激げき怒どした秋嵩は実じつ況きよう席に向かおうとしたのか、金網から手を離はなした。


　ドボスバァァァァァン!!


　着地した両足で踏んだ複ふく数すうの地雷が同時に爆発し、秋嵩の身体は再ふたたび宙ちゆうを舞まう。


「あ～、あの分やと当分戻ってけえへんな」


　地雷を相手に一人で大おお騒さわぎしている秋嵩の姿すがたをコーナーポストの上から眺ながめながら、静馬はガハハと大笑いする。


　その笑いが急に止まった。リング内に降おり立った那智を見たからである。パートナーがリングに復ふつ帰きしてくる見込みがない現げん状じよう、那智の出番となるのは当然の成り行きだった。


　那智と刹羅の間には因いん縁ねんがあった。


　ＫＯＧが池いけ袋ぶくろのバイパーズ・レイヴに初参戦したその日、那智は刹羅と対戦して敗れている。だが那智の放った一いち撃げきは刹羅に痛手を与あたえ、その負ふ傷しようのため刹羅は静馬との対戦で十分に実力を発はつ揮きできずに敗れる結果となっていた。しかも静馬の三人抜きという屈くつ辱じよく的な完敗を喫きつしているのだ。


　その敗北の間かん接せつ的な原因を作ったのが、〈神威カムイの拳けん〉の使い手ですらない氷室那智だった。まともに闘たたかえば刹羅が圧あつ倒とう的に有利とはいえ、その因縁ゆえに全力で倒たおさねばならない相手ではある。


　リング上で対たい峙じすること数秒──刹羅はキャンバスを蹴ってふわりと跳ちよう躍やくした。


「────!?」


　迎げい撃げきの構かまえをとった那智が眉まゆをひそめた。刹羅は那智に向かってきたのではない。那智の方を向いたまま後方に跳とんだのである。


　黒いインバネスをカラスの翼つばさのように広げて跳躍した刹羅は、赤コーナーを飛び越こえて静馬の背はい後ごに着地した。跳躍というよりは短い飛ひ翔しようである。


『これはどうしたことでしょう!?　どうやら氷室那智との対戦は草[image: ]に譲ゆずるつもりのようですが……』


『チームメイト同士の対戦は終わったということだろう。しかしこれはこれで面おも白しろいカードだ。私はまだバイパーズ[image: ]２と呼よばれる氷室君の実力を目まの当たりにしていない。それに見たところ彼もかなり鍛たん錬れんを積んでいるようだ。どうなるか楽しみだよ』


　刹羅と交代した静馬がリングに入る。バイパーズの王者・草[image: ]静馬と、それに大きく水を開けられてはいるが実力[image: ]２の評ひよう価かを受けている氷室那智──初期からバイパーズ・レイヴを観戦しているファンにしてみれば、これこそ本来望んでいた対戦カードだった。


「ひとみには悪いけど、この対戦はいただいたも同然ね」


「そうですか？」


　余よ裕ゆうのある涼子のコメントに、大作は同意しなかった。


「そうですかって……楽勝でしょ？」


「忘わすれたんですか？　さっきの試合でも涼子さんは同じようなことを言いましたよ。でも結果は大苦戦だったじゃないですか。今日の静馬さんの状態は普ふ段だんとは違ちがうんです。相手だってそうですよ」


「多少鍛きたえ直したところで甘あまちゃんは甘ちゃんでしょ？　ちょっと雰ふん囲い気きは変わったけど、静馬の敵てきじゃあ──」


「そう思いたいのはやまやまなんですけど……簡かん単たんに勝たせてもらえるとは思えないんですよねえ」


「人を不安にさせるようなことを言うんじゃないわよ！」


　涼子は大作の耳をつまんで引っ張った。


「そういう時はさっさとラッキーアイテムの一つでも出せばいいじゃない」


「まだ何もピンチになってないじゃないですか。それとも、また応おう援えん作戦で静馬さんのやる気をアップさせますか？　すでにチューの約束までしちゃってますから、次はもう涼子さんのチチをモミ放題にするぐらいしか思いつきませんよ」


「勝手なことを思いつくんじゃないわよ！」


　カァァァン!!


　ハンマーで分ぶ厚あつい鉄板を叩たたいたような音が響ひびいた。神気が人体を直撃した音だった。


「ほら、心配することないじゃない。静馬の勝……」


　リングに目を向けた涼子は、我が目を疑うたがった。


　決まったのは静馬の必殺技わざではなかった。


　涼子の目に映うつったのは、那智の放った掌しよう底ていの一撃で吹ふっ飛ばされる静馬の姿だった──





　　　　三





「鬼おに塚づか美み雪ゆきの居い場ば所しよを教えてもらおうか──」


　二人目の幹かん部ぶ・荒あら木き田だの口の中に拳けん銃じゆうの銃口を突つっ込みながら、慶一郎は質しつ問もんした。


「言わなければ殺す。言ったところでお前が死ぬことに変わりはないが、話している間は生きていられるわけだ……悪い取り引きでもあるまい？」


　言いながら、慶一郎は荒木田の反はん応のうが鈍にぶいことに気付いて訝いぶかしんだ。反応が鈍いのではなく、まったくの無反応だと知った時、慶一郎は驚おどろいて周囲を見回した。


　慶一郎がいるのは建けん設せつ中の健康プラザとしまの６Ｆである。そして、そのフロアに呼こ吸きゆうをしている人間は慶一郎以外に一人もいなかった。荒木田の配下は全ぜん滅めつしている。


　あらためて荒木田を見る。


　荒木田は身体からだを押し付けられたコンクリートの壁かべに脳のう漿しようを撒まき散らして絶ぜつ命めいしていた。


　口の中に突っ込んだ拳銃は、すでに引き金が引かれていた。


　慶一郎は、荒木田を射しや殺さつした後で美雪の居場所を訊きいていたのである。その事実に気付いてぞっとした。


　腕うで時計を見ると、いつの間にか十五分が過すぎていた。


（また……意い識しきが飛んだのか）


　慶一郎は暑さによるものではない汗あせがじっとりと背せ中なかににじむのを感じた。


　戦せん闘とう中ちゆうに意識を喪そう失しつしたのは、今回が初めてではない。


　最初にそれが起きたのは傭よう兵へい時代──異い常じような執しゆう念ねんに取り憑つかれた元工作員がジャングルの奥おく地ちに作り上げた軍事施し設せつを制せい圧あつする任にん務むの最中だった。


　特とく殊しゆな戦闘訓練を受けた十三歳さい以下の少年少女のみで編へん制せいされた〈Ｕ─13〉部隊と、慶一郎は熱帯雨林のジャングルの中、三日三晩ばんにわたって戦い続けた。麻ま薬やくで死の恐きよう怖ふを取り除のぞかれ、必要とあらば自じ爆ばくをも辞さない狂きよう気きの軍ぐん団だんとの戦闘の中、慶一郎自身もまた一個この戦闘機械と化していった。


　慶一郎が再ふたたび人間としての意識を取り戻もどしたのは〈Ｕ─13〉部隊を全滅させ、司令官となっていた元工作員を素す手でで八つ裂ざきにした後だった。


　極きよく限げん状じよう態たいによる記き憶おくの混こん乱らん──最初はそう考えていたが、それだけではないことが二度目の経けい験けんではっきりとした。


　核かくミサイルを搭とう載さいした新型戦車を破は壊かいするため、慶一郎は五〇名の精せい鋭えいで編制された特とく務む部隊に配はい属ぞくされた。だが作戦が始まった直後、部隊の全員が敵側に寝ね返がえり、慶一郎は一人で四十九人を相手に死闘を繰くり広げることになった。


　周囲はすべて敵という絶体絶命の死地で、慶一郎の戦闘能のう力りよくは極限まで発はつ揮きされた。


　鋭えい敏びんに研とぎ澄すまされた五感は、目もく視しするまでもなく呼こ吸きゆうの数と体温で近くにいる敵の人数を察知し、武ぶ装そうの程てい度どから精神状態までもが手に取るように分かった。


　普通の人間でも事じ故こに遭あった瞬しゆん間かんは時間の流れが非ひ常じように遅おそく感じられるというが、極限状態の慶一郎はその『時間が伸しん長ちようする感覚』が長時間にわたって持続した。敵兵士の反応速度は極きわめて鈍どん重じゆうで、機先を制するのは簡単だった。敵が撃うったのを見てからでも弾だん丸がんを避よけられる──もちろん敵が攻こう撃げきしてくる気配を読んで回かい避ひしているわけだが、慶一郎の主観的な感覚では誇こ張ちようではなく事実だった。


　感覚が加速した状態で放つ〈神威カムイの拳けん〉は圧あつ倒とう的な破壊力を持つ。敵の動きがスローに見えるため急所に当てることも容易たやすく、単位時間当たりの攻撃の密みつ度ども数倍となる。ライフル弾を防ふせぐプロテクターを装そう備びした敵でも触ふれさえすれば倒たおすことができた。


　この状態がさらに続くとどうなるのか──慶一郎自身がそれを確かく認にんしたことはない。


　なぜなら、ある一定のレベルを超こえた時、慶一郎の意識は透明になるからだ。そして気付いた時には敵は殲せん滅めつされている。


　この現げん象しようは〈神威の拳〉の呼こ吸きゆう法を続けながら長時間闘たたかい続けると起きるらしい。


　もう一つ条じよう件けんを加えるなら『孤こ立りつ無む援えんにして絶対の窮きゆう地ち』の極限状じよう況きようであろう。


　周囲がすべて敵てきならば余よ計けいな気き遣づかいをする必要もない。思考や感かん情じようを差し挟はさまず、無意識の状態で行動することで戦闘能力をフルに発揮しているのだろう。


　この二度目の経験の後、慶一郎は傭兵部隊を除じよ隊たいした。戦闘中に意識を喪失するなど兵士としては失しつ格かくだった。無意識の戦闘状態で敵味方を判はん別べつできているとは思えない。そしてこの現象のスイッチが何なのか、完全に特定されたわけではないのだ。


　しかし今回は以前とは少し様子が違ちがった。現象が始まるのが早すぎる。


　幻弥の手下は戦闘訓練を積んだ兵士ではない。一人一人は隙すきだらけだが、全体としての統とう率そつが取れていないだけに反応の予よ測そくが不確実という点もある。何より戦闘空間が狭せまい。巨きよ漢かんの慶一郎にとって有利な地形ではなかった。


　原げん因いんはともあれ、まだ正気を失うわけにはいかなかった。今回の闘いは殲滅戦ではない。美雪の救出が最終目的なのだ。


　敵の殲滅は帰る時のために必要な条件である。一人であれば強行突とつ破ぱも可か能のうだが、美雪を連れてとなると困こん難なんになる。


　出会った敵はすべて倒す──しかし無意識のまま闘っていては誤あやまって美雪を殺しかねない。慶一郎は深呼吸すると、自分のなすべき事を肝きもに銘めいじた。


「────!!」


　慶一郎の強化された感覚が、稼か動どうする機械の気配を察知した。西側の壁かべに左手を当て、伝わってくる振しん動どうに神しん経けいを尖とがらせる。


（エレベーターが降おりてくる……乗っているのは二人、いや三人か……）


　迎げい撃げきに向かおうとした慶一郎は、左手で触れた壁に書かれた文字に気付いた。日本語で書かれていたのなら気にも留とめなかったろうが、それはドイツ語だった。


『──怪かい物ぶつと闘う者は、その過か程ていで自みずから怪物とならぬように心せよ』


　何かの詩の一節のようだった。


　コンクリートの壁に白いペンキで書き記されたその一文は、慶一郎の視覚に残ざん像ぞうのように焼き付いた。


　しかし慶一郎がそれに気を取られたのは一瞬のことである。


　エレベーターは減げん速そくしていない。６Ｆを通過しようとしていた。


　そのエレベーターの乗じよう降こう口ぐちを探さがしたが、フロアには存そん在ざいしなかった。途と中ちゆうのフロアには止まらず直通するエレベーターなのだろう。当然、見過ごすわけにはいかなかった。


「──〈神しん飛ぴ拳けん〉！」


　右手に集めた龍りゆう気きの塊かたまりを、エレベーターの縦たて穴あなとフロアを隔へだてる壁に叩たたきつける。


　爆ばく弾だんが炸さく裂れつしたような振動と轟ごう音おんが、フロア全体を揺ゆるがせた。





　　　　☆





　会場を満たしたどよめきが波のように引き、奇き妙みように静まり返った。


　重い手て応ごたえがあった。


　右足の底から発したパワーが螺ら旋せんを描えがきながら体内を巡めぐり、次し第だいに太く束ねられて密度を増ましていく。それを鋭するどい呼気とともに、右う掌しようの一点から大たい砲ほうのように撃ち放つ。


〈神威カムイ〉──それが神しん武ぶ館かん流りゆう骨こつ法ぽうにおける秘ひ伝でんの一手の呼よび名だった。


　師し匠しようの毒ぶす島じま天てん堂どうの口からその技わざの存在を教えられたのは、那智が刹羅との対戦に敗れたすぐ後のことだった。


　静馬やＫＯＧの三人の使う技が〈神威の拳〉だと聞いた天堂が「神武館にも同じ名で伝えられる技がある」と言ったのである。


　秘伝とされるその技は〈神威〉あるいは〈徹とおし〉、〈螺ら旋せん砲ほう〉等とも呼ばれ、名前は一つではない。使い手がそれぞれ異ことなっていることと、技の正体が完全には分かっていないことがその理由だった。最初に技を編あみ出した者の名が伝えられていないことから〈無む銘めい〉とも呼ばれている。


　鍛たん錬れん法ほうと技の解かい説せつは伝えられているが、秘伝の通りに技を再さい現げんできた者は歴史上数えるほどしかいない。個こ人じんの資し質しつに左右されるのか、それとも技自体が未完成であるためかは分からない。天堂自身も三〇年以上にわたって研究しているが未いまだに正体が摑つかめないのだという。どの使い手の技にせよ凄すさまじい破は壊かい力りよくを有するという点から、単たん純じゆんな打撃ではなく、中国拳法で言うところの浸しん透とう勁けいかそれに類るいする特とく殊しゆな打ち方をするのでないか、というのが天堂の見解である。


　天堂の興きよう味みを惹ひいたのは、那智が刹羅に痛いた手でを負わせたという一撃である。無む我が夢む中ちゆうで繰くり出したとはいえ、〈神威の拳〉の使い手に一いつ矢し報むくいたということは、特別の威い力りよくを秘めていたという事実に他ほかならない。


〈Ｖ─１エクストリーム〉に向けての那智の修しゆ行ぎようは、まずその技を再現することから始まった。その技が〈神威〉に通じる性せい質しつのものであれば秘伝の鍛錬に入るもよし──天堂のその提てい案あんを受けて、那智は夏休みの大半を技の研究と鍛錬に費やした。


　結局のところ〈神威〉は神武館の夏合宿の間には完成せず、切り札を欠いた状じよう態たいで大会に臨のぞむこととなった。


　技の核かく心しんが摑めないまま挑いどんだ予選バトルロイヤル初日、対戦中に無む意い識しきに放った一撃に、那智自身が衝しよう撃げきを受けた。


　かつて感じたことのない『柔やわらかな力』が全身を駆かけ抜ぬけた。


　身体からだの中に質量を持ったエネルギーの通り道が開通したような──粒りゆう子し加速器のようなシステムが突とつ然ぜん組み上がった感かん触しよくがあった。


（これがそうなのか──!?）


　那智はその手応えに戦慄すら覚えた。


　それからの予選バトルロイヤルは、その手応えを再認にん識しきし、確たしかなものとするための格かつ好こうの練習となった。


　那智の戦法は一戦ごとに急速に進歩していった。


　子こ供どもがちょっとしたコツを摑んだとたんに自転車を乗りこなすのと似にていた。


　習い覚えていたものの実戦には投入していなかった様々な技が、必殺の一撃に至いたるまでの布ふ石せきとして新たなコンビネーションの中に組み込こまれていった。三日間を闘たたかい抜くことで、那智はいかなる間合いからでも〈神威〉を狙ねらえるほどに技を磨みがいた。


　予選の時間切れ直前になって静馬に挑ちよう戦せんしたのは、新しいコンビネーションが通用するかどうか試ためすためである。それで得た結けつ論ろんは、静馬に対してフェイントは逆ぎやく効こう果かだという事実だった。


　武ぶ術じゆつの真しん髄ずいは『相手を倒たおせる力を養うこと』と『必ず相手に当てること』の二つに集約される。


　静馬を倒すには一撃必殺でなくてはならない。中ちゆう途と半はん端ぱなダメージを与あたえると逆にテンションが上がって倒し難にくくなる男なのだ。


　静馬が底知れぬ実力を発はつ揮きする前に〈神威〉を直撃させる──那智が勝利するにはそれ以外にはなかった。


　対戦が始まって最初の接せつ触しよくで、那智はそれを実行した。正面から斬きり込むように懐ふところに入り、必殺の一撃を見み舞まったのである。


　静馬の闘い方の中に、あえて相手の技を受けようとする傾けい向こうがあること。決勝戦での静馬がどこか集中力を欠いていたこと。秋嵩の相手を刹羅に任まかせ、交代した直後だったこと。それらの条じよう件けんが那智に有利に働いたのは事実だったが、那智自身が予よ測そくしていた以上に〈神威〉は完かん璧ぺきに決まった。


　みぞおちに〈神威〉の一撃を受けた静馬は、数メートルの距きよ離りを吹ふっ飛んでコーナーに叩たたきつけられ、キャンバスに大の字に寝ね転ころがった。


『お、おお～～っと、草[image: ]静馬ダウンです！　しかもこれは……どうしたことでしょう!?　動きません！　ピクリとも動かないぞ!?　まさかの一撃ＫＯなのか～～ッ!?』


　会場全体が息を呑のんだ。那智の勝利を認みとめる歓かん声せいはすぐには起きない。静馬というファイターの人ひと並なみ外れたしぶとさを誰だれもが知っているからだ。


『このデスマッチにレフェリーはいません！　タッグを組む二人ともが試合続行不ふ能のうとなった時点で勝敗が決します。草[image: ]静馬がＫＯされたのであれば次は京極刹羅との対戦となるわけですが……とりあえずカウントを数えてみましょう！』


　アナウンサーが思いつきでカウントを取る──前代未聞ではあるが、静馬のＫＯという事態に半信半はん疑ぎなのは観客も同じだった。テンカウントで起き上がってこなければ、その時こそ歴史的敗北が確定となる。


『ワン！　ツー！……』


　カウントが始まった。那智は、その声を自分が聞いているという状じよう況きようそのものが信じられなかった。


　確たしかに〈神威〉は完璧に決まった。完璧といっても現げん在ざいの自分の実力においては、という注ちゆう釈しや付くつきである。出会い頭がしらだったとはいえ、やっと使い方を覚えたばかりの未み熟じゆくな技わざで勝ててしまうなどということがあっていいのか──一いつ般ぱん的に考えれば当然あっていいはずだが、那智は納なつ得とくできなかった。


『……ファイブ！　シ～ックス！』


　静馬はまだ動かない。あり得ないことだった。


　草[image: ]静馬といえばどんな技を食くらっても化け物じみたタフさで起き上がってくる男のはずだった。まぐれ当たりでＫＯなどという間抜けな真ま似ねはしない。


『セブン！　エイト！』


　那智はふと赤コーナーの刹羅を見た。ゴーグルで半ば隠かくされた顔の表ひよう情じようははっきりとは読み取れないが、口元は固く引き結ばれている。刹羅にしてもライバルである静馬のこんな姿すがたは見たくないはずだ。


『ナイン！』


　力無く投げ出されていた静馬の右手の指がピクリと動いた。


（──そうだ、起きろ！　立って俺おれと闘え！）


　那智は心でそう叫さけんでいた。


（頼たのむ、立ってくれ!!）


　那智は自分が感じている居い心ごこ地ちの悪さが恥の感覚だと気付いていた。こんな形の勝利は那智にとって恥はずべき結果に他ほかならなかった。


『テェェ────……ん？』


　バンッ！


　キャンバスを叩たたく音とともに、静馬の身体からだが起き上がり小こ坊ぼう師しのごとく一いつ瞬しゆんで立ち上がった。


　会場にどよめきとともに奇き妙みような空気が広がった。静馬の復ふつ活かつがあまりに唐とう突とつだったため、喜びよりも不ふ審しんの念が先に立ったのだ。


　静馬はバツの悪そうなしかめっ面つらになり、首を横に振ふった。


「あかん……やっぱりテンカウントも寝てられへんわ。長すぎる！」


「たっ、狸たぬき寝ね入り!?」


　啞あ然ぜんとなる那智に、静馬はポリポリと頭を搔かきながら言い訳わけした。


「ホンマ言うたらカウントツーくらいで気ィついとったんやけどな。どうせタッグマッチやし、このまま寝とっても相方が代わりにやるやろ思てな……」


　その告白に会場は騒そう然ぜんとなった。ブーイングを送る者、ジョークだと受け取って歓声を上げる者、経けい緯いはともかくとりあえず静馬の復活を喜ぶ者──反はん応のうは様々だったが、最も憤ふん慨がいしたのは涼子だった。


「サボって寝たフリしてたですって？　ふざけんじゃないわよ!!　ＫＯされたかと思ったじゃない！」


「静馬さんはたぶん、ふざけてませんよ。それにＫＯされたのは事実でしょう」


　大作のコメントを聞いて、涼子は眉まゆをひそめた。


「……どういうこと？」


「カウントツーの段だん階かいで気が付いたって言ってましたよね？　つまりそれまで完全に気を失っていたわけですよ。カウントを取り始めたのも遅おそかったし、あれがレイヴならＫＯ扱あつかいですよ。それにテンカウント直前に起きたってことは、気付いてからダメージが回復して起きる気になるまで、たっぷりカウント八つぶんかかったってことです。それだけ氷室さんの必殺技が効きいたんでしょう」


「つまり何？　カウントを取らなかったら……」


「普ふ通つうにＫＯだったはずです。テンカウントギリギリで立ったとはいえ、ダメージがゼロになったわけじゃないでしょうし……カウントに助けられたと考えるのは早計かも知れませんね。むしろ問題はこの後ですよ」


「問題って？」


「ヤバイってことですよ！」


　静まることのないざわめきの中、静馬は身体を妙にクネクネさせながら話を続けた。


「マジな話、この大会は何が何でも優ゆう勝しようせなあかんことになっとるねん。ぶっちゃけ、オレ以外に京極に勝てる奴はいてへん……つまりオレが寝てても最終決定戦までは保ほ証しようされとるようなもんや。正直、オレは今、ものごっつ眠ねむいんや……」


　静馬の身体は酔よっぱらっているように前後に揺ゆれた。目が霞かすんでよく見えないのか、何度も両目を瞬しばたたかせる。


「しかしなあ、お前がせっかく用意してきた技わざもロクに見いひんうちに寝るわけにはいかんやろ。客はともかくオレ自身が納得できへん……ちゅうわけで、オレはもう後先考えながら闘たたかうのんはやめにするわ。こっからは何も考えんとガンガン行くよってな」


　やや迫はく力りよく不足の本気宣せん言げんに、那智は微笑ほほえみとともに頷うなずいた。目の前の闘いに全身全霊を注いでこそのバイパーズである。那智にとって優勝は目的ではない。静馬との対戦で自分のすべてを出し切ることだけが望みだった。


「あのバカ……もしかして足にきてるんじゃない？」


「足どころか全身にきてますよ。立ってるのがやっとなんじゃないですか？」


　二人の心配をよそに、グロッキー状じよう態たいながらも静馬の舌したはよく回った。


「ところで、さっきのガーンっちゅうやつ、アレは何や？」


「神しん武ぶ館かんの秘ひ伝でんで〈神威カムイ〉という技だ。〈徹とおし〉あるいは〈螺ら旋せん砲ほう〉、〈無む銘めい〉ともいう」


「何でそんなぎょうさん名前が付いとんねん？」


「過か去こにこの技をマスターした使い手たちが、自分なりの呼よび名を付けたからだ」


「ふう～ん、そらオモロいな……ほんで、お前は何て付けたんや？」


「俺は──」


　静馬に問われて、那智は返答に困こまった。この三日間でようやく使えるようになったばかりの技である。そもそも未み熟じゆくな使い手である自分が技に名前を付けるなど思いもよらないことだった。


　しかしもともと〈無銘〉の技であり、自分一代限かぎりと決まっているなら、好きな名前で呼んでも構かまわないのではないか──控ひかえ目な性せい格かくの那智にしては珍めずらしくそう思った。


「そうだな……〈ワン・ショット・アット・グローリー〉というのはどうだろうか？」


「オレが訊きいとるんや。オレに相談してどうすんねん」


「……それもそうだ」


　那智は苦く笑しようした。静馬の技にしたところで自分で勝手に名付けたものである。それが通用しているのは必殺技に相応ふさわしい威い力りよくと派は手でさを兼かね備そなえているためだ。


　那智に決定的に欠けていたのは一撃必殺の決め技と、それを中ちゆう核かくとして攻せめる押おしの強さだった。〈ワン・ショット・アット・グローリー〉を得て初めてそれが理り解かいできた。


　もちろん克こく服ふくすべき課題はそれだけではない。さらに上を目指すためにはまだまだ多くのものを学ばねばならない。そして静馬との勝負は実戦であると同時に演えん習しゆうでもあった。


　ようやく回かい復ふくしたのか、静馬は酔すい拳けんのような奇き妙みような動きを止めて落ち着いた。右手を上げて那智に人差し指を向ける。


「よっしゃ、その……何や、ワン……ワン……ワンカップ大関やら何やらいう技、オレが最初に破やぶった男になったるわい」


「望むところだ。名前を覚えるまで何度でも食らわせてやる」


　半身になり、やや猫ねこ背ぜ気味に構える那智。前に出した左足と両の掌てのひらは、相手から見て身体の中心線を守っている。急所への攻こう撃げきを避よける基き本ほんに忠ちゆう実じつな防ぼう御ぎよの構えだが、今やそれは単なる防御ではなく、即そく座ざに必殺の一撃に移うつることができる攻防一体の体たい勢せいであった。


　仕切り直しの様相に、観客も騒さわぐのをやめて勝負の行方ゆくえに注目した。


　静馬と那智の第二ラウンドが始まった。
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　ドン！


　突つき上げるような衝しよう撃げきに、エレベーターが激はげしく揺れた。


「きゃあっ!?」


　バランスを失い倒たおれそうになる美月の背中を、背はい後ごに立っていた柴崎が両手で支ささえた。


　すぐに二度目の衝撃があり、エレベーター内の照明が消えて完全な暗くら闇やみになった。


　続いて重力が消失したような異い様ような感覚があった。エレベーターが再ふたたび降こう下かし始めたのではない。自由落下だった。


「失礼」


　柴崎が美月の身体からだを引き寄よせ、頭を胸むねに抱かかえるように両りよう腕うでで抱だいた。


　緊きん急きゆうブレーキが働き、エレベーターが急きゆう激げきに減げん速そくする。重力が倍加し、それに耐たえられずに人が転てん倒とうする気配があった。案内役の桑くわ山やまという男だろう。エレベーターに乗っている人間はその三人だけだからだ。


　エレベーターが停止した。


　白い光が天てん井じようを照らす。桑山が取り出したマグライトの光だった。尻しり餅もちをついていた桑山は起き上がりながら美月を気き遣づかった。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「あ、はい。平気です」


　柴崎に守られた美月は無事だった。


「何が……起きたんですか？」


「地じ震しんかも知れません」


　桑山が操そう作さパネルのボタンを押すが、動き出す気配はない。桑山は携けい帯たい電話で外部と連れん絡らくを取ろうとした。しかし携帯の液えき晶しよう画面には何も映うつし出されない。ボタンを押したり、バッテリーを入れ直したりしたが何の反はん応のうもなかった。


「すみません。携帯が今のショックで故こ障しようしたようです」


「私のを使いましょう」


　柴崎が自分の携帯を取り出した。電でん源げんを入れて操作しようとした手が止まる。


　ミシッ。


　天井の方から聞こえてきた音に、柴崎は敏びん感かんに反応した。険けわしい顔つきで天井をにらんだ柴崎を見て、美月は不安そうな顔つきになる。


「柴崎さん……？」


「お静かに」


　柴崎は携帯をしまうと、代わりにスーツの上着の懐ふところから拳けん銃じゆうを出して天井に銃口を向けた。空いた左手で天井を指さし、桑山に天井を照らすように無言で指し示じする。単なる事じ故こではない異い状じようを察して、桑山も銃を取り出した。


　ガァン！


　一発の銃声が響ひびき、マグライトの光が消えた。


「ぎゃああああっ！」


　桑山の悲鳴。


　天井を貫かん通つうした銃じゆう弾だんは桑山の左手ごとマグライトを破は壊かいしていた。


　直後に二発目の銃声。


　悲鳴が途と切ぎれた。


　暗闇の中、柴崎は頭上の敵てきに反撃した。


　数発を撃うち返したところで、柴崎はエレベーターのドアに取り付いた。ドアの合わせ目を探さぐり当てると、隙すき間まに両手を差し込こんで左右に押し開ける。


　ドアの外はコンクリートの壁かべだった。柴崎は壁に両手を押し当て、気合いの声を発した。


「フゥンッ!!」


　カコォォン！


　神気の衝撃波が両の掌から放たれ、コンクリートの壁にクモの巣を思わせる無数の亀き裂れつが広がった。壁は大きく窪くぼみ、やがて縦たて穴あなの外に向かって爆ばく裂れつ四散した。


　ガン！


　エレベーターの天井が凄すさまじい打撃によって陥かん没ぼつした。その衝撃でエレベーターが十数センチずり落ちる。柴崎が美月を連れ出した直後、何かが天井を突き破やぶって飛び出してきた。


　柴崎は美月とともに縦穴の外へ脱だつ出しゆつした。暗闇に包まれた廊ろう下かに出ると、柴崎はエレベーターに向かって発はつ砲ぽうした。銃撃の火花がエレベーター内に降おりた敵の影かげを一いつ瞬しゆん照らし出す。大おお柄がらな人影が網もう膜まくに焼き付けられた。


「美月様、お逃にげください！」


　柴崎は腰こしを抜ぬかしている美月を立たせて廊下の奥おくへと押しやる。


　エレベーターの方から銃撃があった。火の玉のようなマズルファイアが閃ひらめき、拳銃のものとは思えない轟ごう音おんが響く。美月をかばって廊下の中央に仁に王おう立だちする柴崎の肩かたに銃弾が食い込んだ。


「柴崎さん!?」


「私なら大丈夫です。早く安全なところへ！」


　さらに数発の銃声が轟とどろく。柴崎の身体はその度に大きく仰のけ反ぞったが、倒れるどころか、その場から一歩も退ひくことはなかった。


　美月は廊下を奥へと駆かけたが、すぐに壁に突つき当たった。手を伸のばして周囲を探さぐると、正面と右側に壁がある。廊下は左に折れていた。


　美月は壁伝いに左方向に進んだ。壁に触ふれている右手にぬるりとした粘ねん液えきの感かん触しよくを感じた直後、美月は何かにつまずいて転んだ。


「痛いたあ……」


　起き上がろうとして床ゆかについた両手が、ねっとりとしたぬかるみに浸ひたった。


　それまで気付かなかった強きよう烈れつな異い臭しゆうが鼻をつき、肺はいにまで侵しん入にゆうしてきた。吐はき気けを覚えた美月は反はん射しや的に四つん這ばいのまま後ずさる。


　左手に筒つつ状じようの物が当たった。床に転がっていたそれを摑つかむ。形や重さから懐かい中ちゆう電灯だと気付いた美月は、急いでスイッチを入れた。


「──ひっ!?」


　美月の背せ筋すじに悪お寒かんが走った。


　黄色っぽい光に照らし出されたのは、壁に背中を預あずけている死体だった。頭の上半分が消し飛び、飛び散った脳のう味み噌そが壁にこびり付いている。つまずいたのは床に投げ出された死体の足、床のぬかるみの正体は血ち溜だまりであった。


　美月は懐中電灯の向きを変えた。死体を直ちよく視ししたくなかったからだ。


　だがその行こう為いは逆ぎやく効こう果かだった。光の向きを変えたことで、さらに恐おそろしい光景を──廊下を埋うめ尽つくした死体の山を目まの当たりにする結果になったからである。


　美月は空いている方の手で顔を覆おおい隠かくそうとしたが、その手が血みどろになっていることに気付き、ついに半はん狂きよう乱らんになった。


「あっ、ひっ、いやっ……いやっ、いやっ、いやああああああぁぁ────ッ!!」


　普ふ段だんは大きな声など出したこともない美月にとって、それは生まれて初めての絶ぜつ叫きようだった。喉のどが裂さけようと構かまわない、とにかく叫ばなければ狂くるってしまう──そんな切せつ羽ぱ詰つまった確かく信しんがあった。


「美月様!?」


　尋じん常じようではない悲鳴を耳にした柴崎は、一瞬、闘たたかいを忘わすれて背はい後ごに注意を向けた。


　颶ぐ風ふうのごとき殺気が正面から襲おそってきた。注意が逸それた瞬間を逃のがさず強きよう襲しゆうに出たのだ。


　柴崎の眼がん前ぜんに銃口が突き出された。クロムメッキされた巨きよ大だいな銃だった。


（──デザートイーグル!?）


　オニギリに似にた特とく徴ちよう的な銃口の形を見た柴崎は、戦せん慄りつした。


　デザートイーグル──マグナム弾を発射するために開発されたイスラエル製せいのオートマチック拳けん銃じゆうである。三種類の口径があるが、最大となる五〇口径のモデルはハンドキャノンとも呼よばれ、拳銃としては最強の破は壊かい力りよくを有する。ただし重さが二キログラムもあり、反動も凄すさまじいため、並なみの膂りよ力りよくで扱あつかえる代しろ物ものではない。


　敵てきの男はその化け物のような銃を片かた手てで扱い、しかも連射していた。そして全ぜん弾だんを柴崎の身体からだに命中させている。恐おそるべき射しや手しゆといえた。


　しかし最強のマグナム弾も、今のところ柴崎に致ち命めい傷しようを与あたえてはいなかった。
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　京極家の伝でん承しようする〈神威カムイの拳〉──その中でも〈山の流法〉に属ぞくする硬こう体たい術じゆつ〈金こん剛ごう拳けん〉を極きわめた柴崎の肉体は、いかなる刃は物ものも通さない固さと、受けた衝しよう撃げきを分散吸きゆう収しゆうする特とく殊しゆな性せい質しつを持つ装そう甲こうと化している。京極家当主のボディガードとして、万一の事じ態たいには文字通り盾たてとなって危き険けんから守るため修しゆう得とくした技ぎ能のうである。


　銃撃を受けた柴崎の黒いスーツは穴あなだらけになっているが、マグナム弾は皮ひ膚ふの表面で潰つぶれて止まっていた。打撃力は凄まじいものの貫かん通つう力りよくを重視した弾丸ではないため辛かろうじて〈金剛拳〉で防ふせぐことができる。だが至し近きん距きよ離りから顔面を撃うたれて耐たえることができるのか──その自信はなかった。


　柴崎は両りよう腕うでを眼前でクロスさせ、銃撃に備そなえた。


　ドスッ！


　予想した銃撃のタイミングから一いつ拍ぱく遅おくれて、右みぎ脇わき腹ばらに衝撃が走る。


　柴崎の脇腹にナイフが突き立てられていた。分ぶ厚あつい刃やいばを持った、全長五〇センチに達しようかという特大のボウイナイフであった。ナイフというよりは鉈なたに近い。


　刃を上向きに返されたボウイナイフの切っ先が、スーツの上着とシャツを切り裂さいて右脇腹に数センチ潜もぐり込んでいた。しかしこれも皮膚を貫つらぬいてはいない。エラストマーのような弾性を持った筋きん肉にくが、侵しん入にゆうした刃を包み込むようにして止めている。受けた打撃の感かん触しよくからして並の人間なら即そく死し、攻こう撃げき部位が首なら一撃で落とすであろう威い力りよくが秘ひめられていた。


　これはいったいどういう敵なのか──柴崎は自分が相手にしている敵の素す性じようを訝いぶかった。


　右手で巨大拳銃を易やす々やすと撃ち、空いた左手で鉈のような大型ナイフを使う。アクション映えい画がにも出てこないような冗じよう談だんじみた戦せん闘とう法ほうを駆く使しする人間がこの世にいるとは信じられなかった。どんな相手との戦闘を想定して鍛たん錬れんを積んだのか想そう像ぞうもつかない。


　ナイフの突きから一秒と間を空けずに、今度は左から上じよう段だん蹴げりが襲ってきた。


　ガキィン！


　重い金属の塊かたまり同士が激げき突とつしたような音が響ひびく。


　敵の右足と、ガードした柴崎の左腕がぶつかった音である。


　その足から伝わってきた衝撃で、柴崎は敵が自分と同じく〈神威の拳〉の使い手だと確信した。敵の肉体にみなぎる神気の波動が直じかに伝わってきたからだ。


　柴崎はようやく合点がいった。マグナム弾を何発も食らいながら柴崎が倒たおれないことに動どう揺ようしないのは、敵も同じ〈神威の拳〉の使い手だからだ。柴崎の肉体が神気により鋼はがねと化していることを承しよう知ちで攻撃しているのだ。


　腕を使って蹴りを防ふせいだことで顔面の防ぼう御ぎよに隙すきができた。その隙にねじ込むようにしてデザートイーグルの銃口が突つきつけられる。


　柴崎は銃を摑つかんでいる敵の右手を、左の掌てのひらで真下から叩たたいた。敵の手が上に跳はね上がる。


（──何な故ぜだ!?）


　柴崎は胸むねの内で叫んだ。


　敵の手を跳ね上げたというのに、デザートイーグルは柴崎の眉み間けんを狙ねらったまま空中に固定されていた。下から手首を打たれる瞬しゆん間かん、すでに敵は銃を手放していたのだ。


　空中に残されたデザートイーグルを、ボウイナイフを握にぎっていたはずの左手が摑み、引き金を引いた。


　ガォォン!!


　視し界かいを炎ほのおの色が覆い隠した。


　眉間に命中したマグナム弾の衝撃は、吸収しきれずに柴崎の脳のうを揺ゆらした。


　それまで一歩も退ひかなかった柴崎の身体が仰のけ反ぞりながら吹ふっ飛んだ。敵もそれを追ってくる。当然とどめを刺さすつもりだ。


　もう一発食らったらアウトだ──痺しびれた頭でそれだけを考えた柴崎は、両手を伸のばしてデザートイーグルの銃身を摑み、掌で銃じゆう口こうを塞ふさいだ。


　銃が軽いことに気付いた時には、もはや手て遅おくれだった。


　みぞおちに、焼けた鉄の棒ぼうを差し込まれたような感かん触しよくがあった。


　指鉄てつ砲ぽうの形になった敵の右手の人差し指が、〈金剛拳〉の防御を貫通してみぞおちに突き刺さっていた。


〈金剛拳〉といえども常つねに全身を完全に防御できるわけではない。敵は畳たたみかける攻撃により柴崎の注意を分散し、眉間へのマグナム弾の一撃により緩ゆるんだ防ぼう壁へきの隙間を正せい確かくに狙ってきたのだ。


　敵の右手が一瞬、黄金こがね色いろに輝かがやいた。〈神威の拳けん〉の使い手の霊れい的てき視覚でのみ捉とらえられる神気の光だった。


「──〈神かむ威い烈れつ煌こう指し弾だん〉」


　その輝きを集束した神気の弾丸が柴崎の体内に撃ち込まれた。


　カコォォン！


　臓ぞう腑ふの中心で爆ばく発はつした神気の衝しよう撃げき波はが柴崎の全身を貫く。柴崎の身体からだは廊ろう下かの端はしまで飛ばされて壁かべに激突した。


　その音で我われに返った美月は、仰あお向けに倒れている柴崎に駆かけ寄よった。


「柴崎さん、柴崎さん!?」


　下した腹ばらに開いた穴あなから鮮せん血けつが噴ふん出しゆつした。美月は両手で傷きず口ぐちを押おさえたが、指の間から大量の血があふれ出す。


「無む駄だだ。その男はじきに死ぬ」


　美月は懐かい中ちゆう電灯を拾って背はい後ごを照らした。デザートイーグルの銃口が眼がん前ぜんにあった。それを構かまえているのは身長二メートルを超こえる大男である。美月の知る不動秋嵩と同じか、それを上回る巨きよ軀くの持ち主だった。


　美月は柴崎に覆おおい被かぶさるようにしてかばった。


「……退どけ」


　それを見た巨漢は陰いん鬱うつな口調で言う。美月は激はげしくかぶりを振ふった。


「は、早くお医者様を……救急車を呼よんでください！」


「断ことわる」


「どうしてですか!?」


「内臓を丸ごと粉ふん砕さいした……どう手を施ほどこしたところであと数分の命だ。当然その数分さえ生かしておくつもりはない。今からとどめを刺すところだ。邪じや魔まをするな」


「柴崎さんをこんな目に遭あわせる必要なんてないじゃないですか！　何の恨うらみがあると言うんですか!?」


「恨みはない。だが敵てきは殺す。それだけだ」


「敵……？　敵って!?」


　美月の問いに、巨漢は顎あごをしゃくって廊下の先を指し示しめした。その方向にあるのはグリズリーにでも襲おそわれたとしか思えない、無む惨ざんに破は壊かいされた死体の山だ。


「俺おれの身内が京極幻弥に拉ら致ちされたので取り戻もどしに来た。行きがかり上、奴やつの手下は一匹ぴき残らず始末する。例外はない」


「そんな……柴崎さんは幻弥叔お父じ様の部下じゃないのに……」


「その男は京極流の〈神威カムイの拳〉の使い手だな。その硬こう体たい術じゆつはまともに相手にすると厄やつ介かいだ。取って置きのマグナムを無駄撃うちしたのは痛いたいが、早めに殺せて正直ホッとしている。今夜中にあと三〇から四〇は片かた付づけねばならんのでな」


　その数字はすなわちこの建物に残っている京極幻弥の配下の人数だった。この巨漢は一人でそれだけの人数の敵と闘たたかって全員を殺すつもりなのだ。


　目の前の男は人間ではなく、地じ獄ごくから来た鬼おにに違ちがいない──美月はそう思った。


「待て……」


　息を吹き返した柴崎が上体を起こした。顔色はすでに土気色に変わっている。


「美月様は、無関係だ……見み逃のがして……くれ」


「断る」


　この巨漢は戦せん鬼きだった。その言葉にも態たい度どにも一いつ切さいの妥だ協きようはない。死に体の柴崎に対しても反撃の可か能のう性せいを考こう慮りよして十分な間合いをとっている。マグナム弾だんで柴崎の頭部を木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕し、完全に息の根が止まったことを確かく認にんするまで警けい戒かいを緩ゆるめるつもりはないのだろう。


「身内がさらわれたのか……なら、幻弥と交こう渉しようすれば、いい……美月様、わ、私の携けい帯たいを──」


　柴崎に言われて、美月はベルトのホルダーから携帯電話を取り出した。凄すさまじい闘いを経へたにもかかわらず、携帯は奇き跡せき的に無傷だった。





　瀧川から携帯を受け取った幻弥は、柴崎の声を聞くなり眉まゆをひそめた。携帯を通じて聞こえてくる声が、死に際ぎわの人間のそれだと察したからだ。


「南雲慶一郎と出会ったな？　エレベーターは直通だったはずだ。何をしていた？」


『それより、美月様を……』


　柴崎の声はそれきり途と切ぎれ、すぐに美月に代わった。


『叔父様、お願い！　柴崎さんを助けて！　叔父様がさらったという人をすぐに返してあげて!!　でないと……』


　ガォォン！


　強きよう烈れつな爆発音が美月の声を一いつ瞬しゆん、かき消した。


『きゃああああああっ！　柴崎さん！　柴崎さん!?　いやあああああああァァ──ッ!!』


　美月の泣き叫さけぶ声が聞こえてきたが、その声がわずかに遠ざかった。第三の人物が携帯を取った気配があった。


「……南雲か」


　相手は答えない。だが、否ひ定ていしないということは肯こう定ていと同じだった。


「貴き様さま……いま、何をやった？」


『柴崎とかいう男の頭をぶっ飛ばしてやった。硬体術も死んだ後までは効きかないようだ』


「美月をどうするつもりだ？」


『お前の知ったことではない』


「人ひと質じちのつもりか」


『俺とお前の間に交渉という文字はない』


　電話の相手──南雲慶一郎の口調にまるで感かん情じようが感じられないことに、幻弥は戦せん慄りつを覚えた。今の慶一郎であれば美月を躊ちゆう躇ちよなく殺せるだろう──そう確信させる声だった。


　下手な言葉は命取りだった。美月の死が幻弥のダメージになると知れば即そく座ざに殺しかねない。逆ぎやくにはっきりと美月の命などどうでもいいと言ったとしても、やはり殺すのではないかという不安があった。


　幻弥は何も口に出すことができず、歯は軋ぎしりしながら脂あぶら汗あせを流した。


　真琴という女を愛してから、自分がもはや以前の自分ではなく、大きな弱点を背せ負おったことを、幻弥は自覚せざるを得なかった。


　そして、最後の闘いの相手として選んだ南雲慶一郎が、十一年前と同じく『持たざる男』だとも理解した。自分の命の他ほかには捨すてるものを何一つ持たず、闘うという行こう為いにすべてを賭かけられる人間だからこそ、幻弥の挑ちよう戦せんを受けて殺し合いに応おうじているのだ。幻弥の組そ織しき〈ユニオン〉だけでなく京極一族に関かかわる者すべてを敵に回して闘い、一人残らず殺す覚かく悟ごができている──そういう男なのだ。


　南雲慶一郎の闘いには引き分けも痛み分けもない。どちらかが滅ほろぶまで終わらない殲せん滅めつ戦せんあるのみだった。


『──どちらがいい？』


　幻弥が黙だまっていると、慶一郎の方から口を開いた。


『生きたままと死体と、どっちがいい？』


「何のことだ？」


『俺はお前と違って紳しん士しだからな。お嬢じよう様さまはきちんとエスコートして届けてやる。そこで生きたままか死体か、どちらが好みか訊きいている。リクエストに応こたえてやろうと思ってな。首だけねじ切って持ってこいと言えばそうしてやろう』


　幻弥は二の句くがつげなかった。紳士どころか悪あつ鬼き羅ら刹せつの台詞せりふである。


『生きたままの方がいいなら、手下によく言い聞かせておけ。お嬢様を穴だらけにしないように注意しろとな──』


　耳みみ障ざわりなノイズが鳴り、通話は唐とう突とつに切れた。柴崎の携帯を破は壊かいしたのだろう。


　幻弥は瀧川に携帯を投げ返すと、言った。


「美月が南雲に捕つかまった。発見しても銃は使うなと伝えろ。撃うった奴やつは──殺す！」





　　　　☆





　健康プラザとしま１Ｆ──


　その西側玄げん関かんから、一人の男が表に出た。


　暗くら闇やみの中でも目立つ白いスーツにソフト帽ぼうを目ま深ぶかにかぶった男──澁しぶ澤さわ右う京きようである。


　はるか頭上から響ひびいてきた爆ばく音おんを耳にして、右京は寒そうに肩かたをすくめた。


「おうおう、嫌いやだねえ……こんなおっかねえ場所には一秒だって居いたかねえぜ」


　ズボンのポケットに手を突つっ込こんだまま、右京は清せい掃そう工場の方に足を向けた。


　雨はとうに止み、雲間から星が見えている。地面も泥どろが跳はねるほどには濡ぬれていない。


　建けん設せつ中の二つの建物の間で立ち止まると、上着の内ポケットに手を入れる。


　取り出したのは金色の懐かい中ちゆう時計のような計器だった。蓋ふたを開けると、時計に似にた針はりと文も字じ盤ばんが現あらわれる。しかし時間を計る道具でないことは文字盤を見れば明らかだった。


「ったく……ヒーローたるもの、賢けん者じやの箴しん言げんには耳を傾かたむけるのが礼れい儀ぎってもんだぜ。指図されなきゃ何もできねえってのも困こまりもんだが、一切耳を貸かさないってのはもっと困る。俺の立場がなくなるからな……」


　計器のスイッチを操そう作さすると、歯車の嚙かみ合う微かすかな音がして、文字盤と針が奇き妙みような運動を始めた。その結果を見て右京は眉まゆをひそめた。


「この時点でもう確定とはね……さすがだよ、先生」


　右京は険けわしい顔つきでそう独ひとりごちると、懐ふところからチョークを取り出し、コンクリートの地面に線を描かき始めた。奇妙なカーブを描く白線は、やがて一筆書きで人間の輪りん郭かくを形作った。


　右京が描いたのは、死体の位置を表す白線だった。それもかなり大きい。その輪郭の中に収おさまるのは身長二メートルを超える大おお柄がらな人物に違ちがいなかった。




[image: ]


　右京はさらにその白線の横に時じ刻こくを書き記した。


　午前五時二十四分──


　チョークを投げ捨すて、両手を叩たたいて粉を落とすと、今度は携けい帯たい電話を取り出した。そらで番号を押し、電話を掛かける。


「──寝ねてるとこを起こして悪いね。まあそうカリカリしなさんな。俺が何者で、この番号をどうやって知ったかなんて、どうでもいいことさ。これからおたくに大事な情じよう報ほうを伝える。耳かっぽじってよく聞きな。とても大事なことだからな……そうそう、録音した方が賢明だ……だから、そこにレコーダーがあることを俺が知ってても気にするなって」


　右京は苛いら立だった様子で、右足の爪つま先さきで地面を小こ刻きざみに踏ふんだ。


「俺は〈星ほし詠よみ〉でね。知ろうと思えば何でも分かるのさ。おたくが穿はいてるパンツの色だって当てられる……あん？　言っていいのか？　じゃあ言うが……『何も穿いてない』が正せい解かいだ。な？……おい待て、隠かくしカメラなんかどこを探さがしても見つかりっこねえよ」


　右京は携帯電話をいったん耳から離はなした。聞くに堪たえない金切り声が聞こえてきたからである。


「おたくと長電話してる場合じゃないんだ。時間がないんだよ。おたくもその歳としで──にはなりたかねえだろ？」


　その一言で、電話の相手はおとなしくなった。


「俺がこれから言うモノを持って、ある場所に来てもらおうか。一人じゃダメだ。最低でも八人は必要だな。おたくがすべての用意を調えて、今日の午前五時二十四分までに現げん場ばに来れなければジ・エンドだ。分かったな。じゃあ必要なアイテムを言うぞ……」


　会話が済すむと、右京はコソ泥のような足取りでそそくさとその場を離れた。


　今夜、〈星詠み〉のなすべき仕事はまだ終わってはいない──






　あとがき







　読者の皆様、お久しぶりです。


　第九巻からはや一年と七か月──


　いつの日かと恐おそれて／夢見ていた、リアルバウトハイスクール第十巻をこうしてお届けできることは、何と申しますかその……遅れて申し訳ございませんという以い外がいの言葉が見つかりませんですなあ。いやホント。


　今年はできれば四冊、それは冗じよう談だんにしても三冊（ＥＤ編含ふくむ）は文庫を出そうと意い気き込ごんでいた自分はどこへ行ったのやら。それもこれも〈Ｖ─１エクストリーム決勝編〉のスケールを甘く見み積つもっていたうかつさの報むくいでしょうか。


　この第十巻、当とう初しよは〈Ｖ─１エクストリーム決勝編〉をまるまる収録して超分厚い本にする予定でしたが、遅ち筆ひつに加え、プロットの半分を消化した段階で結構な分量になってしまったため前後編に分けることになってしまいました。


　一気に読んでもらいたかったのでこの構成は残念ですが、なるべく間を空けずに後編をお届けできるよう鋭えい意い努ど力りよくしていく所しよ存ぞんです。





　さて、今回の〈Ｖ─１エクストリーム決勝編〉はシリーズ全体の折おり返かえし地点となる一大イベントです。


　誘ゆう拐かいされた美雪を救きゆう出しゆつするため慶一郎と涼子、静馬（＋大作）が共きよう闘とうするというシチュエーションは当初から考えていたものだし、ストリート・バイパーズというネタを出したからには陰いん謀ぼう渦うず巻まく格闘大会が開かれるのは当然のお約束（笑）のようなものですが、その両方を同時進行で展開させるということで構成には頭を痛いためました。


　初しよ期きのアイデアではジジイトリオが覆ふく面めんチームとして大会に参さん戦せんするとか、ケイン・バーネットと忍者姉妹が乱らん入にゆうするとか、慶一郎と涼子と静馬の三人でチームを組むとか、それはもういろいろと思し案あんしたわけですが、最さい終しゆう的てきには三人が別々の戦場でそれぞれの敵と闘うという形に落ち着きました。


　この〈決勝編〉のキモとなるのは『実じつ戦せん』です。


　これまでが『演えん習しゆう』だとするならここから先は『実戦』だということ。


　慶一郎にとっては本ほん来らいの戦せん闘とうを、涼子にとっては初めての真剣勝負を、静馬にとっては余よ計けいな要よう素そのからんだケンカを、それぞれに闘たたかい抜ぬくことになります。


　とくに慶一郎はこれまで最大でも三〇％くらいの能力しか出してこなかったのですが、〈決勝編〉ではリミッターをカットしてフルパワーで大おお暴あばれする予定です。


　肩かた書がきもホームレスになったことだし、もう戻れない／帰れないと覚かく悟ごして挑いどむ死し闘とうの先に何が待つのか……どうぞお楽しみに。





〈決勝編〉を書くにあたっては入にゆう念ねんにプロットを組み、十分なネタを用意してきたつもりでしたが、実際書いてみないと何がどうなるか分からないのがリアルバウトの恐ろしいところ。今回も思わぬ場ば面めんで苦く戦せんしました。


　最大の難なん所しよはデルモンテ＆七瀬戦。


　プロットの段階では『静馬が勝つ』という結果以外には何のアイデアもないまま、どうにかなるだろうとタカをくくって書き始めたものの、予想外のアクシデントが続ぞく出しゆつ！


　デルモンテは調子に乗らせると面めん倒どうなことこの上ないので速そつ攻こうで片かた付づけるのが吉、という方ほう針しんで作者と静馬の意い見けんが一いつ致ちしていたので、リング外の地じ雷らい原げんに放り出して一安心していたら……何な故ぜか舞い戻ってきやがるし！


　七瀬は七瀬でいきなり予定にない新しん技わざを披ひ露ろうしたうえ、よくよく考えてみると強すぎて反はん撃げき不ふ能のう!?　どーやって勝つんだコレ……と悩なやまされるハメに！　右京が参戦していなかったらどうなってたことか。


　書いてる本人ですら予よ期きしないことが次々と起こる〈Ｖ─１エクストリーム決勝編〉！


　第一戦からこの調子で、果たして最後まで静馬が勝ち抜けるかどうか心配です。





　　　　☆





　前回のあとがきクイズですが〈決勝編〉の最後まで書けなかったので解答編は次回に。


　では今回の出題。


〈Ｑ：最後のシーンで澁澤右京が電話で言う台詞「おたくもその歳で──にはなりたかねえだろ？」の『──』部分に入る言葉は何か？〉


　電話の相手が特とく定ていできれば答えは簡かん単たんなんですが、ちょっと考えれば分かるのでノーヒントで。慶一郎のピンチに無む条じよう件けんで駆かけつける人物といえば……ねえ？


　正解発表は次巻で──と思ったらその人物は十一巻には登場しない予定でした。おそらく十二巻には出るはず……とはいえ正解発表がけっこう先になりそうな予感が（苦）。


　え～というわけで残念ながら今回の出題はナシということで。前回のクイズと併あわせて次巻の展開を予想しつつお待ちください。





　　　　☆





　シリーズの折り返し地点は単たんなる中ちゆう間かん地ち点てんではありません。リアルバウトはこれから大きく宙ちゆう返がえりし、いったん失しつ速そくしたかのように見せかけて垂すい直ちよく降こう下か、地面スレスレで水すい平へいに戻してから背はい面めん飛ひ行こうに移うつる──そんなアクロバチックな展開に突とつ入にゆうします。


　相当ハードにやっても大丈夫という方はそのままで、激しいのは苦手な方はそれなりに覚悟しつつ、どうか最後までお付き合いください。


　面白さだけは保ほ証しようしますから。


　次巻〈Ｖ─１エクストリーム決勝・後編〉にご期待ください。


　それでは、また。





　　　平成十五年十一月一日




雑賀　礼史





召喚教師


リアルバウトハイスクール10





雑さい賀が礼れい史じ
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